
    
      



    

  
    
      
        [image: ]
      

    

  
    
      
        [image: ]
      

    

  
    
      ＭＦ文庫Ｊ

フェスティバル上等。

三浦勇雄



    

  
    
      口絵・本文イラスト●屡那



    

  
    
      目次



prologue

第１話　カーニバル上等！

第２話　メモリー上等！

第３話　ブレイクアウト上等！

第４話　パニック上等！

第５話　イン・ファイト上等！

第６話　ワールズ・エンド上等！

epilogue

あとがき



    

  
    
      


【prologue】



アスター／「さようなら」



　罪、というものについて考えてみる。

「君は罪を犯した」

　自分の犯した罪、とやらについて考えてみる。

　これまで築き上げてきた軌跡を記憶の新しい順からたぐり寄せ、順繰りに伝う。逆戻しのように意識を逆走させ、自分が引き出してきた結果、周囲に与えたであろう影響、その他諸もろ々もろを思考する。それを幾度か脳裏で反はん芻すうさせ吟味した。

　贖あがなうべき罪。許されるまで奉仕し、悔い改めなければならないほどの罪悪。

　自分がたどってきた道に、そういったものはあっただろうか？

　……思い当たらない。

　これっぽっちとして償う要因を過去に見出せず――思わず笑った。

「何がおかしい？」

　答えない。答えてやる義理などない。

　後悔はなかった。……いや、後悔などあろうはずもない。

　過去を反はん芻すうしたついでに、それにひたってみた。たちまち再生される爽そう快かい感になおさら自分の正しさを認識した。たとえ誰だれが何と言おうとも、自分は最高の結果を弾はじき出してきた。そうなるように手心を加え、時には「彼ら」にすべてを委ゆだね、そして痛快に事を成してきた。そこに一片の迷いもない。

　いつだって全力疾走で駆け抜けてきた。

　悔いることなど、ない。

　だから。

「――――」

　だからこそ満面の笑みを浮かべてみせる。テレビカメラを前にしても、「彼ら」を前にしてもいつもそうしていたようにニヤニヤ笑ってみせる。この笑い方こそが自分のポリシーでありアイデンティティであると信じて疑わない、そんな豪気な笑みを。

　相手は呆れたのか諦あきらめたのか、深々と嘆息した。

「まあいいだろう。君に罪を意識しろと言うこと自体が間違っていた」

　やれやれと大おお仰ぎように肩をすくめて、奴は言った。

「どちらにせよ後は君だけだ。彼らの処置はすでに完了している」

　そういえばあのふたりはどうしているだろうと思った。

　彼らを守るため、協力を求めたふたり。

　ひとりは頼りがいがあるかと言えば正直ないし、もうひとりについては頼るという発想すら浮かばない。状況的に助けを求められるのがこのふたりしかいなかったのだから仕方ないのだが、さすがに不安である。

　――まあ、何とでもなるでしょう。

　何とかなると信じて、何とかなるような努力をする者が、結果を出す。

　少なくとも「彼ら」はいつだってそうで、そして今まで幾多の苦難を乗り越えてきた。

　――信じましょう。

　信じることしかできないけれど。

　信じることを放棄することこそが、罪に等しい。

「残りは君だけだ。観念してもらおうか」

　奴の手が近付いてくる。自分は身動きが取れない。

　――願わくば。

　瞳ひとみを閉じて、願う。

　――彼らに、最高の結末ハツピーエンドを。

　切に、心から祈った。

「さようなら。槍やりヶが岳たけ」

　奴の手が、槍ヶ岳の唇に触れた。







　そしてすべてが振り出しに戻る。



    

  
    
      


【第１話・カーニバル上等！】



紫むらさき露つゆ草くさ／「悲しい思い出」



　滝たき本もと柚ゆ子ずは走っていた。

　最近めっきり冷え込んできた朝方の空気の中、太陽の柔らかい光だけが申し訳程度に肌の表面を温める――のだけれど、今の柚子にはそれすらも暑くうっとうしいものに感じられていた。どたばたと家を飛び出してからおよそ十分、ずっと走り通している。陸上部とはいえ短距離専門で、しかもいつものランニングとは違ってペースも考えていなかった。耳のすぐ上で、セミショートの髪の一端を束ねた髪留めが跳ねている。急いでつけたコンタクトはなんだか合わない。息はとっくのとうに乱れているし筋肉はぎしごしいってるし髪は短いながらも毎朝それなりに整えていたのに今朝はその時間もなくて今もばっさばっさ乱れてるしであぁ私今絶対汗臭いんだろうなぁと頭の片隅で思ったりする、と、いうか。

　――なんで私、寝坊するかなぁ！

　緊張に弱い性た質ちだということは自分でもわかっていた。陸上の大会はいつも寝不足だったし、あまり振り返りたくない今までの学校行事だって、出番なんてないのに――期待なんかされていないのに前日はまったく眠れなかった。

　けれど、今日は特別なんだ。

　誰だれに気兼ねなく思い切り楽しんでいいんだ。

　興奮しないわけがないよ！

　誰に述べているのかもわからない言い訳を頭の中で叫び、ひたすらに走り続ける。これからずっと夢見ていた場所に飛び込めるのかと思うと、息を荒あららげながらも顔がにやけてしまうが、すぐに寝坊したことを思い出して泣きそうな顔になる。

「先輩……いなかった」

　いつもの待ち合わせ場所に、先輩はいなかった。

　元々決められた時間までに相手が来なかったら寝坊と判断して先に行く――というのがふたりの間での暗黙の了解だったのだから仕方ない（もっとも、柚ゆ子ずの場合は彼が時間に遅れようが待ち続けていたのだが）。

　――せっかく先輩と過ごせる初めてのお祭りなのに。

　――せっかく先輩と過ごせる最後のお祭りなのに。

　出足からつまずいた。死んでも死にきれない。そんな滝たき本もと柚子、十六歳のうお座。

　学校に近づくにつれちらほらと生徒の姿が現れてきた。十一月に入り冷えてきているので、それぞれに厚着をしている。そして白い息を吐きながらもいつもの気だるい感じの朝とは少し違う顔をしていた。

　たくさんの生徒を追い越して、柚子はとうとう母校の校門にたどり着く。

　校門には生徒手作りのオブジェと共に、大きな看板が掲げられていた。

『第二十二回県立羽は原ばら羽ばね高等学校学祭《あばら骨祭》』

　準備期間も含めて何度も見上げてきた看板だったけれど、柚子は疲れも忘れて満面の笑みを浮かべてアーチ上のオブジェをくぐっていった。



　玄関前や校舎裏からもその喧けん騒そうは伝わってきたけれど、校内はもう相当なものだった。祭りの準備一色。一般開放は午前十時からなのに未いまだに校内を駆けずり回っている生徒が多い。

　トンカチ片手に教室の扉に看板を立てつけている男子、クラスでお金を出し合って作ったＴシャツを配って回る女子。全体にペンキ臭やらシンナー臭が漂い、場所によっては教室の前を通り過ぎるとき洒落しやれたコーヒーの香りが鼻をくすぐった。

　木製の手作り仕切り板の両端をふたりで抱えて危なげに階段を上る横を、身体からだを横にして追い越す。廊下をふさいでいた、多分仮装か何かの衣装らしいチャイナ服を着た集団（男子もいた……）に頭を下げながら道を空けてもらう。廊下の端で何やら怪しげな小屋を作っていた新任教師に小さく会え釈しやくをして通り過ぎた。設営途中の看板には『ごすんくぎ先生のうらないどころ』とこれまた怪しげな字体で怪しげな店名が書かれていた。

　本当は今すぐにでも先輩の教室に詫わびに行きたかったのだけれど、寝坊したことでクラスの集合時間にも遅れてしまっている。柚ゆ子ずは上履きのかかとを踏んでぱたぱたと駆け、ようやく四階の１－｜Ａの教室にたどり着いた。閉め切られていた扉を深く考えないで開け放つ。

「遅れてごめ――」

　んなさい、という声は尻しりすぼみになって消えた。教室にいたクラスメイトの視線が一気に集中したからだ。

　１－｜Ａは有志を募って参加する模擬店の他ほかに、クラス参加として演劇もする。今は教室の机や椅い子すを隅に押しやって役者たちが台本の通とおし稽げい古こをやっているところだった。役者だけでなく裏方のひとりである柚子も、本当はもっと早く登校しなければいけなかった。この稽けい古こが終わった後は急ピッチで喫茶店の準備だ。

　役者たちは、固まった柚子に苦笑してから稽古を再開した。柚子は戸を閉めるとこそこそと机の押しやられている一角に移動した。そこに役者以外の生徒たちがたまっている。

「遅いじゃない。どうしたの」

「ごめんなさい。寝坊して」

　しょうがないな、という顔でクラスメイトの女子――紫むらさき露つゆ草くさが小さく笑った。髪は後ろでポニーテールにし、前髪は左に分けてアシメントリーにしている。整った顔立ちはどこか硬質で美人な印象を与えて、自分の童顔に若干のコンプレックスを抱いている柚子には羨うらやましい。

　彼女は柚子と同じ裏方で主に衣装や小物などの裁縫を担当している。新学期が始まってすぐに転入してきた新人であり、学祭の準備に入ってから最初に打ち解けることのできたクラスメイトのひとりだ。

　露草はおかしそうな、それでいて苦笑に近い表情を浮かべて言った。

「最近わかったけど、あなたってそそっかしい子なのね」

「そ、そうかな。これでもしっかりしてるつもりなんだけど……」

「その絆ばん創そう膏こうだらけの指の持ち主が？」

　あう、と柚子はうめいて自分の指先を見下ろした。縫い針が布を突き破ってその先の指に突き刺さった回数は、現在貼はられている絆創膏の数を容易に超える。

「これは……名誉の負傷だよ」

「何の名誉かしら」

　名誉なんだよ、と柚子は心の中で独りごちた。

　自分がこんなふうに何気なく人と話せる、そこまでたどり着けた名誉。実感するたび柔らかく胸の内が満たされるのを感じる。

　こんな傷なんて――安い。

「……な、何？」

　柚ゆ子ずにじっと見つめられた露つゆ草くさは、訝いぶかしげに顔をしかめた。

「ううん……友達って素晴らしいなぁって思って」

「は？　何よいきなり」

「いきなりじゃないよ。いっつも思ってる」

　柚子はがっしと露草の手を掴つかんだ。

「私と友達になってくれてありがとう」

　転校してきたばかりのときに――隣の席になった私に話しかけてくれてありがとう。

　それからクラスの皆と私をつないでくれてありがとう。

　露草はなんだか頬ほおを染めて視線をそらした。

「そ、それより旦だん那なは？　一緒に来るんじゃなかったの？」

「旦那って……だからそういうのじゃないんだって」

　クラスメイトは先輩のいないとき、先輩を「旦那」と呼んで柚子をからかう。その意味するところをもちろん柚子は知っていたから、いつも必ず否定していた。

「私が寝坊して来なかったから、多分自分のクラスにいるんだと思う」

「ねえ……毎朝待ち合わせして一緒に登校し、なおかつ学祭準備の手伝いに頻繁に来てくれるような異性が彼氏になり得ない理由を、私に教えて？」

「あれ、文ぶんさんは一緒じゃねえのか」

　横から男子が訊きいてきた。柚子が頷うなずくと、

「学校にはもう来てるんだよな。じゃあ呼んできてくんね？　舞台の設営について聞きたいことあるし、お世話になったお礼にウチの喫茶店の割引券とか渡したいし」

　先輩はふたつ上の三年生である。受験や就職関係の研修などの理由により三年生は学祭には自由参加という形になっている。彼は進学クラスなのでクラス単位での参加登録はしておらず（なのに彼自身は進学しないで実家の酒屋を継ぐらしい）、故ゆえに「暇だから」という理由でつながりのある柚子のクラスを手伝いに来てくれていた。

「でもこの後喫茶店の準備が……」

　自分だけ抜け出すわけには。

「いいって。文さんの担当は滝たき本もとなんだから。これも仕事のひとつだ」

「仕事じゃないわ。義務。愛の義務よ」

「言われたい放題だね、私……」

　とにもかくにも、公認ならば遠慮する必要はない。柚子は脱いだ防寒着を自分の机の上に置き、教室を横切った。

　その背中に露つゆ草くさの声がかけられる。

「文ぶんさんによろしく言っておいてね――ゆうこ」

　廊下は先ほどよりも生徒の密度が上がっていた。刻一刻と近付く一般公開に焦り顔の生徒が多いように思える。皆、ぎりぎりまでできる限りのことをしようと必死になっているのが窺うかがえた。

　――ゆうこ、か。

　小走りに階段を下りながら、柚ゆ子ずは胸の上に手を置く。ゆうこ。もうひとつの自分の名前。

　あなたのおかげなんだよ、ユー子。

　あなたと先輩のおかげで、自分はこうして人と向き合うことができるようになった。

　透明じゃなくなった。

　そして、皆があなたの名前を呼んでるんだよ。

　廊下を誰だれかの笑い声が響いている。早くしろという怒鳴り声が真近でいきなり膨れ上がったり、何ど処こかの教室からラジカセのポップスが聞こえてきたり。騒々しさは右肩上がりに増していっている。

　今までだったら、とても孤独を感じていた。この騒ぎに混ざれない異物――滝たき本もと柚子という人間の立ち位置を思い知らされて、苦しくて、でも帰れなくて、ひとりでとぼとぼと歩いて、だから学祭のようなイベントにはどうしても馴な染じめなかった。

　でも今は違う。

　自分は今、このお祭り騒ぎの一部なのだ。決して孤独ではなくて、笑い合える友達がいる。好きなように楽しんでいいんだ。

　ユー子――

　あなたも今、私の中でこの幸せを感じてますか？

　ただの自己満足かもしれないけれど。心への問いかけの返答は、柚子の口元に表れた笑み。

　傍はたから見ればいきなりニヤける危険人物のような顔をしながら、柚子は校舎の二階まで下り先輩のいる３－｜Ｃに到着した。

　教室の入り口から恐る恐る中を覗のぞくと、そこにはまばらに生徒がいるだけだった。男子や女子、合わせて十数人といったところだろうか。三年生は自由参加ということなので遅れて来る人や単純に忙しくて欠席する人もいるらしい（と先輩が言っていた）。

　目的の人物は――

「やっぱり祭りっていうのはさ、最初から参加して遊び尽くさなきゃ！」

　いた。

　見つけてくれと言わんばかりの大きくて快活な声に、柚子は教室の隅の方を見やる。教室の端の席に腰掛け、隣の席のクラスメイトと談笑している先輩の姿があった。いつになったら彼のセット能力は上達するんだろうと思わずにはいられないボサボサの茶髪に、だらしなく着崩された制服。緩い笑みを浮かべて大おお仰ぎような手振りで話すのはきっと癖なのだろう。

　柚ゆ子ずが先輩――藤ふじ森もり文ぶん七しちと知り合いだということが１－｜Ａに知られたとき、クラスメイトたちにはずいぶん驚かれた。それまで友達のいなかった柚子は全然知らなかったのだが、先輩には何かすごい伝説があるらしく一年生の間でも有名だったのだ。ある友人と共に戦車を撃退したとかいうちょっと意味のわからない伝説だ。

　でも、柚子は知っている。

　そんな噂うわさじゃなく実感として、藤森文七がすごい先輩だということを、柚子は知っている。誰だれにも言わないけど。

　クラスメイトたちは自分と文七の仲を疑っているけれど、柚子にはまったくそのつもりはなかった。先輩と付き合えたらそりゃもう、……ごにょごにょ……だけれど、そこまで求めることは大それていると思う。先輩は柚子のことを「友達」と言ってくれたから。だから、いい。友達でいい。友達のままでいい。この関係が壊れるようなことはしたくない。絶対に壊さない。

　だから先輩との最初で最後のお祭りを、いいものにしたい。柚子はそう思っていた。

　――とりあえず謝らなきゃ。

　遅刻のことを詫わびて。そしてできることなら一緒に学祭を回りたい。先輩も友達と遊びたいだろうから、一時間、いや三十分、それがアレなら十分程度でもいいからふたりきりの時間を作りたい。そ、それでもダメなら廊下ですれ違ったときに挨あい拶さつをしてくれるだけでもいいです……。

「え。百ゆ合り百ゆ合り学園も学祭なの？」

　戸口の近くでは、男子が携帯電話で話をしていた。

「ちょうど今日？　そっかぁ、残念だなぁ。――うん。また電話するよ。じゃねー」

「あの、すみません」

　電話を切るのを見計らって話しかけると、男子は振り返ってすぐに「ああ」と把握して微笑ほほえんだ。

　学祭の準備の間、手伝ってくれる先輩への伝言係として柚子は度々この教室を訪れていて顔が知られていた。男子は何も聞かずに先輩に声をかけた。

「文七、彼女が来てるぞー」

　か、彼女じゃないですってば……と柚子は頬ほおを赤らめながらぼそぼそと呟つぶやくが、当然それは誰の耳にも届かない。

　呼ばれた先輩は「へ？　俺おれ？」と何な故ぜかすっとんきょうな声をあげた。呼んでくれた男子生徒は当たり前だろという顔で柚ゆ子ずに向かって顎あごをしゃくった。先輩は首を傾かしげながらこちらへとすたすたやって来て目の前で立ち止まると、無表情にこちらの顔を見下ろしてきた。

　な、なんなんだろ。不可解な反応に柚子はびくついた。

　お、怒ってるのかな？

「あ、あの、今朝は、その、寝坊してすみません」

　しどろもどろ紡ぎ出した言葉に、しかし先輩は何も言わなかった。寝坊して遅れたのは初めてなのだけど（しかも先輩の方が何度も寝坊してる）……相当怒ってるんだろうか。それとも――他ほかに怒らせるようなことしたんだろうか。

「その、えと、い、以後気をつけます……」

　なんだか怖くなって、柚子は制服の前をぎゅっと握にぎった。ひょっとしたら涙目になっていたのかもしれない。先輩は慌てたような顔をした。

「あ、いや……なんか、俺おれがど忘れしてるだけなのかもしれないけど」

　ぼりぼりと頭の裏をかきながら、先輩は申し訳なさそうに言った。

「君と俺って、知り合いだっけ？」



　　　



    

  
    
      



    

  
    
      

　日向ひなたあひるは軽快に自転車のペダルを漕こいでいた。

　自転車一台が辛かろうじて通れるような、狭い小道。左右を背の高い木々や草むらに囲まれ、でこぼこの地面を車輪が跳ね躍る。両腕でそれを押し込むように押さえつけ、宙を無数に舞う枯れ葉の幕をふわりと突き抜ける。

　知る人ぞ知る裏道を抜けると、視界が開けて日差しが目元に突き刺さった。

　草木をできるだけ残す形で平らに整地された、車体三、四台分の幅のある巨大なバス道。地面はアスファルトで埋められず土のまま平らに均ならされているので、今しがた走っていたような小道とは違い、滑るように車輪が回る。

　見上げれば間近に山の稜りよう線せんが見える郊外。私立百ゆ合り百ゆ合り学園の敷地は広い。普段は学園の隅々まで渡るこのバス道を学内バスが何台も走っている。今は学内バスも最低限必要な数に本数を減らされ、代わりに道沿いにいくつも出店が並んで淡紅色のブレザーを着た生徒たちが開店前だというのに高い声で騒いでいた。

　自転車を駆りながら、あひるはひくひくと鼻を動かした。お好み焼きや焼きそば、わたあめなど――おおよそお祭りの基本のような料理やお菓子の匂においが鼻をつく。家では使用人や家政婦に任せてしたこともないだろう調理に、生徒たちは制服の上からエプロンをまとってガスコンロや鉄板を前にきゃあきゃあと悪戦苦闘していた。学園の調理実習で作ったようなビスケットを箱詰めにして売るお店もあった。オープンテラスのように木陰にテーブルや椅い子すを並べて紅茶やコーヒーを振る舞う店まで。他ほかにもアップリケといった手作り小物の店、人気のある上級生のブロマイド販売、何を思ったか中華料理やインド料理など国籍を無視した雑多な惣そう菜ざいを売り出す生徒もいる。

　値段の設定も滅め茶ちや苦く茶ちやだ。そんなバカなというくらいの安価な物もあればそんなバカなというくらいの高値の物もある。後者の場合は店番の学園生が他店と見比べてから慌てて赤ペンで訂正するなどという様子が見られた。

　あひるは苦笑して視線を前に戻す。営利目的で出店しているわけではないので問題はないだろう。何しろ学園始まって以来の初の一般公開だ。慣れないことに戸惑いつつもお祭り気分を味わえればそれでいいのだとあひるは思う。

「……っと」

　たくさんの出店を横目に、あひるは急ブレーキで自転車を止めた。

　白いブラウスとえんじ色に近い濃厚な赤のスカート。ブレザーを脱いでいること以外は他の学園生と同じ制服姿だったが、あひるの格好にはいろいろとオプションがついていた。

　背中には天使の羽を思わせる張りぼてが広がっている。両肩に通す、ショルダータイプの付け羽である。ストレートパーマをかけたショートカットの上には天使のわっかが針金の支えにゆらゆらと揺れている。なんとも安っぽい天使様の出来上がりだ。

　あひるが首から提さげているのは、ひも付きの折りたたみ地図。あひるは自転車を停とめて胸元の地図を広げると、ふむふむとアヒルのように唇を尖とがらせて頷うなずいた。目的地は……ここを曲がって……こう行って……ああ行って……

「よし！」

　折りたたまれた地図は紐ひもに吊つられてあひるの胸の上で跳ねる。あひるは勢い良くペダルを漕こぎ出すと再び自転車を走らせた。そのお尻しりを押すように追い風が吹いてきてスカートが翻る。およそ学園のお嬢様らしくない立ち漕ぎで一気に速度を上げた。自転車の籠かごに溢あふれるように収まっていた花束が、風に煽あおられて大きく震えた。

　風そのものになった気分でバス道の上、自転車を漕ぎまくる。視界の両端を通り過ぎる出店の数々。あ、あれ美お味いしそう。さっきの喫茶店も雰囲気良かったなぁ。『仕事』はお昼には終わるから、彼女を誘って見に行こう――。なんだか無性に楽しくなってきて自然と口元が吊り上がった。

　あひるの疾走する自転車に、振り返った学園生たちは「わあっ」と歓声をあげた。あひるのアヒル口から苦笑が漏れる。ほとんどが純粋培養のお嬢様ばかりだから、実は自転車に乗れない生徒は多かったりする。あひるのクラスでもそんな人たちがほとんどで、まさか高等部になってまで同級生に自転車の乗り方を教える羽目になるとは思わなかった（おかげで気まずかった空気もある程度緩和できたけど）。今もあひるの自転車は物珍しそうに注目されている。

　――ウチは成り上がりだからなぁ。

　学園には中等部から編入してきた。それまでは近所の悪ガキと自転車でレースするような生活をしていたから、この空気に慣れるのには相当苦労した記憶がある。編入当初は学園のネームバリューに妙な誇りを持つ親が恨めしくて仕方がなかった。

　でも、来てよかったな――。向かい風を全身に受けながら、あひるは高揚する気持ちと共に思う。

　ここに来たおかげで、自分は彼女と、そして曜よう子こ先輩にも会うことができた。その出会いは何事にも代えがたいとても大切なものだ。

　思いは二ヶ月ほど前の夏休みに遡さかのぼる。彼女と別れ、何もかも嫌になって、でもふと曜子先輩の箏ことのことを思い出して、聴きたくなって、琴部を訪れて、そこで曜子先輩に救われて――。学校が始まり、現れた自分に戸惑うクラスメイトたち、そんな中でも今まで以上に最高の笑顔をくれるようになった彼女、しばらくは教室に緊張した空気があって、でもふとしたときにクラスメイトがひとりひとり謝りに来てくれて――これは曜子先輩のおかげもあると思う――、そして自転車教習訓練が決定打になって、あひるはクラスに『戻って』きた。

　改めて曜子先輩にお礼を言いたいとあひるは思う。こうして自分が学祭に参加できるのは先輩が踏み込んできたからだ。あひるの傷に触れ、何の見返りも求めずただ救ってくれた。あの瞬間のことを思い出すと今でも涙が出てくる。死ぬまで感謝し続けようと思う。

　バス道を何度か折れ、やがてあひるの自転車は学園の中心部より東側に位置する、大きな建物に突き当たった。高等部学生会館。レストランや売店、貸し教室を設備する他ほかに、座席数が千近くあるコンサートホールを有する。

　午前十時の一般開放から一時間半後、このホールで琴部による演奏会が行われる予定だ。しかもその模様は、同時間帯に学祭が開かれている羽は原ばら羽ばね高校でも放送されるという大規模なもの。今はレギュラー陣の他に手の空いている部員たちがその準備に追われているはずだった。

　駐輪場などあるはずもないから、この日のための仮設駐車場の片隅に邪魔にならないよう自転車を置かせてもらう。籠かごから抱えるほどのたくさんの花束を取り出し、あまりの量の花に前が見えないのでカニ歩きでよたよたと進む。背中でゆらゆら天使の羽が揺れた。

　エントランスの自動ドアを抜けると大理石の床の上を忙しそうに琴部の学園生たちが会場設営をしていた。受付の設置、名簿の確認、演奏会のパンフレットやそれ以外のイベントの宣伝ポスターの掲示――奥のステージ上ではきっと楽器の準備を、控え室では出演者の衣装の準備をしているだろう。

　あひるの姿に目を止めた学園生が、思わずクスリと笑った。

「なあに日向ひなたさん。その格好？」

「『花キューピット』です！」

　フリージアや百ゆ合り、バラ、向日葵ひまわり、サルビア、マリーゴールド、菊などといったたくさんの種類の花の間からあひるは笑顔で答えた。

「花キューピット？」

「はいっ。学内であれば何ど処こへでもお花をお届けするキューピットです！」

　あひるのクラスがこの学祭で行う企画は『花キューピット』という、平たく言えばお花の配達である。

　届け先が学内の人であれば、依頼者が学内でも学外の人間でも注文は受ける。依頼の目的が意中の相手に対する告白でも日ごろ親しくしている人への感謝の気持ちでもただのイタズラであっても、なんでも受ける。あひるのクラスの目的はただひとつ、「依頼を受けたらお花を届ける」ということ。

　学園の敷地はとんでもなく広いので、学内のいたるところに受付を設けてある。複数ある待機場所から依頼地に最も近いところが選ばれ、そこからお届け天使が花を配達に行くという仕組み。状況によってメッセージカードや小物のお届けも受け付ける。無論当日依頼即お届け。お届け天使が自転車で疾走いたします。曜よう子こ先輩が知り合いから「学祭といえば他校にはこんなのがあるらしいですよ」と聞いた内容をあひるがまた聞きしたのがきっかけだった。

「そんなわけで本当はフライングなんですけど」

　あひるは抱えた花束の中から二輪を抜いて目の前の学園生に差し出した。

「先輩にお花のお届けです！」

「まあ……私に？」

「はい！　ひとつはぼくからの激励でシャスターデージー、もうひとつは一年生の女の子からカカリアのお届けです！」

　あひるが差し出した黄色い花と橙とう紅こう色しよくのカカリアを受け取り、その先輩は「きっとあの子ね」と頬ほおを緩めた。カカリアの花言葉は――『秘めたる恋』。

「本当に嬉うれしいわ。ありがとう。ちなみに日向ひなたさんからのお花の花言葉は？」

「『万事は忍耐です』！」握にぎり拳こぶしを作ってあひるは言った。「本当は夏のお花なんですけど、クラスの女子の伝つ手てで海外から取り寄せてもらいました！　プレッシャーも忍耐と根性で乗り越えてください！」

「あ、ありがとう……」

　どうして先輩が引きつった笑みを浮かべているのかはわからなかったけど、喜んでもらえたようなので良しとする。

　それからも指定の人物にお花を届けて回った。忙しい中、誰だれもが受け取った花に緊張した表情を緩め、それを見ているだけで元気が湧わいてきた。

　きっと一般開放の時間になれば彼女たちの親類や友達から依頼が来て再びここを訪れることになるだろう（演奏を聴きに仕事をサボって来るつもりだけど）。どんなお花を指定されるんだろうかとちょっとワクワクしていると手元の花束は残り一輪となっていた。もちろんこれを渡す相手は自分にとっての一番の先輩だ――ちなみに『彼女』にはとっておきの花束を用意してあるがそれは最後に渡す所存であります日向あひる先月で十七歳のてんびん座。

　部員に訊たずねると曜よう子こ先輩は控え室にいることがわかった。時間もあまりないので駆け足で向かう。控え室は会場の舞台袖そでに連結している。関係者以外立ち入り禁止の立て看板を通り過ぎ、会館の奥まった通路を速歩きで進む。目的の部屋の前で立ち止まると『ゴッ・ガチャ』というノックとドアの開閉がほとんど同時といっていいようなタイミングで入室した。

「霧きり島しま曜子様にお花のお届けでーす！」

　控え室にあった背中がゆっくりと振り返る。あひるを出迎えたのは――

「……あら」

　どこかぼうっとした霧島曜子の表情だった。

　化粧の準備をしていたらしく、一式を鏡台の上に並べて曜子先輩は肩越しに振り返っている。彼女が身にまとっているのは白しら拍びよう子しの正装。水すい干かんと長なが袴ばかまの白と赤の色彩がはっきりと際立つ衣装だ。いつもは襟足にウェーブがかかった長髪は後ろで結わえられ、最後にその上に冠かぶる、立て烏え帽ぼ子しは傍らに置いてある。

　曜よう子こ先輩はきょとんとした眼まな差ざしをしてから、徐々に噛かみ砕くだくように微笑ほほえみを浮かべていった。

「あたしにお花？　嬉うれしい。わざわざありがとうございます」

　え。

　あひるは立ち止まった。

「きれいなお花ですね。どなたからでしょう――あなたは一年生ですね？　お花を届けるなんて素敵な仕事。……どうしたんですか？」

　立ち止まったまま動かないあひるに、曜子先輩は首を傾かしげた。

　首を傾げたいのはこっちの方だ。あひるは内心でそう思った。

　どうして――先輩はそんなに他人行儀な顔をしているんだろう？

　まるで初めて会った人にするような、意識した微笑と物言い。戸惑いと違和感に、あひるは言葉を失っていた。

「……？　あ、もしかして」

　何かに気付いたように、曜子先輩は慌てた。



    

  
    
      



    

  
    
      「あたしとあなた、何ど処こかで会ったことがありましたか？」



　　　



　なんか変。

　それだけは感じていた。

　今朝はいつも通りの時間に起きた。というかいつも通りに寝坊した。

「……やべ」

　やべ、とか言いつつも焦りは覚えない。だっていつものことだから。

　新築の家の匂においと間取りには最近ようやっと慣れてきたところだ。軋きしまないフローリングの床に鉄パイプの簡易ベッド。ベッドから降りると裸はだ足しから伝わる床の冷たさにちょっとした違和感を覚え、時々畳張りのあの部屋が恋しくなったりする。部屋の中心に薄いマットとコタツテーブルを置いているのは自分なりの抵抗だ。

　がしがしと頭を掻かいて携帯電話に手を伸ばした。折りたたみ式のケータイを開くと、そこには真っ黒に沈黙するディスプレイがあった。

「へ？」

　慌てて電源を押すと、あっさりとディスプレイが光を発した。電源なんて切った覚えはないんだけどな……と少し不安になってイジっていると、アドレスやメールがすべて消去されていることに気付いた。

　な、なんで……？　原因を考えてはみたけれど、どうしたらケータイの中のデータだけが消えるのかまったくわからなかった。

　微妙に納得のいかない心持ちで、部屋を出て二階から一階に下りる。するとコーヒーの香りやトースターの唸うなり、テレビの音、新聞をめくる紙のこすれる音が自分を迎えた。

「今日も寝坊とはいいご身分ね。早くご飯食べてしまいなさい」

　おはようの挨あい拶さつすらすっ飛ばした、母・涼りよう子この急せかす声だった。ジーンズにシャツという格好に、後頭部の上の方で髪を束ねている。母には内緒で馬テールと自分は呼んでいる。

　寝ぼけ眼まなこで食卓に着き、ちょうど正面に位置する父・桔きつ平ぺいをぼんやりと眺める。父は背広姿で新聞を広げていた。

「……いつものことだが、こんなに遅くて大丈夫なのか」

　父の声はやたら低い。朝っぱらから聞くにはなんだか不健康に思えるような声だ。父には内緒でなんちゃってハスキーボイスと自分は呼んでいる。

　眠いのでうたた寝をするように、がっくしがっくしと頷うなずいた。

「んぁ……よゆーよゆー」

「しかし今日は学祭なんだろう？　準備とかで忙しいんじゃないのか」

「がく、さい……？」

　……うお。

　父のその一言で目覚めた。そうだった。今日はこれから学祭だった。

「あんた、今からそんなんだと老後が思いやられるわよ」

　食卓にトーストやサラダの盛られた皿を並べながら、母がため息をついた。そんなことを朝イチで心配されましても。

「あ、でも大丈夫だ。俺おれら三年だから、別に準備なんてないし。自由参加だし」

「そうなのか？　しかし何か約束があるという話を聞いていたぞ。誰だれかと待ち合わせしてるだとか」

「……？」

　文ぶん七しちのことを言ってるんだろうか。自分に『約束』などという覚えはないが、学祭とか体育祭とかではしゃいで人を誘うといったら奴しか思いつかない。けど、そんな話をしただろうか？　というかそんな約束をしていただろうか？

　ぼうっと首を傾ける。父の向こうのクリーム色の壁紙はまだ真新しい。

「あれ」

　ふと思い、疑問はそのまま口をついて出ていた。

「ウチの家って、こんなにきれいだったっけ」

　てか、こんなに洋風洋風してたっけ？

　がさ、と父親が新聞を下げてこちらを見てきた。眉み間けんに皴を寄せている。次に母親と顔を見合わせると母親も同じようにぱちくりと瞬まばたいていた。

「あんた……そこまでやばいの？」

「あ？　何が」

「何って。先月に建て直したばかりじゃない。不審火で前の家が焼けちゃって、でも信じられない額の保険金が下りてきたから前より立派な家が建てられて」

　父も頷うなずき、

「おかげで前の家のローンまで返済できて我が家は安泰！と万歳三唱したじゃないか。忘れたのか。ついでに新築の我が家に向けられるご近所の羨せん望ぼうの眼まな差ざし。忘れたのか」

「……あぁ？」

　そうだったっけか。まるで覚えてない。というか忘れてよかったような気がするそんな不幸な過去と恥ずかしい記憶。

　少し不可解に思ったが、眠いので考えるのはやめにした。

　飯食って顔洗って。寝癖整えて。

　とりあえず学校に行かなけりゃ。



　外は寒そうだったので首にマフラーを巻いてから家を出る。……こんなマフラー持ってただろうか。

　なんだかはっきりしない頭を左右に傾けつつ登校した。学祭ムードの校内を他人事のように感じながら昇降口で靴を履き替え廊下を歩く。同じ学校の生徒なのに「自由参加」などと言われると、自分たちが客人として扱われているようで寂しいやらつまらないやら、やっぱり寂しいやらな気持ちにさせられる。

　教室に着いた。クラスメイトが何人かいた。進学クラスなので朝から登校している奴はむしろ少ない。その中に文ぶん七しちを見つけた。

　文七はこちらを見ると清すが々すがしい笑顔を浮かべて寄って来て、うざいことに壁際の自分の机の上に腰掛けやがった。

「遅いぞてっぺー！」

「お前が早いんだよ」

　それから他た愛あいもない話題を話す。文七は羽は原ばら羽ばね高校学祭『あばら骨祭』のパンフレットを取り出して「ここは要チェックだ！」みたいなことを話している。適当に聞き流していたら下級生の女子に呼ばれて行ってしまう。……下級生の女子だと？　文七のくせに、いつの間に。

「――あ」

　れ？

　ふと生じた違和感。でもそれが何なのかわからない。

　なんだか不安になって戸口の方を見やった。文七を前にした下級生の女子は泣きそうな顔をして立っていたが、いきなり文七の手を取るとそのまま文七を教室の外に連れ出してしまった。

「――――」

　どくん、と心臓が一拍、跳ねた。強烈な不安に胸を浸された。

「ゆかりちゃん？　大丈夫？」

　声に振り返ると、そこには頭を押さえてうずくまる女子とそれをおろおろと見下ろす女子の姿があった。うずくまっているのは――確か古都ゆかりという名前だったはず。

「大丈夫？　頭痛いの？　保健室行く？」

「うん……」

　顔をしかめた古こ都とゆかりは、それでも気丈に頷うなずいて「えへへ。なんか、どうしたのかな」と笑ってみせた。

　と。

　その彼女の視点が、こちらに向けられた。

　目が合った。

　心臓とこめかみに、同時に痛みが走った。さほど強烈なそれではなく――ちくりと刺すような痛み。

　視線はすぐにそらされた。そのことにも何な故ぜか痛みを覚えた。なんだこれ？

　古こ都とゆかりは女子に介抱されながら教室を出て行った。保健室に向かったのだろう。

　――俺おれも保健室に行った方がいいんじゃないか。ひょっとして。

　しこりのようなものが胸と頭に残っている。判然としないもどかしさが脳裏で渦巻いている。ここに来てようやく本気で自分の身体からだが心配になってきた。朝から自分は変だ。なんかおかしい。でもそれが何なのか全然わからない。

　一般開放の時間が近付いてきて、クラスメイトたちが騒ぎ始めた。まだ時間ではないが待ち切れなくなったらしく、もう回ろうぜと話しているのが聞こえた。鉄てつ平ぺいはどうする？　訊きかれたが遠慮しておいた。

「大丈夫か？　なんか顔色悪いぞ」

「ああ……だからちょっと休んでから回る。こっちは気にしなくていいから。後で追いつく」

　やばいようだったらメールしろよ？と残してクラスメイトたちは行ってしまった。

　３－｜Ｃの教室に、ひとりだけ取り残された。遠い喧けん騒そうのように、生徒たちの笑い声が聞こえてくる。

「……つぅ」

　頭を抱えて机に突っ伏す。

　なんだよ。なんなんだよこれ。

　昨日悪いもんでも食ったか俺？　そういえば昨日の晩飯ってなんだった。

　思い出そうとすると、それがよけいに頭痛を生んだ。だんだんと痛みは大きくなりばたばたと机の下で足がもがく。あまりに苦しくて涙すら浮かんできた。

「くそッ、何がどうなってやがる!?」

　理不尽な責め苦に毒づくけれど、症状は一向に改善されない。

　痛みの中、思う。

　――なんか俺、忘れてないか？

　とても大切なことを。

　決して忘れてはいけないことを――忘れてはいないか？

　とても、大切な人のことを――。



「五十嵐いがらしサンは記憶の操作を受けています」



　その瞬間だけ、五十嵐鉄平は痛みを忘れて顔を上げた。

　視線の先――教室の入り口に女が立っていた。

　紺色のスーツを着た、黒髪の、眼鏡めがねをかけた女が。



　　　



「ねえ、露つゆ草くさ姉さん。私思うんだけど」

『何かしら詰つめ草くさ』

「確かにお姉ちゃんよりも私の方が胸があるって、私は知ってる。大人の魅力としては私の方が上」

『……藪やぶから棒ぼうに挑発？』

「違うよ。お姉ちゃんのプライドの話をしてるの」

『私のプライド？』

「うん。外見から判断すると妥当なんだけど……私よりも年上のお姉ちゃんが制服着た女子高生役って……なんか、お姉ちゃんにプライドはないのかなって思って」

『だって着たかったんだもん。セーラー服』

「ずるいー！　私も一回着てみたかったのにー！」

『そういう子供っぽいところが不安なのよあなた。そんな調子で大丈夫なの？』

「こういうテンションじゃなきゃやってけないって」

『……あなたはそうでしょうね』

「そうそう。お姉ちゃんの方こそ大丈夫なのかな。ずいぶん前から潜り込んでたから情が湧わいたりしてんじゃないのー？」

『私は大丈夫よ。覚悟はできてるもの』

「そうだよね。もう、やるしかないものね。私たち。……あ、やっと進み始めた。じゃあまた後でね」

『ええ。成功を祈ってるわ』

「私も。お互い頑張ろうね、お姉ちゃん」

　ぱたん、と折りたたみの携帯電話を閉じ、助手席の方に放り投げた。

　フロントガラスの向こうで、渋滞していた車の列がゆっくりと進み始めている。詰草はハンドルを切りながらアクセルを軽く踏み込む。

　渋滞気味の道路の周りには枯れ色に染まる木々が鬱うつ蒼そうと生い茂り、日差しを暗く遮っている。道路の脇わきには大きな矢印のついた看板があった。

『第五十三回私立百ゆ合り百ゆ合り学園祭《薔バ薇ラ薔バ薇ラ祭》・この先一キロ先』

　学園始まって以来の初の一般開放だという。噂うわさを聞きつけてやって来る者は多く、車の列は先ほどから動いたり止まったりを繰り返している。公おおやけには明かされていないが三月の学生突入事件を経て、このまま閉鎖的な運営を続けることに学園側が無理を感じたらしい。これを機会に徐々に開かれた教育機関にしていくというのが学園の展望である。

　そんな公おおやけには明かされていないことを――彼女、紫むらさき詰つめ草くさは知っていた。

　サイドミラーに運転手――詰草の顔が反射した。左右に結ったツインテールに右分けの前髪。楕だ円えんの丸みを帯びた頬ほお肉。目元は柔らかく緩み、目め尻じりは落ち着いた角度に垂れ下がっている。

「私もセーラー服着たかったなぁ」

　愚痴っぽくこぼし、詰草は目を伏せて自分の格好を見下ろした。首まで包む灰色のジャケット――ちょっと変わったデザインをしている。だぼだぼの袖そでに腰下まで伸びた丈。防ぼう刃じんには優れているらしいが、もう少しかわいいデザインにしてほしかった。スカートが唯一の救いか。

「……まあ、関係ないんだけどさ」

　子供っぽい軽い言動も。

　ジャケットのデザインも。

　セーラー服も。

「どうせ」

　人を殺すときには、関係ない。



    

  
    
      



    

  
    
      　十一月四日。午前十時。

　祭りが始まる。



    

  
    
      


【第２話・メモリー上等！】



紫むらさき詰つめ草くさ／「快活」



　え。え。え。何コレ。何なんスかコレ。

　文ぶん七しちは呆あつ気けに取られた顔で腕を引かれていた。

「あの……何ど処こに行くの？」

　今日初めて会った一年生の女の子に、痛いくらいに強い力で引っ張られていた。

　文七を速歩きで牽けん引いんしていく彼女の、その顔は前を向いている。小さな背中。揺れるショートカットの隙すき間まから細いうなじが見えた。

　――何なんだろマジで。

　卒業後、自分は進学せずに実家を継ぐ。だから今日が学生生活最後の学祭。とても楽しみにしていた。遊び尽くそうと思っていた。得てして学祭ってのは、くだらないミニゲームやあんまり美お味いしくないコーヒーを出す喫茶店、激しい動きに耐えられない自前の仮装、変なデザインの安いクラスＴシャツ、大根役者の演劇、ほんの数ヶ月かじったばかりのカラオケバンド、そのついでにクラス対抗のカラオケ大会――そういったどうしようもないものに触れて妙なテンションで爆笑する一大イベントだ。本当に楽しみにしていた。

　なのに今、いきなり教室に現れた一年生の女子に何ど処こかに連行されている。一体何なんだ。……もしかしてせいしゅんなのか？　これがあおいはるの始まりなのか？

　さっき真正面から向き合った、大人しい顔つきを思い出す。向かって左のショートカットに四つ葉の髪留めがついていた。ぱちくりと瞬まばたく丸い瞳ひとみに取り立てて特徴のない小顔。話しかけてきた声もか細く、危うく聞き逃してしまいそうだった。地味な印象が強くて、やはり見覚えはない。

　本当にいきなりだった。知らない一年生に呼び出され、親しげに話しかけられ、面識なんて全然なかったからこっちは戸惑うしかなくて、すると彼女は泣きそうな顔になって、涙目で自分を睨にらみ上げてきて、突然手を取られて教室の外に連れ出されて――

　待て。

　そういえばクラスの男子はなんて言ってた。

『文ぶん七しち、彼女が来てるぞー』

　……彼女？

　今自分の手を引いてるのが……俺のカノジョ？

　――ンなバカな。

　文七は小さく失笑した。この俺おれが自分の彼女の存在をど忘れするってか？　ありえねえ。

　地味。さっきはそう評したけれど、文七的にこの一年生は悪くない。素朴さが玄人くろうと好みだ。というか女の子の手のひらって小ちっさくて柔らかくて気持ちいいな。とろけそうです。……なおさら自分が彼女を知っていたなんて信じられなくなる。

　でも、クラスメイトはこの一年生のことを知っている風だった。当然のように自分と彼女を引き合わせた。

「――――あれ」

　俺だけが、知らない？

　俺だけが――忘れてる？

　心臓が高鳴る。息継ぎができなくなったみたいに、呼吸が止まった。

「っあ」

　急激な眩暈めまいに思わず立ち止まる。手を引かれるのも拒んでしまう。一年生ははっと振り返った。涙目で、どこか不安を抱いた顔。やっぱり地味だ、でもやっぱり好みだ。四つ葉の花飾りの髪留めなんてとても愛らしく思ってしまう。

　なのに、なんでだ。

「先輩？　だ、大丈夫ですか」

　なんで俺はこの子を知らない？

「……誰だれなんだ」

　一年生は息を飲んで表情を凍らせた。

「君は、誰なんだよ？」

「どうしてそんなイジワルをするんですか!?」

　今度は文ぶん七しちが息を飲む番だった。

　一年生はこぼれそうな涙を浮かべ、こちらに詰め寄ってきた。

「私、何か悪いことしましたか!?　それだったら謝ります、謝罪しますっ！　土下座だって何だってします！　裸になれと言うんでしたら裸にだってなりますよ！　っだか、だからもう、こういうことはっ、やめてください――」

　ひく、と一年生はしゃくり上げ、うつむいた。その拍子にぽろぽろと涙がこぼれる。

「『私を知らない』なんて冗談、笑えないです……」

　うなだれたまま一年生はえぐえぐとしゃくり続けた。

　文七は本気で戸惑っていた。

　なんで――泣くんだよ？

　このような状況になっても未いまだにわからない。ひとりの少女をこうして泣かせるまで、自分は彼女に深く関かかわっている――それは確からしい。騙だまされているなんてとても思えない。でもやはり身に覚えはない。

　自分はこの少女を知らない。そのことにひどい違和感を覚えた。

　――わかった。

　おかしいのはこの子じゃない。

　俺がおかしいんだ。

「ちょっと、マジに聞いてほしい」

　一年生は顔を上げない。涙はこぼれ続ける。うぐ、と引き腰になりつつも文七は続けた。

「俺おれは、君を知らない。冗談じゃなくマジで」

「…………」

「だからもしかして、ひょっとして、ありえないけど、信じたくないけど。なんつうか五割、いや四……三割？　くらいの確率で」

　ごくん、と生なま唾つばを飲み込んで、言った。

「俺、記憶喪失かもしんない」

　ひくっ、とひとつしゃくり上げ、一年生は顔を上げた。

「ふぇ……？」

「俺にもよくわかんない。でもなんとなく思う。俺は君を《知らない》んじゃなくて、《思い出せない》だけなんじゃないかって」

「おもい、だせない……？」

　ためらいがちに文ぶん七しちは頷うなずいた。

「う、うん……信じてもらえないかもしんないけど」

　ダメだ。言ってすぐに後悔した。信じてもらえるわけがない。

　自分でも信じられないのだ。唐突に「ぼくはきおくそうしつできみのことをわすれてしまったんです」なんて言われて、信じてくれる人間がいるはずない。むしろはぐらかされたように思われるのが関の山だ。自分の普段のキャラがなおさらそうさせる。

　失言だった。やばい、きっとまた泣かれる――

「……しんじます」

「へ」

　一年生はずびびと洟はなを啜すすり、制服の袖そでで目元を拭ぬぐいながら言った。

「考えてみたら……先輩が意味もなく無視なんてするわけがないんです」

「……」

「先輩は、そんな人じゃない。すごく優しくてカッコいいことを私は知ってます。先輩はそんなことしない。だから――信じます」

　一年生は頷き、顔を上げた。

　何かに立ち向かうように。

「記憶喪失、信じます」

　あぁ、死ねよ俺おれ。

　文七は凄すさまじく自分を撲殺したくなった。なんで俺、こんなにいい子のことを《思い出せない》んだよ？　なに《忘れて》やがるんだよ？

　藤ふじ森もり文七という人間に殺意が湧わく。バカだと思っていたがここまでバカだとは思わなかった。死ね。今すぐ死ね。死ね死ね死ね俺！

「ごめんごめんごめんごめんごめん！」何かに急せき立てられたような衝動。文七は一年生の両肩を掴つかみ、そして頭を下げた。「何度でも謝る。謝罪する。土下座だって何だってする。なんなら裸になってもいい！　全力全身全霊で謝罪を表現する！――だから教えてくれ。君の名前。君のクラス。君と俺の関係。全部教えて俺を殴ってくれ!!」

　あまりの勢いに涙も引っ込んだみたいに、一年生は目を丸くしている。

「ああ、ホンっト俺って最低だよな！　なんで記憶喪失？　アホか。俺はアホか！　マジですんません。こんなにバカでごめんなさい！　でも思い出すから！　絶対に思い出すから！　だからちょっと時間と情報をください！　と、とりあえず脱ぐよ！」

「え、ちょ――し、下から脱ぐんですかっ？　あ、いや、じゃなくて脱がなくていいです脱がなくていいですからッ」

　ベルトを外しズボンをずり下げようとした手を慌てて押さえ、一年生は言った。

「教えます！　可能な限り協力しますから脱がないでください！」

「ホントごめんね！　頑張って思い出すから！」

「あ、ああああ！　手を離さないでください！」

　ベルトという支えを失いさらにその重みで自由落下しようとするズボンを一年生は必死に押さえた。

　死ぬ気で思い出そう。文ぶん七しちは決意した。自分で自分を殴ってでもこの子のことを思い出そう……その当の少女を自分の下半身に向かってひざまずかせながら、文七は強く頷うなずいた。

「ふふふ」

　すぐ傍そばからころころと笑う声が聞こえた。文七はベルトを締しめ直しながら振り返る。

　そこにはダークブルーのスーツを着た女性が立っていた。全体にイエロー系の明るい配色とリッチウェーブを施した長髪。毛先がふわふわと柔らかく揺れている。卵形の顔はきれいな輪郭を描き、ついでにバストとヒップもきれいできゅっと締まった輪郭を描いている。文七的に見逃せない。

　この女性は知っていた。というか何度か会話も交わしたことがある。

「五ご寸すん釘くぎ先生」

　一ヶ月前に赴任してきたばかりの新任教師だ。やって来た当初から話題を独占し、男子はもちろんのこと人当たりのいい性格のためか女子にも親しまれていた。当然文七はすれ違うたびに話しかけたりして光栄なことに名前と顔を覚えてもらっている。

　スーツの女性――五寸釘はふふと微笑ほほえみ、言った。

「ダメじゃない藤ふじ森もりくん。こんな廊下で女の子を泣かせちゃ」

　その言葉にはっと気付く。自分と一年生の女の子は廊下のど真ん中で生徒たちの注目を浴びていた。突き刺さる視線が妙に生暖かい。なんだその見守るような目は。

「あ、いや、これには事情がありまして。た、確かに俺おれが全面的に悪いんスけど！」

　急に恥ずかしくなってきてまくし立てる。五寸釘はまだ笑っていた。

「ちゃんと謝るんですよ？」

「お、オス！……って」

　ふと五寸釘の背後の物体に気付いた。

　廊下の片隅に暗幕で囲われた小さなスペースができていた。天井からフックで暗幕が吊つるされ、入り口を覗のぞくと備え付けのブラックライトで照らされた机と椅い子すがある。椅子は机を挟んで向かい合うように二脚あり、机の上には手のひら大の水晶球と何やら紙束が載っていた。

　暗幕の空間にはでかでかと看板がついている。

「……『ごすんくぎ先生のうらないどころ』？」

「はい。これ、私のお店です」

　にこにこと五寸釘は頷いた。

「占うらないですか」

「ええ」

「水晶占いなんスね」

「あれはただの飾りです。雰囲気作り」

「……じゃあ、何で占うんスか？」

「勘で占うんス」

　沈黙が降りた。沈黙するしかなかった。

「あ、で、でも珍しいッスね！」文ぶん七しちは強引に話題を変えた。「先生が店出すなんて」

「私も何らかの形でお祭りに参加したかったの。皆とても楽しそうで羨うらやましかったから。藤ふじ森もりくんも後で遊びに来てね？」

「お、オス！」

　笑顔で頷うなずき、文七はそれじゃあと手を振って一年生に向き直った。

　そして、呼吸を止めた。

　少女は再び瞳ひとみに涙をため、こちらをきつく睨にらんでいた。

「あ、あれ？」

「……どうして」

　少女は腹の底から声をあげた。

「どうして私より後に知り合った人のことは覚えてるんですか――ッ!?」



　ご、ごめっ、待ってよおおおおと少年が走り去る少女を追いかけるのを笑顔で見送ってから、五ご寸すん釘くぎは暗幕の出店を振り返った。

　設営したばかりの占うらない処どころに入ると、机の上にあった紙束を手に取る。そこには制服を着た少年少女らの顔写真がずらずらと並んでいた。その内の何人かの写真には×印がついている。

　藤森文七の顔にも。

　五十嵐いがらし鉄てつ平ぺいの顔にも。

「今日は何人までいけるだろうか」

　左手首の腕時計に目をやる。口元に先ほどのような親しみのある笑顔はない。

　ただただ、無表情。

「もうすぐ――祭りが始まる」



　　　



　放送局の校内放送が鳴っている。

『十時になりましたー。ただ今より第二十二回県立羽は原ばら羽ばね高等学校学祭《あばら骨祭》をおっ始ぱじめますー！　生徒の皆さんは一般客の方々の迷惑にならないよう、知性と常識と真心を持って接しましょー!!』

　歓声と拍手が窓の向こうや教室の外を、さざ波のように轟とどろいて響く。急げー！という生徒の声と駆ける振動が教室の窓枠を震わせた。

「……誰だれ、だ」

　席から中腰の姿勢で立ち上がりながら、鉄てつ平ぺいは訊たずねた。

　問いが向かう先は、教室の戸口に仁に王おう立だちする女。

　なんか変な奴。それが第一印象だった。そして――誰かに似てる。

　誰に？

　この二十一世紀にきっちりと左右対称に揃そろえられたおかっぱ頭。紺色のスーツはおろしたてのように清潔感が漂っている。反して足元はスリッパだったりするが、それは何な故ぜか来客用の緑色のそれではなく紅に塗られていた。瓶底のように分厚いレンズの眼鏡めがねのせいか視線はどこを向いているのかわかりにくい。やけに自信満々に腕を組んでいるところが気にかかった。そして――

「ち、小さい……」



    

  
    
      



    

  
    
      　表情は自信に満ち溢あふれているが、如いか何んせんその背丈は中学に入りたての少女のように低い。スーツも着ているというよりは着られているといった方が正しいだろう。

　女というよりは女の子。そんな奴が入り口に立ってこちらを見据えていた。

「さすが噂うわさに聞いていた五十嵐いがらし鉄てつ平ぺい。初対面から失礼なことを言いますね」頷うなずき、女は言った。「ちなみに私はこれでもアナタより年上ですよ」

　しかも年上……！

　これはがつんと言ってやらなければなるまい。

「ちゃんと食ってんのか？」

「よけいなお世話です。しかも目上と知っても敬語を使わないんですねアナタ」

　嘆息し、女はぱたぱたと履き物を鳴らしてこちらに歩み寄ってきた。

「な、なんだよ。こっち来んなよ」

「自己紹介いたします。私の名前は越えち後ご屋や。ＯＴＶの新人リポーターです」

　心臓がひとつ、飛び跳ねた。

　今自分は、知っている単語を言われた。心が反応した――でもどの言葉に反応したのかがわからない。

　金縛りに遭ったように身動きが取れず、鉄平は茫ぼう然ぜんと女の接近を許した。

「そして」

　女――越後屋は鉄平の前で立ち止まり、見上げてきた。

「やーさん……槍やりヶが岳たけ先輩の後輩に当たります」

　がつん、と金かな棒ぼうで殴られたような衝撃が側頭部を襲う。今度はわかる。脳が何に反応したのかを、知る。

　槍ヶ岳。

　知っている。自分はその言葉の意味を知っている。

　名前。そう、名前だ。

　……誰だれの？

　嘔おう吐と感を伴う眩暈めまいを覚えた。足元が揺らぎ横の壁に肩をつく。遅れて、忘れかけていた頭痛がやってきた。歯を食いしばってそれに耐える。

　観察するようにこちらを見ていた越後屋は、言葉を重ねた。

「今の反応から判断するに、どうやらアナタに施された記憶操作は『槍ヶ岳』というキーワードを基にしているようですね」

　再び殴打に相当する衝撃が意識下に叩たたきつけられる。とうとう足元を失いそのまま椅い子すの上に落下した。軽く尻しりを打ちそのショックで多少意識が現実に引き戻された。

「何が……どう、なって」

「失礼」

　荒あらい息をつき半開きになっていた口に――

「がふっ!?」

　越えち後ご屋やの小さな手が突っ込まれた。

「痛いから噛かまないでください。操作の解除は粘膜を介さないとできないのです」

　口内をなぞるように指が這はって奥へと侵入し、舌を掴つかんだ。「んがほ」鉄てつ平ぺいは反射的に越後屋の細い肩を掴んで引き離そうとした――その瞬間。

「…………ッ!!」

　膨大な量の情報が脳裏を駆け巡った。蓋ふたがぶち抜けられるように、奥のもっと奥に閉じ込められていた情報が溢あふれ出す。

　濁る視界の向こうで、越後屋の声が聞こえる。

「アナタに施された記憶の操作は、厳密に言うと《記憶を消去》させられたわけではありません。《消去》ではなく《封印》――脳の奥底に閉じ込められたものです。それは稀まれに何かの弾はずみで解放されることもありますが、たいていは閉じたまま。閉じ込められたままの記憶は時間を置いてゆっくりと新たな記憶によって上塗りされていく――そういったものです。今からその《封印》を、解放いたします」

　色彩を伴った新旧の音像が欠けていた記憶を埋めていき、その奔流に今までとは比較にならない疼とう痛つうを覚え身もだえした。

　そして、誰だれかの声が頭の中で響き渡る。



『――――鉄平くん。当日は一緒に回ろうね！』



「――！　――――っ！」

「そして再度操作を受けたときの防御システムを脳内に構築いたします」

　最後に、こじ開けられた穴に再び蓋をするような、力任せに蓋を叩たたきかぶせたような衝撃が降ってきて、鉄平の頭ががくんとうなだれた。

「……か、は……っは」

　完全に息が上がっていた。気が付けば口から手は抜かれていて、視線を上げると越後屋は唾だ液えきに濡ぬれた手を赤いハンカチで拭ぬぐっているところだった。

「思い出しましたか？」

「……ああ」

　椅い子すの背もたれに寄りかかり、荒あら々あらしく息をつく。ただ座っていただけとは思えない疲労感が全身にこびりついていた。

　すべて思い出した。自分は大切なことを忘れていた。

　忘れさせられていたのだ。

「俺おれは昨日……襲われたんだ」

　記憶を探りながら、言う。

「ゆかりと歩いていたところを……誰だれかに」



　何のことはない帰り道だった。

　いつも通り講習組のクラスメイトを尻しり目めにゆかりと一緒に学校を出て、帰り道に他ほかの生徒の姿が見えなくなったところを見計らってどちらともなく手をつないで、移動中のバスの中でゆかりが明日の学祭くらいはゆっくりしよう、と最近勉強漬けの鉄てつ平ぺいにとっては涙が出るくらい嬉うれしいことを言ってくれて、バスから降りて家庭教師の遠とお山やま茜あかねの待つゆかりのアパートに向かって歩いていたところで――それは起こった。

　唐突な出来事だった。背後から硬い手のひらがこちらの口をふさいだかと思うと、その指が越えち後ご屋やのしたように口内に侵入し、そして。

「気が付いたら朝で……家で寝ていて……」

　そこではっと鉄平は気付いた。

「ゆかり――ゆかりはどうした!?」

　最初に襲われたのは自分だ。その後ゆかりは――どうなった？

　青ざめ、立ち上がる。が、まだ足元が覚おぼ束つかなくて机に手をついた。その上に越後屋の手が重ねられた。

「落ち着いてください。思い出して。今朝古こ都とゆかりは登校していましたか？」

「……あ」慌てて頷うなずく。「頭が痛いとかで、保健室に」

「なるほど。その様子だと彼女も記憶の操作を受けているようですね」

　記憶の操作――。

「な、なんだそれ……。一体どうなってやがるっ!?」

「落ち着いてください」

「落ち着けるかよっ！　俺おれたちは襲われたんだぞ!?」感情を抑制できず、鉄平は目の前の越後屋に唾つばを飛ばした。「わかってんだ――これもお前ら内界人が関係してんだろ？」

　内界人。鉄平たちとは異なる次元の世界の住人たちのことだ。

　この世には三つの世界が存在する。

　内世界――別名を『第一世界』と呼び、そこには超科学を有する人間たちが暮らしている。

　外世界――別名を『第三世界』と呼び、こここそが鉄平たち外界人が住まう世界。

　そしてこのふたつの世界の狭はざ間まに存在し、すでに滅びて二世界の橋渡しの役目を負う『第二世界』。

　昨年の冬から、鉄平はこの異世界のテレビ局ＯＴＶの様々な企画に振り回されまくっていた。正直異常事態には慣れてきているような気がしていたが、やはりそんなことはなかった。突然襲われ記憶をなくされていたのだ。これはさすがに黙っていられない。

　――そもそもあいつはどうしたんだ。

　いつもいつも最悪を持ち込んでくるあのクソ女は。

「槍やりヶが岳たけはどうしたんだよ!?」

　その問いに越えち後ご屋やは表情を暗くした。

「いません」

「……あ？」

「やーさんはいません」越後屋は心なし顔をうつむけ、「やーさんは捕らえられてしまいました。アナタの記憶を操作した内界人の手によって」



　　　



　あひるは自転車を漕こぎまくっていた。

　風を切り、疾走。人波の増えてきたバス道を突っ切り、時折、人を撥はね飛ばしそうになりながらも前傾姿勢でただひたすらにペダルを漕ぐ。前まえ屈かがみにうつむいた顔は前髪に隠れ、その下の口元が強く歯を食いしばって引き結ばれている。背中の羽が風を受けて激しく羽ばたいた。

　――なんで。

　前髪の奥から――細かな雫しずくが宙に散った。

　――なんで、あんなこと言うんだろ。

『あたしとあなた、何ど処こかで会ったことがありましたか？』

　もちろん最初は冗談だと思った。生き真ま面じ目めな曜よう子こにしては珍しい、少し性た質ちの悪い冗談。からかっているのかな――初めはそう思った。

　けど、違った。

　苦笑する自分に、けれど曜子は戸惑いを浮かべた。そして謝ってきた。ごめんなさい、本当に思い出せないんです、お名前を教えていただけないでしょうか――。

　気が付いたら控え室を飛び出していた。部活の先輩の誰だれかを突き飛ばし、会館を出て自転車に飛び乗って漕ぎ出していた。

　自分でもちょっと過敏に反応し過ぎたかもしれない、と今では思っている。何も飛び出すことはなかった。へらへらと笑って「何言ってんですかー」とさらっとかわしてしまえばよかったのかもしれない。

　――でも、それができなかったんだよ。

　それはきっと、相手が霧きり島しま曜子だったから。

　とても大切な人に「あなたのことを忘れてしまいました。ごめんなさい」なんて言われたから――きっと冗談なんだろうけど――ショックだった。なんとなく。

　それとも……あひるはふと思う。冗談には見えなかったから？

　本当に曜よう子こは自分を忘れているように見えたから？

　あひるは首を振ってよけいな考えを追い出した。とにかく、後でもう一度会いに行こう。会いに行って、きちんと話を聞いて。とりあえず今は心を落ち着けよう。

　さらにえぐり込むようにペダルを漕こぎ抜く。――と。

「きゃっ」

　通行人にぶつかりそうになって慌ててハンドルを切った。大きく蛇行しながら避よけて、逃げるようにペダルを漕ぎ続けながらあひるは背後に向かって大きく叫んだ。

「すんませんした！」

　やばい。今のは――新しん城じよう先生だった。

　高等部の国語教師であり、教育指導の任に当たっている新城括くくる。きつい眼まな差ざしとヒステリックと言えるほどの言動で新入生の中でもあまり評判は良くない。これでも丸くなった方なのだと琴部の先輩は言っていたが。

　顔、覚えられたかも――「すんませんした」もさすがにいい言葉遣いではなかった。あの進路からして学生会館に向かっているのかな……今日はもう顔を合わせないように気をつけよう。あひるはうんと頷うなずいた。

　無軌道に走らせていた自転車は、無意識の内に帰巣本能が働いていたらしい。顔を上げるとそこはもうあひるのクラスの待機場所だった。

　あひるのクラスの『花キューピット』は、学園の敷地内のいたるところに待機場所を設けてある。いつどこでも依頼を受けられるようにするため、依頼を受けたら目的の場所にすぐにでも配達に行けるようにするため――クラスの人間は受付係、配達係と分担して複数の待機場所に散らばっている。あひるがやって来たのは琴部が活動していた学生会館から南にほど近いバス道の片隅。『花キューピット』と大きく看板の掲げられた簡易テントの空間だった。

　テントの横には数台自転車が停とめられており、あひるはそれに並べるように自転車を乗りつけた。あひると同じ格好をしたクラスメイトが「お疲れ様です」と声をかけてくる。

「あれ？　日向ひなたさん、目が赤いですよ」

　目にゴミが入っちゃって、と誤ご魔ま化かして折りたたみ式のテーブルの受付に向かう。早速受付の子に依頼はないか訊たずねる。ひとっ走りして今の嫌な気持ちを忘れたかった。

「ああ、ついさっき正門前の待機チームが依頼を受けたところですよ。ここからの方が近いから、日向さんに頼んでも大丈夫かしら？」

　頷いて依頼書を受け取る。そこには依頼人の名前、届ける花の種類、届け先のいると思われる場所、その時間帯、そして届ける相手の名前が書いて――

「げ」

　あひるは思わずお嬢様らしからぬ声をあげた。

　そこには『新しん城じよう括くくる』の名前があった。



　　　



　何を言われているのか、わからなかった。

　全くもって意味不明だった。

　槍やりヶが岳たけが――捕まった？

「……ンな馬ば鹿かな」

　鉄てつ平ぺいは苦笑した。苦笑するしかなかった。

　誰だれかが自分やゆかりの記憶を操作したということ。それはやはり内世界の人間の手によるものだということ。何かが動き始めているということ。

　それらの事実よりまず『槍ヶ岳が囚とらわれの身になった』ということに鉄平は鼻を鳴らした。

　――だってそうだろ。

　テロリストの中に放り込んだり爆弾を解体させたり戦車と肉弾戦やらせたり人の家を放火したりするあの超唯我独尊女。

　あのクソ女が誰かにしてやられるなんて、そんなこと。

「ありえねえだろ？」

「およそ五ヶ月前の六月。やーさんはハヤミマコトの手により海に叩たたき落とされました」越えち後ご屋やは、言った。「やーさんも万能ではないのです」

「……」

　鉄平は辺りを見渡した。

「カメラは何ど処こだ」

「ありません。今までのことを思えば疑うのも仕方がありませんが、ここは素直に信じていただきたい」

　槍ヶ岳をそのまま小さくしたような女――越後屋。

「これは撮影ではありません。私もＯＴＶの人間ではありますが、今この場にいるのはＯＴＶ専属の新人リポーターではなく、越後屋というイチ内界人です」

　そんな彼女は、槍ヶ岳のように淡々と述べる。

「そして槍ヶ岳というイチ内界人から個人的な頼みを受けて、私はここに来ております」

　鉄平は意外な思いで越後屋を見つめた。

　越後屋の眼鏡めがねはビン底のように分厚く、その向こうの瞳ひとみは濁り隠されている。けれど鉄平は確かに感じていた。越えち後ご屋やが言葉を選んで語っているということ。こちらが混乱しないよう、ひとつひとつゆっくりと情報を与えようとしていること。

　いつも槍やりヶが岳たけがしていたように勢いで話を進めるのではなく、確実に伝えて理解させたい何かがあるということ。

　ここにきてやっと理性の伴った内界人に出会えたかと思うと、ちょっぴり感動した。

　鉄てつ平ぺいは問うた。

「……説明してくれるか？」

「もちろんです。そのために私がいます」頷うなずき、越後屋は続けた。「現在、内世界における外世界への見解が揺らいでいます」

「見解が……揺らぐ？」

「はい。今まで通りの接し方をしていても良いものか――という意味です。我々ＯＴＶがしているように外世界の様子をカメラを通して撮影し、放映し、娯楽のように楽しむ……そうした状況に疑問と不安を投げかける声がここ最近で急増しているのです」

「そりゃそうだろう」

　槍ヶ岳には何度無茶を強いられたか知れない。あまりの容赦のなさにここのところ感覚が麻ま痺ひしがちだが、しかしこれ以上の厄介事は正直勘弁してもらいたい。いや勘弁しろ。

　そしてそんな自分たちの様子を別の世界でふんぞり返って見ている奴らがいるのだ。人道的におかしい。

「いえ、五十嵐いがらしさんが言う意味での批判的な声は少ないです」

「前からわかってたけどお前らぜってぇ頭おかしいよ！」

　こちらの声を、しかし越後屋は無視した。

「むしろこのまま世界間で関かかわり続けていくこと。そのことに反対の声があがっているのです」

　鉄平は眉まゆをひそめた。「どういうことだ？」

「五十嵐さんは『第二世界』のことをどの程度までご存知ですか？」

「あ？」

　内世界と外世界の狭はざ間まに存在する、第二世界。

　今でこそただの世界間の橋渡し的な役割を持つものでしかないが、鉄平の知るところによると以前は世界として成り立ち、そこにはとある生命体が生きていたと言う。

　その生命体は複数の個体を持ちつつも、ひとつの意思によって行動を統一され、個々の個性を持たないもの。個性を持たない故ゆえに何モノにでも姿を変える――正確にはそれを見る人間の認識を歪ゆがめる――『擬態』という能力を保有していた。

『第二世界』が滅びるに至ったのは、内界人の介入による個性誕生の氾はん濫らん。

「『第二世界』の生命体は、内世界の介入により個性という存在を知ってしまいました。個々がそれぞれの意思を持ち、独自の行動をする。そういうものがあるのだと知ってまい、彼らは各おの々おの個性を求めた。それは膨れ上がるように、さながらウイルスが蔓まん延えんするようにブームとなって彼らを変へん貌ぼうさせていった」

　そしてそれは紛争を生んだ。

　個性間の軋あつ轢れき。それを抑制する道徳やグループを作る習慣を持たなかった彼らは、互いに争うようになった。自分たちの個性を押し付け知らしめるため、互いに削り合った。

　故ゆえに――彼らは滅びた。

「……ああ、そこだ。そこがわからなかった」鉄てつ平ぺいは手を挙げた。「世界が滅んじまうくらいの争いって、どんなものなんだ」

「『第二世界』の崩壊を、我々内界人は《自壊》と呼んでいます」

　ふと、鉄平は気付いた。

　越えち後ご屋やの口調がどんどん機械的になっていることに。

「彼らは殺し合ったのです」

「……え」

「一切の兵器を用いず、ただ己の身体からだだけを駆使して隣人と殺し合ったのです」

　まるで意図的に感情を殺すように――可能な限り心を隠し、事実だけを並べるように。

「目につく相手を片っ端から殴り殺す。その人は後ろから別の誰だれかに蹴けり殺される。その人は横から別の誰かに絞め殺される。その人は――というようなループ的な殺さつ戮りくが個人間で、『第二世界』の全域で行われました。無論平和を訴える生命体もいましたが、そういったモノたちは真っ先に殺された」

「……」

　鉄平は想像してみた。

　自分の世界でそういう殺戮が為されるのを想像して――背筋が凍った。

「殺戮は驚くべき速度で行われました。私たちですら想像のつかない速度で」越後屋はなおも淡々と続ける。「世界の何ど処こを覗のぞいても殺し合っている。私たちには限られた数の生命体をこちらの世界に逃がすことしかできなかった……残されたモノは最後のひとりになるまで殺し続けました」

「……最後のひとりはどうなったんだ」

「自殺しました」

　鉄平はようやく気付いた。

　越後屋は懺ざん悔げをしているのだ。

　自分の世界が犯した罪。内世界が関かかわった故に起こしてしまった崩壊から目をそらさぬよう、淡々と事実を述べることでそれを為しているのだ。

　経緯、行動、結果――それらを順序立て、真っ向から向き合おうとしている。

　償えぬ罪を、ただ見つめている。

「集団殺さつ戮りく――《自壊》後、『第二世界』は呪のろわれた地となりました」

「呪われ……」

「大地が、液体に濡ぬれているのです。――彼らの体液で」



　　　



　１－｜Ａの教室は簡易的な内装の施された喫茶店に――少なくともそれに近いものになっていた。

　机をふたつ向かい合わせてワンテーブルとし、白いクロスを上から被かぶせている。それが十セットほど。椅い子すはもちろん普段生徒が使っているものだ。すべて手作りのメニュー表はクレヨン書きでファンシーに仕上げてあり、ブレンドコーヒーやカプチーノ、紅茶といったオーソドックスなものからスコーンやチーズのタルト、クッキーといったデザートを用意している。教室の隅を暗幕で仕切ってドリンクの調理スペースとし、デザートも調理実習室に待機している調理班が製作しオーダーに応じて提供するという仕組みだ。

　人の入りはそれなりに盛況だった。一般生徒から外来の主婦や学生まで年齢を問わず客がやって来る。エプロンをつけた接客班の生徒は忙せわしなく働いていた。

　その最さ中なか。調理スペースにこもっていた紫むらさき露つゆ草くさは、こぽこぽと鳴るコーヒーメーカーをじっと見つめていた。

　メーカーの中ではコーヒーの茶黒い液体が沸いている。

　――これが私たちの世界の色。

　先祖たちの血の色。

　すでに滅び去った『第二世界』の大地は常に湿っている。殺し合い、流し合った先祖たちの体液で。死し骸がいや肉片は、あるいは風に流れあるいは大地に溶け込んでしまっても――何な故ぜか諸もろ々もろの体液だけは大地を覆ったまま乾くことがない。原色のわからないほどどす黒く濁った液体が地面に張り、さながら湿原のような体を成している。様々な生物に満ち溢あふれている『外世界』とは違い、露草の先祖たちが世界に存在する唯一の生命体だった。それを失った大地は開発や開拓といった変化の加えられない、ただただ血塗られた平野と化している。

　――だから内界人たちは、ふたつのことを恐れている。

『外世界』にとってオーバーテクノロジーである『内世界』の超科学が流出してしまうことを。それにより『外世界』を『第二世界』と同じ末路に追いやること――。

　そしてそれとは別に、内界人が『外世界』を行き来するためにはその血塗られた大地を通らなければいけないということを。自分たちが犯した過ちを、世界を渡る度に垣間見なければならないということ――。

「気付くのが遅いのよ……」

　唇を噛かみながら、露つゆ草くさはこぼす。

「？　何か言った？」

　クラスメイトの女子が後ろから声をかけてきた。

　露草は微笑を浮かべて振り返り、首を横に振った。

「何も。――好評なようで良かったわ」

「そうだね！　正直露草さんがいなかったらこんなふうにならなかったと思う。デザートのレシピとか、私たち全然知らなかったもん」

　それはたくさんのことを習ったから。露草は胸中でこぼす。

　内世界に移り住み、そこで私たち姉妹はたくさんのことを教えてもらったから。

　それは本当に楽しかったから。

　――楽しかった、けれど。

　繰り返してはいけないと思う。

『第二世界』の破滅を。この豊かな世界の破滅を。

　自分のような生命を、生み出してはならない。

「私の力じゃないわ。皆が頑張ってくれているから、繁盛してるのよ」微笑ほほえみ、露草はメーカーからカップにコーヒーを注いだ。「はい、オーダーのブレンドコーヒー。とっとと完売して午後は皆で思い切り遊びましょう」

「うん！」

　女子はお盆にカップを載せると暗幕をくぐって出ていった。

　繰り返してはいけない。……だから。

　――だから、ごめんなさい。

　あなたたちには犠牲になってもらうの。

　許して、なんて言わないわ。

「憎んで――いいよ」

　その声は誰だれにも届かない。



　　　



「しかしそれでも外世界とつながろうとする者たちがいた。それが私たちＯＴＶを始めとするテレビ局の存在です」

　越えち後ご屋やは語る。

「カメラを通して『外世界』の様子を知る。それは、存在を知っていても『第二世界』のことがある手前、踏み込めずにいた私たち内界人にとって格好の媒体でした。『第二世界』の惨状を見ることなく他世界の様子を知ることができる――ＯＴＶの番組《外界ウォッチング》の人気にはこうした背景があったのです」

　その説明には鉄てつ平ぺいも眉まゆをひそめざるを得なかった。

「随分とお前らに都合のいいやり方だな」

　一度他世界を壊した経験がある。それを繰り返すことは当然許されないけれど、それでももうひとつの世界には興味がある。だから安全圏で眺めるに止とどめる――。

「私もそう思います」越えち後ご屋やはあっさりと認めた。「ただし今は、その正当性について議論している場合ではありません。ここでは状況把握に徹していただきたいと思います」

「……」

「少数ではありますが、当初からこのやり方には反対の声も上がっていました。仮に彼らを《反対派》と名付けましょう。《反対派》の彼らはあくまで『第二世界』の悲劇を繰り返す可能性のあるものすべてに異を唱え続けていた」

　教室の外は徐々に騒がしくなってきている。一般開放がされて外部の人間が訪れ始めているのだろう。廊下を駆けずり回る音も喧けん騒そうにまぎれてしまっている。

「少数だったその声が現在、大部分の内界人の声となっています」

「……？」

「今さらですが内界人は恐れ始めているのです。『第二世界』の《自壊》、その再来を」

「なんでだ。本当に今さらだろ」

　すっ、と越後屋は腕を前に差し向けた。

「あなたたちです」

「俺おれ……？」

「あなたたちの存在が、我々内界人を脅おびやかしている」

　鉄平はぱちくりと瞬まばたいた。寝耳に水である。

「別に俺ら、何もしてないっていうかむしろ何かされてる側なんだけど」

「最も脅威なのが、いずれ古こ都とゆかりが擁するだろうＫＯＴＯの存在です」

「ＫＯＴＯ……？」

「外世界に存在する企業群の中で、最も高確率で我々の超科学を理解し応用化すると思われる企業がＫＯＴＯなのですよ」

　そう言われても鉄平は首を捻ひねるばかりだった。

　ＫＯＴＯ。あらゆる分野を征服し世界のトップに立ち続けるマンモス企業。現在は古都源げん之の助すけが総合社長に就ついており、次代はその孫娘であるゆかりが継承するだろうと言われている。

　確かにＫＯＴＯは世界のどの企業よりも優れていると言えるだろう。その規模は並ではない。ただ――

「だからってお前らの科学なんて理解しようがないと思うんだけどな」

　当然のように言う鉄てつ平ぺいに、

「『不可能を可能に変える』」越えち後ご屋やはふっと笑った。「それが私たち内界人の、外界人に対する共通見解です。多分に幻想を含んでいますがね」

　越後屋はこれまでの鉄平たちの闘いのことを言っていた。

　時にはテロリストと、時には爆弾と、時には戦車と、時には陰謀と――あらゆるものと渡り合ってきた鉄平たちに、可能性を見出していた。

「あなたたちがこれまで築き上げてきたものは、おいそれと否定できるものではありません。大きな、そして確かな軌跡です。反対派のみならず一般の内界人すらそこに否定し切れない可能性を見出し始めているのです」

「ま、まあ褒めてくれるのは嬉うれしいけどさ……」

「キショい面で照れてんじゃねぇよ下半身野郎」

「……あ？」

「とまあ、そんなわけで」

　そんなわけで、恐れる。

　不可能に思われていたことを可能に変えてしまう、その計り知れない可能性。

　今になってそのことを――内界人たちは恐れ始めたのだ。

「五十嵐いがらしさんたちはその可能性に非常に近いところにいます」

「俺おれとしては少し前の毒舌にツッコミ入れたいんだけど、いいか？」

「話の腰を折らないでください」ぴしゃりと越後屋は言った。「とにかく我々ＯＴＶはあなたたちを介し、内世界に関かかわり過ぎてきた――そう、判断されたのです。内世界は一気に《反対派》の声に染められました。あの異常な速度の伝でん播ぱは、ある程度計画されていたものと考えられます。これを契機に我々の他ほかに今まで外世界に関係したＢＴＶなども、すでに倒産はしていますがその関係者も含め『犯罪者』として拘こう束そくされ始めたのです」

「……じゃあ、槍やりヶが岳たけは」

「やーさんだけでなく、一いつ本ぽん釣づりディレクターや社長などＯＴＶの主要人物がほとんど警察機関に拘束されました」

　越後屋の瞳ひとみが、再び冷たい輝きを帯びる。

「それがつい三時間前のこと」

　言葉の意味を飲み込むのに、二秒を要した。

　鉄平は瞳を見開く。

「ワタクシ、越後屋はやーさんの最後の布石」越後屋は頷うなずき、「そして五十嵐さん、アナタが我々の希望であるのです」



　　　



　紫むらさき詰つめ草くさは楽しくて仕方がなかった。

「そんなに美味くはないはずなんだけどなんかウメー！」

　片手にあるのはプラスチック容器。出来上がったばかりの焼きそばは白い湯気を立て、表面がこってり油でてらてらと光っている。詰草はぎこちない箸はし運びで麺めんをすくい取り、啜すするというよりは一口一口食むように口の中に入れていく。肌寒い空気に出来立ての濃い口は胃にガツンと刺激を与えてくれた。

「いやぁ和なごむわー」

　休憩所として設けられたベンチに腰掛け、詰草はほっと一息。小さな風が吹いて足元を枯れ葉が駆け抜けていく。ベンチの傍らにはお茶のペットボトルが立ち、さらにその横には空の容器が積み上がっていた。仮設の駐車場に車を停とめてからずっと、詰草が目のつく出店を片っ端から回って食い散らかした残ざん骸がいだった。『仕事』のためのちょっとした工作はしておいたが、基本的に食べ歩いていたのが実情だった。



    

  
    
      



    

  
    
      　満足げに吐息をつく彼女の前には、灰色と茶色の視界が広がっている。晴れてはいるが秋特有の濁り気味の配色が頭上を覆い、枯れかけた草木がバス道に沿って何ど処こまでも続いている。建ち並ぶ出店の数々から漂う香りが胃を飽きさせず、一般開放からここ三十分で学園生たちの熱気は右肩上がりに昇っていた。

　穏やかで、寒々しくて、けれどだからこそ確かに感じられる温ぬくもり。そんな景色に詰つめ草くさの頬ほおは緩み、そして思わせる。

　――壊したく、ない。

　この素晴らしい世界を。

　外界人の知らない、三つの世界の存在。その世界たちの在り方は諸説あるもののおおよそひとつの見解が成されている。

「世界は、丸い」

　内世界も外世界も――そして『第二世界』も。

　すべての世界は球状をしているという説。そしてそれぞれを内包する形でつながっているという説。

　外殻を担うのは外世界。その中に存在する球体が『第二世界』。そしてさらにその中に存在する球体が内世界。外世界という球の中に『第二世界』と内世界のふたつの球が内包されている――そう考えてもらえばよりわかり易やすいだろう。これが“〝内”〟と“〝外”〟という別称の用いられている所以ゆえんである。

　だから『第二世界』の『自壊』はそれを挟む内世界と外世界の双方に影響を与えた。『自壊』により『第二世界』は生命体を失い、その世界としての意義を失った。血塗られた大地。それはその地の腐敗を呼び、世界間をつなぐ芯しんにまでその影響は及んだ。

　内界人は気付いているが、外界人は気付いていない。自分たちの世界が腐敗に侵されているという事実を。今世界がじっくりと腐り始めていることを。それが外界人の気付く明確な形として現れるのはもっとずっと先の話だが――もはや避けられない未来としてある。

　内界人たちが世界間の交流に恐れを抱いている理由。『自壊』の悲劇を繰り返すこと、自分たちの罪を見つめること――それらより何より優先すべき最大要因。

　外世界が崩壊することにより内世界が受けるであろう被害。

　将来の腐敗が決定付けられた二世界。そこでさらに片方を失えば残された世界の腐敗は――確実に進行する。

　要するに内界人たちはとばっちりを受けることを恐れているのだ。

「ホント、自分勝手……」

　呟つぶやき、詰草は顔を歪ゆがめた。

　――私たちの世界を壊しておいて。

　結局考えていることといえば、保身ばかり。

　くだらない。最高にくだらねー。

　正直そんな奴らのために自分たちが動くのは馬ば鹿かげていると思う。

　でも、と思う。

「この世界には罪はないものね……」

　奴らは腹立つが、それがこの世界の滅ぶ理由にはならない。

　むしろあんな奴らのためにこの世界が滅びてしまう方が馬ば鹿かげている。

　――だから、全力で阻止する。

　この世界を『自壊』に追い込む要因。

　そのすべてを排除する。

　――私たち姉妹が、守ってあげる。

　すべて引き受ける。

「だから」

　これからこの祭りを滅め茶ちや苦く茶ちやにするよ。

　詰つめ草くさは微笑ほほえむ。口元の緊張を解いて。震える身体からだを押し止とどめて。湿る瞳ひとみを閉じて。小さく吐息をついて。傍らのペットボトルをぎゅっと胸に抱いて――

　微笑む。

　悲しげに。

　――涙を呑のんで、犠牲になって。

「私たちが」

　いくらでも恨まれてあげるから。



　　　



「『移住プログラム』というものをご存知でしょうか」

　越えち後ご屋やの言葉に鉄てつ平ぺいは記憶を探る。聞いたことがある。夏休み、ゆかりから大おお目め玉だまとのごたごたの一件を聞いたときに――

「確か内界人がこっちに移り住むための何とかとか……」

「そうです」越後屋は頷うなずき、付け足した。「様々な理由から内世界から外世界への移住を希望する内界人に、そのために必要な戸籍等を用意するプログラム。移住者には一定期間、監視員がつきその承認を受けた者が完全な移住を認められ――代償として超科学の知識を失い二度と内世界には戻れなくなるというものです。このプログラムは何らかの理由により内世界を放棄しなければいけないという事態に直面したときの、緊急対応に備えたものです。その他ほかにも少しずつでも外世界との交流を、その方法を探る意味でも作られた試験的プログラムであります」

　それがどうかしたのか――そう訊たずねかけて、鉄平は口を噤つぐんだ。

「待てよ……なんかそれ、変じゃねえか？」

「さすがに噂うわさの猪ちよ突とつ猛もう進しん馬ば鹿かもその程度のことはわかりますか」

「……お前のソレは槍やりヶが岳たけ譲りなのか？」

「私が尊敬する人物はこの世にただひとりです」

　まあ、それは鉄てつ平ぺいにも理解できる。越えち後ご屋やの格好がそのまま槍ヶ岳をリスペクトしたものとしか思えないから。加えて言えば悪趣味としか思えない。

「五十嵐いがらしサンも気付いた通り、明らかにプログラムの在あり方は矛盾しています。私たち内界人は世界間の交流を恐れている――なのに積極的に交流しようとするプログラムが存在する、その矛盾」

「……」

「もはや自明です。『移住プログラム』は移住や歩み寄りを目的としたものではなく――この反対派の流れに備えられた布石に他ほかならない」

　越後屋は腕を組んだ。その堂々とした振る舞いは槍ヶ岳のそれに重なって見える。

「やーさんの拘こう束そくや五十嵐サンたちの記憶操作、急激な反対派の増長。これらはすべて計画的に為されたものです。『移住プログラム』もそう。プログラムはこの流れに即時対応するために反対派が裏で手引きし作り上げたのです」

「……ちょっと待て。話が飛んだ気がする。どういう意味だ？」

「今現在、世界間の交流は一切を断ち切る――内世界ではそのように結論が下されています。しかしまだ問題が残っている。それが」

　越後屋は組んでいた腕を解き、鉄平の胸元に人差し指を突きつけた。

「アナタたちです」

「俺おれ……？」

「五十嵐サンを始めとする多くの外界人が私たち内界人と接触し、その姿を目撃しています。いわばそれは内界人が外世界で残した痕こん跡せき。その痕跡は完全に消さなければいけない」

「もしかしてそれが――」

　越後屋は神妙な顔つきで頷うなずく。

「そう、それがアナタたちに施された記憶の操作。私たちがここにいたという足跡、影響、記憶――すべてを消し去ろうという結論に至ったのです。その最高優先順位として五十嵐サンたちの記憶が操作された」

「……」

　鉄平が槍ヶ岳だけでなくゆかりや文ぶん七しちたちとの断片的な記憶も失っていたのは、それが槍ヶ岳たち異世界人との交渉を通しての記憶だったから。『槍ヶ岳』というキーワードを基に、それに関かかわって起こった出来事すべてを《忘れ》させられた。ゆかりのことは以前から知っていたが、昨年のイヴ以降の深い関わりがすべて失われてしまっていたのだ。槍ヶ岳に放火された自宅のことも。

　鉄てつ平ぺい以外の例を挙げれば――文ぶん七しち。文七は先ほど一年生の女子に呼び出され、しかし戸惑った顔をしていた。鉄平の記憶によれば、文七を呼び出したのは夏休みの間に文七が関かかわった滝たき本もと柚ゆ子ずという少女だ。彼女の出来事には裏で槍やりヶが岳たけが関わっていた。だから文七は柚子のことを《知らなかった》のだ。

「恐らく記憶の操作はまだ、我々と関わった五十嵐いがらしサンたち主要のメンバーにしか行われていない。痕こん跡せき消去の決定が下されたのは先日のことですから。他ほかの、深い関わりは持たないけれどやーさんや灰はい原ばら一いち太た郎ろう、大おお目め玉だまなどの姿をひと目でも見た外界人は、これから順番に記憶操作を施されていくことでしょう。五十嵐サンとその周囲の方々に記憶のすれ違いがあるのはそのためです」

　話を聞く内に、鉄平は背筋がぞっとするのを覚えた。

　――全然、気付かなかった。

　記憶が操作されているだとか、自分が大切な人との思い出を忘れていたこととか。

　――俺おれは全然気付かなかった……！

　素直に戦せん慄りつした。こいつら内界人には簡単なことなのだ。自分とゆかりとの思い出を奪うことなど――容易にできることなのだ。

　こちらの事情など無視して、勝手な都合で動くことができるのだ。

「この急激な流れは、ある程度反対派の人間たちによって作られた流れであると判断します」越えち後ご屋やは続けた。「『移住プログラム』がその証明。プログラムにより予あらかじめ反対派の人間をこの世界に送りつけ、即時証拠隠滅に動き出す、という布石です。そのように回りくどい手を取ったのは、私ややーさんのような、流れに反する邪魔者より先に行動を起こすため」

「……」

　矢継ぎ早にもたらされる情報。

　それに鉄平は、

　――なんだよ、それ。

　困惑していた。

　徐々に状況は把握できてきた。つまり内世界と外世界の交流に反対する奴らがいて。槍ヶ岳はそいつらに捕まって。自分たちの記憶もいつの間にか消されていて。

「……何なんだよそれ」

　沸騰し、爆発しそうな感情に困惑していた。

「勝手過ぎるだろ」

　そっちから勝手に関わってきて。

　無茶苦茶やらせて。

　それが今になって『怖くなった』から、自分たちの記憶を消して『なかったことにする』だと？

「あり、ありえねえだろッ！」青ざめさえしながら、鉄てつ平ぺいは越えち後ご屋やに詰め寄った。「俺おれたちが今までどんな思いでやってきたのかわかってんのかよ!?　死にそうな目に遭って、それでも踏ん張って、乗り越えて」

　古こ都とゆかりという大切な人とわかり合えて、

「そういうの全部、今さらなかったことに――」

　鉄平は言葉を切った。

　目の前で、越後屋が身体からだを折って頭を下げていたから。

「何の……つもりだよ」

「……」

「やめ、ろよ」

　頭なんて下げられたって。

　そんなことされたって。

「やめろよ！」鉄平は顔を伏せて叫んだ。「あんたが悪いわけじゃないって――わかってんだよ！」

　わかってる。

　わかってる、けど。

　――どこにぶつけたらいいんだ。

　この怒りを。

　ゆっくりと、越後屋は頭を上げた。

「状況を説明します」

「……え」

　思わぬ平へい坦たんな声に、鉄平は目を見開いた。

　越後屋は無表情に、

「反対派には二種類あります」二本の指を立てた。「まずアナタたちの記憶を操作することで痕こん跡せきをなくそうとする、『穏おん便びん派』」

「……」

「もうひとつ。実のところこの存在からアナタたちを守るため、やーさんは私をここに送りました」

「守る？」

　俺たちの記憶を戻す。そのために越後屋はここにいるんじゃないのか？

「それは記憶でなく存在自体を消そうとする、『過激派』」

　その言葉の意味を考えて――鉄平は唖あ然ぜんとなった。

「アナタたちに施された記憶の操作は《抹消》ではなく《封印》。何かの弾はずみでその《封印》が解除されることを恐れている存在――それが『過激派』です」

　記憶が戻ってしまっては意味がないから、その存在自体になくなってもらう。

　つまり、



「アナタたちを殺そうとしている組織がいます」



　あまりの理不尽さに鉄てつ平ぺいは声も出なかった。

「『過激派』は『穏おん便びん派』同様、プログラムに紛れてすでにこの世界に居座っています。その動向を追っていたやーさんは、残念ながらすでに彼かの人たちの手に捕らわれてしまいました。今から三時間前のことです。そのぎりぎりのタイミングで私がここに送られてきました。私はやーさんから命めいを受け、全力でアナタたちを守らなければいけない」

「なんだそれ……」

　もう理解が追いつかない。

　こいつは――何を言ってんだ？

「五十嵐いがらしサンが混乱するのも無理はありません。しかし今は時間がない。事態は切迫しています。もう少しだけ落ち着いて私の話を聞いてください」

　越えち後ご屋やは極めて淡々と喋しやべる。可能な限りこちらを刺激しないようにとの配慮のためだろうが、鉄平には無意味に等しかった。

　それでも、彼女は続ける。

「何なに故ゆえこの時期に彼ら『反対派』の二組織は行動を起こしたのか。今でなくてはいけない理由」

　無情に。

「それは百ゆ合り百ゆ合り学園、羽は原ばら羽ばね高校が同日に学祭を開き、そして両校共に一般開放を行うからです。その一致にも裏で反対派が動いている」

　金縛りに遭ったように鉄平は動けない。

「不特定多数の人間が、学外からやって来ます。そのお祭りに乗じて、槍やりヶが岳たけ等の内界人の姿を見た生徒を対象に、『穏便派』は記憶の操作を、そして『過激派』は大量殺さつ戮りくを行うつもりなのです」

　大量殺戮。

「お、お前、冗談もいい加減に」

「聞いてください」

　怒鳴りかけた鉄平の肩を手で押さえ、越後屋は言った。……身長が足りなかったので爪つま先さき立ちだが。

「内世界は今、誤った方向に進もうとしている。正しい道を見失っている。私はそれを正すために、アナタたちを守るためにここにやって来たのです」

　そして、再び頭を下げた。やはり爪つま先さき立ちだが。

「お願いです。協力してください」

「……」

「この状況を打開するには私だけでは足りない。だからお願いです。協力してください。罵ば倒とうならいくらでも私が引き受けます。アナタが望むのなら、それで気が済むのなら、私の身体からだを好きにしてもいい」

「なっ……」

　上目遣いに越えち後ご屋やは懇こん願がんする。それがよけいに鉄てつ平ぺいの混乱を招いた。

「だから、だからお願いします」

「……」

　鉄平は茫ぼう然ぜんとするしかなかった。

　もう、何から突っ込めばいいのかもわからない。

「学園は……」それでも強引に思考を働かせる。「学園の方はどうなってるんだ」

　こっちには越後屋がいるけど。

　百ゆ合り百ゆ合り学園は――。

「それについてはご安心ください」

　越後屋は力強く頷うなずいた。

「あちらにも助っ人は行っています」



　　　



　道行く人々が振り返る。

　ある者は呆ぼう然ぜんと立ちすくみ、ある者は「カワイー！」と黄色い声をあげ、ある者は携帯電話のカメラをピロリロリンいわせていたりする。

「ここでもあなたの人気は不動のようね、小こ目め玉だま」

　声に、小目玉と呼ばれたそいつはなまなまと鳴き声をあげた。

　そいつは猫をデフォルメしたような、ぬいぐるみみたいな奴だった。膝ひざ丈たけほどの身長に、何な故ぜか後ろ脚で直立し、眠そうな顔の上に頭ず巾きんを被かぶっている。ひょこひょこと尻尾しつぽを揺らし、ぴくぴくと三角耳を震わせ、そしてなまなまという声で鳴いている。そいつの鳴き声は「なまなま」という言語でしか表現することはできない。

　そいつは明らかにぬいぐるみなのだが、自然な動きで学園のバス道の真ん中を二足歩行しており、それが人々の注目を集めていた。

　そいつ――小目玉は出店から漂う匂においに楽しげに尻尾を揺らし、自分の前を行く黒コートの引率者をなまなまッ！と見上げた。

「ごめんなさいね、小こ目め玉だま。我慢して頂ちよう戴だい。これから大事なお仕事があるの」

　なま…と残念そうな声をあげる小目玉に、引率者は微笑ほほえみかけた。

「これが終わったらいくらでも食べさせてあげるから。急いで片付けちゃいましょう」

　なま！と小目玉は尻尾しつぽと前脚を上げた。

　引率者はその様子を愛いとおしそうに眺め、けれどすぐに表情をきっと改めて前を向く。

　彼女は全身黒ずくめの格好をしていた。黒のスーツに黒のハイヒール。背中まで届くストレートヘアは艶つやのある黒を帯びている。上縁のサングラスに口元にはホクロという完全なブラック人間だ。

「……なんで私が、と思わないでもないけど」

　かつかつとヒールを鳴らして歩きながら、女はふとこぼす。

「奴らの拘こう束そくを免れたことには、感謝しなくちゃいけないわね」

　彼女が右手をかざすと、その中指に銀の指輪が光っていた。

　大おお目め玉だまは笑みを浮かべ、

「仕方ないから、手伝ってあげる」



    

  
    
      


【第３話・ブレイクアウト上等！】



夕顔／「罪」



「う、ん……」

　しつこく続く頭痛に音を上げ、古こ都とゆかりは瞼まぶたを開いた。

　開いた先は白い、壁――ではなく天井。十秒ほどぼんやりと見上げ、ああここは保健室だったと思い出す。朝、学校に来た自分は頭痛を覚え、クラスメイトの付き添いで保健室に来て、ベッドを借りて、今は――

　仰向けの姿勢から上体を起こした。鼻を突く医薬品特有の臭におい。ベッドの周りのカーテンを開ける。ラベルの貼はられた小瓶がたくさん並べられた大きな棚。流し台。折りたたみ式のストレッチャーが壁に掛けられている。全体的に白の調度品が多かった。

　先ほど会った養護教諭の先生はいなかった。ベッドから降りて机の上を見ると少しの間席を外すという旨を書いた紙があった。

　多少寝ぼけていたかもしれない。そのまま特に意識することなく立ち尽くしていたが、不意にゆかりは眉まゆを寄せた。頭が痛い。

「……っ」

　保健室の外は騒がしい。時計を見ると十一時を過ぎていて、学祭はとっくに始まっていた。その喧けん騒そうから置いてけぼりの保健室は、なんだか物悲しい。

　……なんか、ヘン。

　そんな感覚は朝からあった。はっきりと「こう！」とは言えない。何かが抜け落ちている――何かが決定的に足りなくなってる。そんな喪失感に似たものがずっとあった。

「泣いてたし……」

　ぽつりと呟つぶやいた。悲しい夢でも見たみたいに、目覚めたばかりのゆかりは涙を流していた。なんでだろうと学校に来てからも引っかかっていて、考え過ぎのせいか仕舞いには頭痛を覚えて保健室に連行されてしまった。

　みんな、どうしてるかな。せっかくの学祭にこのように体調を崩してることがとても悔しく思えた。やっとクラスに馴な染じむことができてきたのに――

「え？」

　ふと、疑問に思った。どうして私は馴染むことができたんだっけ？

　首を捻ひねる。長い間あんなに悩んでいたこと。それを乗り越えることができたきっかけ。

「なんだったろう……」

　ゆかりは保健室のドアを見つめ、ふらふらと近付いた。

　その向こうにこの喪失感の答えがあるような気がして。

　ドアを開けた。

「私は何か――」



「――――大切なことを、忘れている気がする……」

　泣いていた。

　曜よう子こは姿見を見つめながら、涙を流していた。胸をかき抱き、自分の存在を確かめる。

　――思い出せない。どうしても思い出せない。

　きっかけは、一年生の女の子が一輪の花を携えて控え室に訪れたことだった。

　顔も知らない女の子。そのことを告げたら泣きそうな顔をして飛び出してしまった。反射的に放り捨てられていた花は、今鏡台の上で花瓶に挿してある。

　あれから、なんだかおかしな感覚に捕らわれていた。胸を穿うがたれたかのような“〝足りない”〟感覚。そこから引き起こされる疑問の数々。

　どうして自分はあの一年生のことを知らない？

　これから開かれる琴部の演奏会は、県立のとある高校でも中継されるらしい。何な故ぜそんな名もない高校とつながりがある？　あったと言えばあったような気がする……けれどその印象が恐ろしく薄い。そのつながりの大部分が、自分にとって重大な何かが失われてしまったような気がする。

　そして。

「どうしてそれが……わからないことが、こんなに悲しいの……？」

　まるで自分の半身を失ってしまったみたいだった。

　曜よう子こは傍らの楽譜に視線を落とす。それは今年の初めに自分が作曲したもので、それを見ているとどうしてか胸が軋きしむ。

　タイトルは――『光の中へ』。

「どうして？」

　どうしてこんなにも涙が止まらないんですか……？



　　　



　新しん城じよう括くくるはテンパっていた。

　括は学園所属の女教師である。学生時代の青春をここ私立百ゆ合り百ゆ合り学園ですべて費やし、何の意地か卒業後も大学部の助手となり、ほどなくして助教授になった。現在はゼミで教授の補佐をする傍ら高等部で国語の授業を受け持っている。そんなこんなで三十ピー歳。

　彼女は極度の男嫌いだった。未遂に終わったが過去に暴行を受けた経験があり、それ以来異性とは触れ合わないよう生きてきた。三月の学園での騒動を経てからは考えを改めそんな食わず嫌いもなんとかしようと思っているが、その方面に関しては未いまだ大きな進展はなかった。

　なかった、のだが。

「……あの」

「……」

「な、何でしょうか。先ほどから」

「……」

「あの、本当に一体……」

　括がその店に立ち寄ったのは、ちょっとした気まぐれだった。

　学園生が初めて行う出店にしては、なかなかに洒落しやれたオープンカフェ。高等部学生会館に向かうつもりだった括は、ついついバス道の片隅にあったカフェに引き寄せられた。メニューもなかなか品しな揃ぞろえがいい。季節柄屋外のカフェはちょっと肌寒くてどうかと思っていたのだが、運ばれてきたホットココアが良い感じに身体からだを温めてくれる。括はしばらくまったりとそこで過ごすことに決めた。

　そんなときに「相席よろしいですか」とスーツ姿の男性が声をかけてきた。括は凍りついたように緊張した。ホワイトデーの一件を除いて長らく異性との関かかわりがなかったから、即断ろうとした。でも。

　――でも、わたくしは決めたのです。

　変わると。このままの自分ではいけないと。そう決めていたから、ここは断るわけにはいかなかった。

「ど、どうぞ」

　ありがとうございますと男性が正面の席に着く。そのときになってはたと括くくるは気付いた。

　――他ほかにも席は空いているのに。

　どうしてわざわざ相席なんて。

　抱いた疑問は、けれど口に出せなかった。男性がじっとこちらを見つめていたからだ。

　それから数分間、男性は一度も目をそらすことなく括を見つめている。括が何度話しかけても一言も答えず押し黙っている。その表情は変に真しん摯しなもので、自分でも知らない内に括はだんだんと赤くなって手に汗握にぎった。

　――なんだか、恥ずかしいです……。

　こんなにも真剣な眼まな差ざしで男性に見つめられたことはなかったから。括は耐え切れずとうとう目を伏せた。

「この後の御予定は？」

　はっと顔を上げた。

　男は柔らかく微笑ほほえんでこちらを見ていた。括は真っ赤になってまたうつむく。

「こ、これからの御予定は生徒の演奏会を鑑賞する御予定でございます」

　なんですかこの日本語。括は自分のセリフに驚きよう愕がくする。とても国語教師の言葉とは思えない……！

　――それとも、それだけわたくしが混乱しているということ？

　この止まらない鼓動に、平静を保っていられない。先ほどから酸欠を起こしそうなほど胸が苦しい。これ以上この人といたらどうにかなってしまう！

「御一緒してもよろしいですか？　迷惑でなければ」

　無理！　無理無理無理！　死んでしまいます！

　が、すぐに思い至る。ここで断ってしまえばこの人とは二度と会えないかもしれない。それは、なんか。

　――イヤ。

　括はようやく搾り出した。「か、構いません」

「そうですか。ありがとうございます」

　男は嬉うれしそうに言い、それがさらに括のパニックを引き起こした。

「お、お安く見ないでください！　仕方なく付き合ってあげるだけですから！」

　言った直後に失言に気付いた。男はきょとんとした顔をしていた。

「い、今のは、そのっ」

「……括くくる先生。ひょっとしてツンデレですか」

「つ、つん？　よくわからないですけど多分違い――」言いかけて括は言葉を切った。

「どうしてわたくしの名前を……？」

「あ、やっぱり当たってましたか？　よかった、外れたらどうしようかと」男はほっとしたように微笑ほほえみ、「二月頃ごろでしたかね？　俺おれの高校とこちらの学園の先生方と合コン、じゃなくて交流会がありまして。そのときにアナタのお噂うわさを拝聴しました」

　今年の二月、バレンタイン交流企画と称して学園と羽は原ばら羽ばね高校とで交流会が行われた。その間百ゆ合り百ゆ合りと羽原羽の教師陣との間でも何やら飲み会があったらしい。括は男性が怖くて――そう、今思えば『怖かった』のだろう――欠席していた。

「それではあなたは」

「はい」頷うなずき、男は言った。「俺は羽原羽高校の教師で、葉は山やま光みつ利としと申します」



　　　



「おああああぁもおおおおおおおッ!!」

　鉄てつ平ぺいは絶叫した。

「なんで俺ばっかり！」

　はぁはぁと肩で息をし、それからぼそぼそと付け足した。

「……なんかこのセリフを吐かないとスッキリしないんだよな……」

「奇妙な性癖ですね」

「『性』じゃねえ」

　大きく息をつき、鉄平はこめかみを指で揉もんだ。

　――頭いてえ。

　それは記憶操作によるものとは別種のものだ。例えるなら、いつも槍やりヶが岳たけに接していたときに覚えていたような頭痛。

「……とりあえず俺たちの記憶と命を狙ねらってる奴らがいるってことなんだな？」

「ハイ」

「じゃあ、やるしかねえじゃん……」

　越えち後ご屋やに頭を下げられようが下げられまいが、結局のところ身を守るために動かなければいけないことに変わりはない。ここでグチグチ文句を言い、何もしないのは簡単だが、行動しないことには明日はない。記憶を失うことも殺されることも鉄平は御免なのだ。

　第一、記憶を失うこと自体が鉄平にとっては死と同義だった。記憶をなくしてしまったら――大切な人を失うことになる。そんな未来はありえてはならない。

　だから今は、行動しろ――。鉄てつ平ぺいは怒りを強引に飲み込み深呼吸した。内界人たちに対する罵ば倒とうは、今は後回しにする。とにかくやるべきことをやろう。

「五十嵐いがらしサンは思った以上にオトナですね。もっと駄々をこねられるかと思いました」

「お前ら、俺おれを何だと思ってんだ」

「ヘタレ」

　反射的に言い返そうとして、でもくっと唇を噛かんだ。何な故ぜか否定できない。

「……でも最後にはやってくれる。そう信じています」

　越えち後ご屋やは微笑ほほえんで言い、鉄平が驚いた眼まな差ざしを向けるより前に背中を向けた。

「行きましょう。いつ何が起こるかわからない。時間は常にないものと思って行動してください」

　頷うなずき、鉄平は越後屋の後に続いた。



「相手の正体とか人数は把握してんのか？」

「いいえ。やーさんならばサーチ済みだと思うのですが、残念ながらそのデータを引き継ぐ時間がありませんでした。事態は徹底的に後手後手です」

　廊下を足早に進みながら、鉄平と越後屋は言葉を交わす。

「じゃあ、とりあえずどうするんだよ？」

「先ほどこちらで確認したのですが」と、越後屋は懐からＢ５サイズの薄い冊子を取り出した。表紙には『あばら骨祭、旅のしおり』とあった。羽は原ばら羽ばね祭の来客用のパンフだった。

「予定時刻午前十一時三十分。羽原羽高校の体育館にて百ゆ合り百ゆ合り学園との合同イベントがあるようですね」

　確かにある。二月の交流会での好評を受けてか、学園で行われる箏ことの演奏会を羽原羽の体育館の巨大スクリーンを使って生中継しようというものだ。

　そこまで考えて、鉄平は「あ」と声をあげた。同調するように越後屋は頷く。

「言わずもがなそこに集まるのは二月の交流会の参加者――やーさんの姿を実際に目撃した生徒たちになります。目標の効率的な殺さつ戮りくを行うとしたら最もやり易やすいシチュエーションです。それすらも反対派組織に仕組まれたものかもしれませんが」

「相手がどう出るかはわからないけど、とりあえずはそこで様子を見るしかないってか

……」

「ハイ。しかし私たちはそれが始まるより前に遂行しなければならない任務があります」

「？」

「まずは古こ都とゆかりと藤ふじ森もり文ぶん七しちの記憶を取り戻すことです。わかりますね？」

　鉄平はすぐに理解して頷く。相手の人数もわからないのに自分と越後屋だけで立ち向かうのは明らかに分ぶが悪い。それでなくても自分だけが記憶を取り戻しているという状態は気持ち悪くて仕方がないのだ。鉄てつ平ぺいとしては早い内にふたりに記憶を取り戻してもらいたい。

「ふたりの現在位置はわかりますか？」

「そうだな……ゆかりは保健室に運ばれたらしいから、すぐに見つけられると思う。文ぶん七しちは……確か昨日まで一年生の手伝いをしてたはずだ。さっきそのクラスの女の子に連れて行かれたから――あいつのことだから記憶なくてもバカみたいに今も普通に手伝ってるんじゃないか」

「なるほど、ありえますね。内界人的にも藤ふじ森もり文七はバカであると判断します」

「そこまであっさり肯定されるとなんとなくフォローしてあげたくなるけどまあ当たってる。――ちょっとパンフ貸してくれ」鉄平は越えち後ご屋やから冊子を受け取り、ページをめくって確認する。「うん、１－｜Ａだ。教室で喫茶店、あと体育館で十時半から演劇やってる。文七はこのどっちかにいるはずだ」

「了解です。ではここで二手に分かれましょう。五十嵐いがらしサンは保健室に向かい古こ都とゆかりと合流してください。私は１－｜Ａの教室に行きます。そこで藤森文七を見つけられなかった場合は体育館に向かいます。そこで我々は合流し、ふたりの記憶の《封印》と解くとしましょう。それからの行動は状況を見てということで」

　ちょうど階段の手前で立ち止まり、越後屋はこちらの返事も聞かずに立ち去ろうとする。鉄平は慌ててその背中に言った。

「ま、待てよ。ゆかりはまだ記憶が戻ってないんだろ？　どうやって連れ出すんだよ」

「記憶がなくても――アナタたちには愛があるでしょう？」どこか揶や揄ゆするような笑みを浮かべ、越後屋は去り際に言った。「期待していますよ」

　そう言い残して越後屋は駆け足で階段を下りていった。ぱたぱたというスリッパの音が遠ざかっていく。

「……くさ」

　取り残された鉄平はぽつりとこぼし、でも、

「まあ――自信はあるけどさ」

　ひとつだけ、疑問が残っている。

　あの槍やりヶが岳たけがこの事態を予想できなかったとは、鉄平には思えなかった。

　反対派が押し寄せ、自分たちの記憶と命を狙ねらおうとしていること。内界人が外世界の崩壊を恐れること。それらの可能性を、槍ヶ岳が予期できなかったとは――どうしても思えなかった。

　――あいつは、わかっていたんじゃないのか？

　いつかこうなることを。

　わかっていてなお、ハタ迷惑な企画を、自分たちに関かかわり続けることをやめなかった。

　それは何な故ぜだ？

　ただ面白がっていたから？　それとも他ほかに理由があったから？

「……」

　数秒立ち尽くし、けれど鉄てつ平ぺいはその疑問を振り切るように駆け出した。



　　　



『それにしても、ちづるさんって……大きいのが、好きなんだ？』

『――はう！　あ、あの、大山田くん』

『違うでしょう、ちづるさん。……大山田じゃなくて、こ、う、た、ですよ、ね？』

『……耕太、くん』

『げへへ』

　演劇が行われていた。

　体育館のステージ上――１－｜Ａの演目『かれこん』である。クラスイチの鬼才、東野かつみ脚本・監督のタイトルだ。一般開放から三十分にもかかわらずパイプ椅い子すの並べられた客席は程々に人が埋まっている。……何故か皆、照明の落とされた暗くら闇やみにもわかるほど頬ほおを赤らめてもじもじしていた。

　劇の様子を、柚ゆ子ずはその舞台袖そでから見ていた。本番が始まってしまえば衣装係の彼女に仕事はない。主に小道具や背景の製作を手伝っていた文ぶん七しちも同じで、今は柚子の隣で「なあ、『かれこん』ってどういう意味？　新しい合コン？」「アレ、忘れたんスか文ぶんさん。『彼はこんと奇妙に咳せきをして』の略ッスよ」と一年生男子と小声で会話を交わしている。

　――ダメ、全然集中できない。

　柚子は小さくため息をついた。あんなに楽しみにしていた本番なのに、劇の内容はろくに頭に入って来ない。頑張っている役者の皆に申し訳ない気持ちになった。

　１－｜Ａは現在二手に分かれて活動している。喫茶店組と演劇組。劇の本番は全員で臨みたかったが、さすがに喫茶店を放ほったらかしにするわけにはいかない。およそ半々の人数に分かれてそれぞれに働いていた。柚子は午後から喫茶店を手伝うことになっている。

「……」

　柚子は横目で文七を見た。その視線に気付いた文七が、困ったように首を横に振る。まだ記憶は戻らないらしい。

　――劇なら取っ掛かりになると思ったのに……。

　駆け足にだが、文七には今までのことを全部話した。屋上で初めて出会ったこと、ユー子のこと、自分のこと、名前のこと……そして文七が柚子のクラスに手伝いに来てくれていたこと。文ぶん七しちは特に演劇組の方を手伝っていてくれたから、喫茶店ではなく劇の方に連れて行けば、そこで知り合ったクラスメイトたちの顔を見れば何か思い出すかもしれない、そう思っていたのだが。

「ごめんな……」小さく、文七が呟つぶやいた。「まだ、何もわからない」

「……」

「でもやっぱり記憶喪失なのは当たってると思う。このクラスの皆は普通に話しかけてくれるけど、俺おれには誰だれの顔も名前もわからない……」

　柚ゆ子ずはふるふると首を振り、

「だったら、ゆっくり思い出していきましょうよ。私、粘ります」

「うん……」

　なんだか、あまり元気がないように感じた。先ほどまでは「うおおお！　絶対に思い出すぞ！」と妙に気合が入っていたのに。柚子はこっそりと文七の顔を覗のぞき見る。そして。

「……ぁ」

　ようやく気付いた。

　劇の美少女役が美少年役のアドリブでいいように弄もてあそばれる様子を眺める彼の瞳ひとみは、けれど無機質に乾いていた。唇を引き結び、眉まゆ尻じりを下げている。文七の手は胸元のシャツを握にぎり、微かすかに震えていた。

　――私、バカだ。

　柚子は文七の手を取った。え、と驚かれるのを無視し、そのまま舞台袖そでの奥に引っ張っていった。何も照明のない、薄暗い隅っこまで連れて行く。他ほかのクラスメイトたちはちらちらとこちらを振り返っていたが、劇の方が気になるのか近寄って来る人はいなかった。

「ど、どうしたの滝たき本もとさん」

　柚子は首を振った。「下の名前で呼んでください」

「あ、そ、そうだったね。ゆうこ、ちゃん」

「……ゆず、です。他の誰もが私のことを『ゆうこ』と呼んでも、先輩だけは『ゆず』って呼んでくれました。だから――ゆず、って呼んでください」

　先輩は『ゆうこ』の名前の意味を知っていたから。

　だから自分を呼ぶときは『ゆず』と、呼び分けてくれた。

「……」

　けれど文七は名前を呼ばなかった。悲しそうな顔をして口を噤つぐむ。それを見て柚子はやっぱりと思った。やっぱり――先輩は心細くなってるんだ。

　たくさんの後輩。彼らは皆、親しげに話しかけてくる。

　なのに自分だけが知らない。記憶にない。記憶喪失がだんだんと実感されていく。

　その事実を、恐れない人が何ど処こにいる？

「ごめんなさい……」

「……え」

「私、先輩を徒いたずらに傷つけてました……」

　自分が記憶喪失だということを実感し、気楽に構えていられる人がどれだけいるだろうか。柚ゆ子ずは藤ふじ森もり文ぶん七しちという人間を見誤っていた。いつも他人を気遣って笑いを振りまく、とても優しくて強い人。そう、思っていた。

　――でも、それだけじゃない。

　気遣えるから、気が付くことができるから、それだけ繊細なのだ。傷つくことだって当たり前にある。なのに自分は「早く思い出せ」とばかりせっついて、文七自身の心を気遣うことはしなかった。

「ごめんなさい……」

　私、何も変わっていない――。柚子は最低な気分で思い知る。夏休み、屋上で文七と出会ったときも自分は自分のことしか考えていなかった。それから変わろうと決意したのに――何も変わっていない。変われていない。

「ごめんなさい。もう急せかしたりなんて、しません」

　泣きそうになって、それを隠すために柚子は頭を下げた。

　――もっと人の気持ちをわかる人になりたい。

　もっと思いやりのある、強い人に。

　すごく、なりたい。

「……あの、ゆずちゃん」

《名前》を呼ばれ、柚子は恐る恐る顔を上げた。そして――ぱちくりと瞬まばたいた。

　予期もせず、そこにあったのは文七の惚ほうけたような顔だった。熱でもあるように、何な故ぜか頬ほおが赤い。

「先輩？」

「あ、うん。その」文七はしどろもどろ、訊たずねてきた。「ど、どうだったんだろう？」

「え？」

「だ、だからさ……俺おれたちって、本当はどんな関係だったのかな」

　え、と柚子の喉のどからかすれた声が出た。文七の顔はどんどん赤くなっていく。

「ほ、本当にただの先輩後輩だったのかな？　あ、いやいやいや！　俺のカンチガイだったら申し訳ないんだけど！　な、なんかそれだけの関係には、なんとなく、思えないんだ。もっと、ふ、深い」

「……どうしてそう思うんですか？」

　ごくり、と生なま唾つばを飲み込む音を聞いたような気がした。それが文七の喉の音なのか、柚子の喉の音なのか、はたまた両者のものなのかは――わからなかった。

「すげえ、嬉うれしいんだ」

　柚ゆ子ずの思考は停止していた。

「記憶喪失なんてぶっ飛んだことを、それでも信じてくれて、そのために頑張ってくれて、今もものすごく気を遣ってくれて……なんか、嬉しいんだ」

　文ぶん七しちがぼりぼりと頭を掻かきながらうつむいている。耳まで赤くして、とても恥ずかしそうに足元を見つめている。

「ホントに、俺おれたちってただの先輩後輩だったのか……？」

　柚子は呆ぼう然ぜんとしていた。

「……はい」動けなくなっていた。「ただの、先輩後輩でした。友達、みたいな」

　ただの先輩後輩。友達みたいに親しかった。それだけ。

「あ、そ、そか。ごめん、思い上がりだった。あ、う、引いた？　ひょっとして引いてる？　うぉっ、今のナシ、ナシにしてくれ！」

　それだけだったけど。

「それだけじゃなかった……私は」

「へ」

　きょとんと言葉を切る文七。柚子はそんな彼の顔から目が離せなくなっていた。

　それを望んだことがないわけではなかった。そうなれたらいいな、と寝る前にふと思うことなんてたくさんあった。でもすぐに大それたことだと思った。これ以上を求めるなんて欲張りだと思った。何より普通に先輩に構ってもらえる今の関係が楽しくて、壊したくなくて、失うことが怖くて、今以上の関係なんて望まないように心を抑え付けていた。

　でも、やっぱり無理だ。

　――ほしい。

　私は、

　――この人がほしいよ。

「私、は」

　体育館を拍手の音が満たして、ふたりははっとなった。慌てて振り返ると劇が終わったらしく、役者や監督たちが簡単な舞台挨あい拶さつをしていた。

「お、終わったみたいですね」

「う、うん。それより今、何か」

「あ、か、片付けを手伝わなくちゃ！」

　逃げるように柚子は駆け出した。遅れて足音がついてくる。

　ほとんど前傾姿勢で走りながら、柚子は決意していた。

　――絶対、記憶を取り戻してやる。

　そうでなきゃ踏み出せない。今言うのは卑ひ怯きようだ。

　すべて思い出してもらって、それから改めて向き合おう。それがベストの状態。

　そのとき、この気持ちを告げよう。

　もしかしたらそれきり先輩とは普通に話せなくなるかもしれない、けど。

「もう――止まれないんです」

　だから意地でも彼の記憶を取り戻す。



　　　



　一方、１－｜Ａの喫茶店は相変わらずに繁盛していた。

「ブレンド２、紅茶１お願いしまーす！」

「調理班にメールして！　大至急クッキーを大量製作されたし！　２－｜Ｄからの予約！」

「うわ、コーヒー足りなくね？」

「買い出し組行かせて。他ほかに足りないものはある？」

「おい食器早く洗って来てくれ！」

「スコーンお持ちしましたー！　え、違う？　し、失礼しましたー！」

　教室の狭い調理スペースは忙しく働く生徒たちで混雑している。そんな中、全体の指揮を務めているのは露つゆ草くさだった。

「ブレンド２、紅茶１、できたわ」「２－｜Ｄに具体的な量を確認して。指定してもらわないと注文は受け付けない」「買い出し組は足りないもの、足りなくなりそうなものをリストアップして。ちゃんと実習室の調理班のところにも確認を忘れないこと」「どうしても食器が足りなくなったら紙コップとかでフォローして。洗い物より接客と調理を優先」「申し訳ありません、すぐにお取り換えいたします。お詫わびにこちらのクッキーをどうぞ――」

　いいよいいよと手を振る客に頭を下げながら、露草は教室の時計を確認した。

　――もう十一時を越えている。

　体育館ではウチのクラスの演劇が終わり、次の催しの準備をしているところだろうか。

　そろそろ自分も準備に入らなければ――

「もしもしよろしいでしょうか」

　ふとかけられた声に、露草は接客スマイル――満面の笑み、というよりは唇の端を緩く上げる微笑のようなものだが――で振り返り、

　そして、凍りついた。

「ひとつお聞きしてもよろしいでしょうか？」

　そこに立っていたのはスーツの女だった。鋭利な楕だ円えんを描く眼鏡めがねにおかっぱ頭。ぴんと伸ばされた背筋――

「や」

　言いかけた声は、強引に飲み込んだ。違う。こいつは『槍やりヶが岳たけ』ではない。

「……嫌ィヤ、ですか？」

「あ、嫌じゃないです。すみません」

　露つゆ草くさは慌てて手を振る。まずい。危うく口を滑らせるところだった。

　こいつは槍ヶ岳に似ているが、槍ヶ岳ではない。身長は彼女のそれに遠く及ばないし、とてもよく似たファッションをしているがそれはこいつが槍ヶ岳を模倣しているからに他ほかならない。噂うわさには聞いていた。

　先月ＯＴＶに中途入社したばかりの新人リポーター。入社当時から先輩である槍ヶ岳に懐なつき、そのスタイルや言動を真ま似ねることに全力を注ぐ。内世界内の番組でも彼女の振る舞いは第二の槍ヶ岳として有名である。何な故ぜそこまで槍ヶ岳を敬愛するのか、彼女自身の口からは明かされておらず、槍ヶ岳本人も時々「……ウザ」という顔を番組中にしている。

　彼女の名前は――越えち後ご屋や。

「失礼いたしました。何の御用でしょうか？」

　落ち着け。焦るな。

　微笑ほほえみながら、露草は内心で言い聞かせる。大丈夫、この女は自分のことを知らないはず。焦る必要はない。

「藤ふじ森もり文ぶん七しちという生徒を捜しているのですが、こちらには来てませんでしょうか」

　ターゲットの名前に背中に冷や汗をかく。その必要はないのだが。

　露草は微笑を保ち続けた。「文ぶんさんですか？　今朝から見えてませんけど……あ、もしかしたらゆうこと一緒にいるのかもしれません」

「ゆうこ？」

「ウチのクラスの女の子です。体育館でウチのクラスの劇をやってますから、文さんはゆうこと一緒にそちらに行っているかもしれません」

「なるほど。……手間が省けましたね」

　頷うなずき、簡単な礼を述べて越後屋は背中を向けた。

　その背中に、露草は舌打ちをしそうになった。

　――どうしてこいつがここにいるのよ。

　今現在、世界間を渡るルートは封鎖されているはずだ。ということはそれより前にこの女はこちらにやって来ていたということだ。主犯格である槍ヶ岳は拘こう束そくした、という報しらせは受けていたが――取り逃しがあったらしい。

　仕事を増やさないでほしいわね。越後屋が完全に教室を出て行くのを見送ってから、露草は嘆息してエプロンを外した。近くにいたクラスメイトにそれを手渡す。

「ちょっと席を外すわ」

「え。――――えええ!?」

　そんな、困るっ、という顔をするクラスメイトに、露つゆ草くさは微笑ほほえみかけた。

「ごめんなさい。ちょっと野暮用があるの」

「そんな、でも……紫むらさきさんがいなかったら、ここは」

「私なんていなくてもここはしっかりと回るわよ」ぽん、とクラスメイトの肩を押す。「だからお願い。後でおごるから」

「……早く戻ってきてよ？」

　ありがとう、と残して、露草は足早に教室を出た。

　――嘘うそついてごめんなさい。

　でもどうせ、これから回す必要はなくなるから。



　　　



　目の前がバラ色だった。

「正に薔バ薇ラ薔バ薇ラ祭！」

「……何かおっしゃいましたか？」

「あ、いえいえ」

　葉は山やま光みつ利としは慌てて手を振るが、その表情は程よくニヤけていた。我慢しようと思ってもどうしても頬ほおは緩んでしまう。

　うつむきがちだった括くくるはそうですかと呟つぶやいてまた前を向いた。その横顔をこっそりと覗のぞき見て、葉山は万感の思いで頷うなずく。来てよかったなぁ。

　羽は原ばら羽ばね高校と百ゆ合り百ゆ合り学園が同日に学祭を行うということを知ったとき、葉山の決断は早かった。当然のごとく――学園を選んだ。

　――いや、ホラ、アレじゃん。ウチのクラスは三年生で自由参加だし、特に出し物もないし、自由に参加している生徒たちをわざわざ監督するのも微妙だしやぼだしお節介だし、地味にひとりで学祭を回るってのは結構ヒマだし、だったら無理して行く必要もないと思うし、むしろ有休をとって日々の疲れを癒いやすのはグッドアイディアだと思うし、そしたらたまたま同日に学園が学祭をやるっていうし、ドライブがてら羽を伸ばしに行くのはアリだし……アリだし！

　ここに来ても有休届けを提出したときの教頭の顔と小言は記憶にへばりついて離れないのだが、その分を差し引いても余るほどの釣りを得られたと――得られていると思う。今この瞬間にも、連続的に、継続的に。

　目的地である高等部学生会館を遠目に捉とらえながら、葉山は隣を歩く括に言った。

「括先生は国語の先生なのですね」

「……何な故ぜそんなにお詳しいのですか」

「難しいことはありません。交流会にはたくさんの先生が参加なさっていたのに、参加なされていない先生がひとりだけいた。だから気になって話を聞いていただけです」

　それは本当のことだった。結局交流会は和わ気き藹あい々あいとした親しん睦ぼく会のようなものに終始し今後に発展するものは何もなかったが――同僚の教師の口から語られた新しん城じよう括くくるという人物に、葉は山やまはちょっとした興味を覚えていた。

　実際、今日ここに来たのだって――

「あまり良い話ではなかったでしょうね」

　不意に、括が言った。

「？　どうしてそう思うんですか」

「……わたくしは嫌われていますから」

　その印象は確かに拭ぬぐえなかった。嫌うとまではいかないまでも、括の同僚の教師は「あの人は堅すぎて……」と苦笑し遠ざけるような口ぶりだった。

「…………」

「…………」

　足音は落ち葉を踏みしめることでかさかさという音に変換される。緩く冷たい風が吹いて首をすくめた。マフラーくらいは持って来ればよかっただろうか。

　ふと、葉山は思った。だから素直にそれを口にした。

「今はどうなのです？」

　括は眉まゆをひそめてこちらを振り仰ぐ。

「俺おれがあなたの話を聞いたのは二月です。それから半年以上が経過してます。今も――同じなのですか」

　同僚の教師が話していたように、括は今も疎まれているのか。

「……同じです。変わっていません」括は目を伏せ、「わたくしは頑固ですから」

「じゃああなたの心構えは？」

「え……」

　葉山は首を傾かしげながら訊たずねた。

「少なくとも俺の目には、あなたはそんな状況を芳しく思っていないように見えます。二月にあなたの話を聞いたときには、もっと堅い印象を持ちましたよ。それでも構わない、知ったことか、みたいな感じに。でも今、括先生は――違うでしょう？」

　疎まれていることを、憂いている。

「それは大きな進歩じゃないですか？」

　括は目を見開いて葉山を見つめていた。

　少しその瞳ひとみが湿っているように見えたのは、葉山の自うぬ惚ぼれだろうか。

「私は、変われるでしょうか」

「努力すれば、必ず」

「……どうして」か細く、括くくるは問うてきた。「どうしてわたくしに声をかけたのですか？」

　その問いに脳裏を過よぎるのは、ある生徒の声。

『ナンパの仕方？　ま、マジかよセンセー、生徒にそれを聞くのかよ……わかった、わかったよ。センセーも必死なんだな？　俺おれ、何も聞かずに言うよ。――見つめるんだ。じっと、じっと見つめるんだ。これだけでいい。でもこれが難しい。一歩間違えれば通報されるから。でも成功すればイチコロさ。なんだかわかんないけど女の子はコロッといっちまう。戦績〇勝の藤ふじ森もり文ぶん七しちが言うんだから間違いない――ッ！』

　すがるような思いでそれを実践した。気が付いたら実践していた。

　学園のバス道を、ゆっくりと景色を見ながら歩いていたら、彼女が目に止まったのだ。オープンカフェの一席で、ひとり憂いを帯びた横顔。遠巻きに立ち尽くした葉は山やまは、すぐにカフェの店員に訊たずねて彼女の名前を知った。

　そして声をかけた――

「……」

　そのときの自分の心境を、葉山はよく覚えていない。ただ心の中で「行け！　行け！行かないと後悔する！」という声が響き渡っていたことだけは覚えている。自分はその声に従っただけだった。

　従った今、自分は、

「なんか楽しくありません？」

　括の喉のどからかすれた声が漏れた。言葉にならない、驚きを表現した単音。

　葉山は自分の言葉に頷うなずいた。うん、俺は間違っていない。

「俺、今かなり楽しいです。答えになってますか？」

　括はじっとその言葉を噛かみ締しめるように沈黙し、やがて小さく苦笑した。くすりと、仕方ないですねと言いたげに。

「はい。恐らく……なってます。答えに」

　ふたりは微笑ほほえみあった。

　――ひゃあああすげー楽しい！

　葉山が心の中で歓喜の雄お叫たけびをあげたとき、

「――――ぶべっ」

　唐突に真横から殴打された。

　え、と括の顔が凍りつくのを視界の端に捉とらえながら、葉山は左肩から地面に叩たたきつけられた。悲鳴をあげる暇もない。続いて頭を何かとてつもなく硬い物で押さえつけられ、側頭部を地面に打ちつけた。

「――――っ」

　視界が白に染まる。意識を一瞬失った。

　が、上から降ってきた声が葉は山やまを蘇そ生せいさせた。

「あなた、反対派の人間ね？」

　問いの意味はわからなかった。葉山は側頭部を地面にめり込ませながらじたばたともがく。こめかみが痛い。視線を動かすと、ハイヒールの尖とがったあの痛い部分で足あし蹴げにされているのがわかった。マジかよ俺おれはそんな趣味ないぞ。

「あ、あううう」

「暴れるんじゃないわよ。素直に言葉で、イエスかノーで答えなさい。――あなたは反対派の人間？」

「うう……な、何だそれ!?」葉山は土を食いながら叫んだ。「意味わからんというかむしろあんたの暴力に反対派だよ俺は！　あー、もう、いい雰囲気だったのにぶち壊しやがって誰だれだよお前は!?」

「……大おお目め玉だま、さんですね？」

　括くくるの声がした。

「括先生、この女を知ってるのですか!?」

「え、ええ……三月のとある一件で、お会いしたことがあって」

「そう。新しん城じよう括はこの私、大目玉に直接の面識がある」大目玉と名乗る女は、ぐりぐりとヒールで葉山のこめかみをえぐりながら言った。「だから新城括は反対派の中でもターゲットの優先順位が高い。五十嵐いがらし鉄てつ平ぺいたちに遠く及ばないにしても、ね。……そこで問うわ。県立羽は原ばら羽ばね高等学校教師、葉山光みつ利とし。あなたは何な故ぜ、母校で学祭が行われているにもかかわらずこのようなところにいるの？」

　なんで俺の名前を知ってるんだとは思ったが、葉山は答えた。

「有休とったんだよ！　悪いか！」

「嘘うそね。強引なこじつけにしか思えないわ。大方反対派側にいる『第二世界』の生命体が擬態しているんでしょう？　何故その姿なのかはイマイチわからないけれど」

「何言ってんのかわかんねー！　電波だぁぁぁあああ!!」

　吼ほえる葉山の耳に、イラ立ったような吐息が聞こえた。

「素直じゃないわね。――なら、意地でも吐かせてみせるわ」

　ひいいと葉山が悲鳴をあげたとき、なまなまっ！という奇妙な声がした。

　するとどうしたことか、頭上からの強烈な殺気がぴたりと止まった。

「……え？　違うの？」きょとんとした大目玉の声。「小こ目め玉だま、あなたにはわかるの？　これは擬態じゃないって。……そう、あなたが言うのなら本当かもしれない」

　こめかみからヒールが退どけられると、葉山はがばりと上体を起こした。括が慌てて背中に手を添えようとするのを横目で見つつ、目の前の黒ずくめの女――大目玉に抗議の声をあげた。「一体何しやがるっ！」

「ごめんなさい。人違いだったわ」

「謝って済むかっ！」

　怒鳴ってから、ふと葉は山やまは気付いた。

　自分の足元にいる物体に。

「……な、何だこれ」

　それは猫のぬいぐるみだった。

　猫のぬいぐるみが後ろの二本脚で直立し、なまなまと鳴きながら「まあ許してやってくれよ」と言いたげにこちらの脚を前脚（腕？）でぽんぽんと叩たたいていた。

「その子に感謝することね」大おお目め玉だまが言った。「小こ目め玉だまがあなたの身の潔白を証明してくれたわ。――野生の勘で」

「どこが野生なんだ……ッ」

　先ほどから自分の理解を超えたことが起こっている。葉山は半ば錯乱していた。

　そんなよくわからない状況の中で、

「あ、あの！」

　と横から声がした。



    

  
    
      



    

  
    
      　三人と一匹が一斉に振り返ると、その先にいた女子生徒がびくっと後ずさった。学園の制服を着、背中には天使の羽のオブジェを付けている。頭頂部には天使のわっかが揺れていて、なかなか思い切ったファッションだと葉は山やまは感想を抱いた。

　括くくるが立ち上がった。

「あなたは、さっきの」

「あ、さ、先ほどはすみませんでしたー！」

　がばりとその女子は頭を下げた。括がさらに何か言おうとして、しかし葉山の方をちらりと見て口を噤つぐんだ。おほん、と咳せきをひとつして、

「……名前は聞きません。これからは安全運転を心がけるんですよ？」

　ぶんぶんと縦に首を振り、女子はほっとしたように吐息をもらした。

「で、何か御用かしら。こちらは取り込み中なのですが」

　葉山としてはとっとと放棄してしまいたい取り込み中だ。

「はい、えと、新しん城じよう先生に」

「わたくしに？」

　女子生徒は胸に抱えていた小箱を括に差し出した。

「これは？」

「新城先生宛あてのプレゼントです。ぼくのクラスは花キューピットっていう配達の仕事をやっているんですけど、それで新城先生に届けてほしいっていう依頼があって」

　まあ、と括は頬ほおを綻ほころばせて小箱を受け取った。

「誰だれからかしら」

「匿名でした」

　括には本当に覚えがないらしい。首を傾かしげながらも彼女は小箱のリボンを解き、そして、

「――――いけないッ！」

　黙って見ていた大おお目め玉だまが、はっとしたように動き出した。括の手の中の小箱に向かって、手を伸ばす。

　しかしそれより早く括の手は箱を開けていて、

「――――」

　反射的に葉山の手が動いていた。思考があっての行動ではない。危機感に歪ゆがむ大目玉の形相に、葉山の身体からだはいつの間にか突き動かされていた。

　下から振り上げた手が、小箱を括の手から真上に弾はじき飛ばす。

　小箱は空高く舞い上げられ、そこで。



　爆発した。



　鼓膜が音声を失い、視界は閃せん光こうに染められた。

　それでも葉は山やまは動いていた。括くくるの身体からだを抱き寄せ、かばうように組み伏せる。胸板を、括の熱い吐息が撫なぜた。

　爆発の余波はあっさりとしたものだった。強い風が葉山の背中に叩たたきつけられ、駆け抜ける。後には焦げ臭いニオイが嗅きゆう覚かくを刺激し、ざわめく声が鼓膜を震わせた。

　葉山はゆっくりと瞼まぶたを開く。目の前にあったのは括の後頭部と、混乱した表情でうつ伏せに横たわる猫のぬいぐるみの姿だった。

「な、何ですか、今の……？」

　天使に仮装した女子生徒が、青い顔で尻しり餅もちをついていた。

　同じ疑問を抱いた葉山は、しかし口には出さず、括を助け起こしながら大おお目め玉だまを振り仰いだ。

　大目玉は唇を噛かんで小箱の爆発した虚こ空くうを見つめていた。

「なめたマネ、してくれるじゃない……ッ」

　そのとき、遠く、さざなみのような手を叩く音が聞こえてきた。

　大目玉がはっとその方角を振り返る。

　視線の先にあるのは――バス道の向こう、木々に囲まれた高等部学生会館のシルエット。

　葉山が時計を見れば、十一時半ジャスト。

　学園の琴部による演奏会が、

「始まったわね……！」



　　　



「始まっちゃったね」

　詰つめ草くさは囁ささやき微笑ほほえんだ。

　学生会館の裏に彼女はいた。

　外壁に背中を預け、眠るように閉じていた瞳ひとみを開く。そこは鬱うつ蒼そうと草木の生い茂る場所だった。道もなく除草もなされていない、自然の生えるままにされた場所。会館の正門、その真逆に位置する裏手だ。

　詰草は壁越しに手を叩く音を聞き。その振動を感じた。人々の拍手。

　それが始まりの合図。

「始まっちゃったよ」

　詰草が指を弾はじくと、その手の中で小さな閃せん光こうが走った。擦過音。ゆらゆらと頼りない火を灯ともす――マッチ棒ぼう。

「始めちゃうよ」

　惜しげもなく、詰草はマッチ棒を足元に投げ捨てた。

　草木生い茂る地面に。

　マッチはくさむらの上に落ち、受け皿となった葉をちりちりと焦がしていく。

「始めちゃうよ」

　詰つめ草くさは壁伝いに歩き出す。ぶらりと下げた右腕、その手の中では擦過音が続き、手品のように次々と火のついたマッチを落としていく。

「♪」

　鼻歌を歌う。コートの前を開く。左手を入れて取り出すのは小サイズの金属バット。

　肩に担かつぎ上げる。

　右手は相変わらず火を放ち続けている。

「始めるよ！」



　　　



　十分ほど前――



　保健室は無人だった。

「くそっ！」

　毒づき、鉄てつ平ぺいは廊下に戻って考える。

　どうする？　ひとまず体育館で越えち後ご屋やと合流するか、単独でゆかりを捜すか――。

　携帯電話を見つめる。アドレスやメールが全消去されていたのは、これも内界人の手によるものだろう。記憶の取っ掛かりになるものをすべて削除する。おかげでゆかりに連絡を取ることもできない。何ど処こかにゆかりの電話番号を知っているクラスメイトはいないだろうか？

　廊下のスピーカーから、ピンポンパンポーンと校内放送を告げる音楽が鳴った。

『あと十分ほどで、体育館にて私立百ゆ合り百ゆ合り学園琴部による演奏会、生中継スクリーン放送を行いますー！　前回の交流会に参加された方はもちろんのこと、興味のある方もどしどし観みに来てくださいー。素敵な時間をプレゼントいたしますー！』

「余計だよそれは！」

　鉄平は駆け出した。

　――まだ、あと十分ある。

　ぎりぎりの時間までゆかりを捜すんだ。



　板張りの体育館は今、すべての窓に暗幕を張られ煌こう々こうと照明が焚たかれていた。全景が見渡せる。ステージ前には体育館の三分の一を覆うほどのゴザが幾つも広げられ、その後方にパイプ椅い子すが並べられている。ステージ上では巨大なスクリーンが下ろされているところで、その前では学祭実行委員が三人がかりでプロジェクターをセッティングしていた。

　ゴザとパイプ椅子の客席には早くも生徒たちや一般の人々が集まりつつあった。このペースでいけば席が埋まるのはあっという間のことだろう。もしかしたら中に入れず体育館の外で音声だけを鑑賞する羽目になる者も出てくるかもしれない。

　越えち後ご屋やは体育館をざっと見渡して五十嵐いがらし鉄てつ平ぺい、藤ふじ森もり文ぶん七しちの両者の不在を確認する。この状況で舞台裏にいる確率は低いだろうから――と、そこまで考えてはたと気付いた。

　体育館の入り口、自分のすぐ隣に。

「……あらあら」

　古こ都とゆかりが立っていた。

　ゆかりはぼうっとした眼まな差ざしでステージの方を見つめていた。扉の横の壁にもたれるように背中を預け、両手は不安げにスカートの端を掴つかんでいる。瞳ひとみには力がなく、何ど処こか茫ぼう然ぜんとした空気が漂っていた。

　――喪失感、ですね。

　越後屋は現在のゆかりの状態をそう判断した。記憶を《封印》された者は、誰だれもが初期の段階に喪失感に襲われる。文字通り何かを失ったような感覚、それに囚とらわれて軽いショック症状に陥る。今のゆかりがその状態だと言っていいだろう。

　目的の藤森文七は見つからず、五十嵐鉄平もまだ現れてはいないが――きっとゆかりを捜しているのだろう――、重要人物のひとりは目の前にいる。越後屋はそっとゆかりの手に触れた。

「もしもし」

「……え」何処か色の足りない視線が、びくっと越後屋に向けられる。「……何でしょうか？」

「アナタにお話があります」

　ゆかりは胸の前のリボンを掴み、肩を小さくした。何かしら警戒心を抱かれたようだ。

「な、何ですか……？」

「私はＯＴＶの新人リポーター、越後屋デス」

「……？」

　ゆかりは眉み間けんに皺しわを寄せた。

　五十嵐鉄平の場合、操作済みの記憶の中にある情報、それに関かかわる単語を耳にしたときには明らかな反応を示していたが、ゆかりの場合はそうではないらしい。これには個体差もあるので不思議なことではない。

　越後屋は辺りを見回し、ここが不適当な場所であることを把握した。できれば人目のつかないところでゆかりの口内に手を突っ込みたい、もといゆかりの粘膜に触れたい――もとい記憶の《封印》を解除したい。

「私はあなたの喪失感の正体を知っています」

　実感だけはあったらしく、ゆかりは目を見開いた。「どうして」

「そして私はその失ったものを取り戻すこともできる」

　目が冴さえたらしく、ゆかりはこちらを睨ねめつけるように見下ろしてきた（越えち後ご屋やにとっては非常に不愉快な構図だが）。その瞳ひとみに今までのような心こころ許もとなさはない。

　真実を求める眼まな差ざし。

「……話を、聞かせてください」

　頷うなずき、越後屋は背中を向けた。

　体育館には校舎に直結した入り口の他ほかに、二箇か所しよの出入り口を有している。前者を東側に配し、後者はそれぞれ北側と南側に、向かい合うようにガラス戸がある。一方はグラウンドに通じ、もう一方は校舎裏に通じる。越後屋はその校舎裏に通じるガラス戸を開けて外に出た。薄いスリッパ越しに硬い土の地面の感触を得る。

「……」

　古こ都とゆかりは上履きのまま外に出るのに抵抗があったようだが、越後屋がスリッパのままづかづかと進むのを見て思い切って踏み出した。小さな砂すな埃ぼこりが白い上履きの表面を汚す。

　越後屋を先頭に、ふたりは校舎をぐるりと回るように人のいないところを求めて歩いた。体育館のすぐ外には何やら木板やトンカチで作業している生徒たちがいたので、その死角になりそうなところを探す。都合良く体育用具のしまわれたプレハブを見つけたのでその裏に回った。これで誰だれにも見み咎とがめられず話ができる。

　……そしてそれは、《誰にも目撃されることなく》と同義。

「それでは――」

　ゆかりを振り返ろうとした越後屋は、後頭部に強い衝撃を覚えた。鈍い音と共に視界が真下に落ち、身体からだを支えていた両脚が力を失って折れた。落下に任せて膝ひざ頭がしらが地面に衝突する。

　頭のてっぺんから上半身、下半身へと痺しびれるような感覚が走り、けれどそれに抗あらがいながら越後屋は顔を上げた。頭部への衝撃が残っているのか、脳のう震しん盪とうに似た感覚がある。

「――――」

　古都ゆかりが、冷たい眼めでこちらを見下ろしていた。

　彼女が、全身を回転させるように踏み込み、越後屋のこめかみに拳げん骨こつを食らわせた。その細い手からは想像もつかないような強力な殴打。越後屋の軽過ぎる身体は容易たやすく吹き飛びその先のプレハブの壁に叩たたきつけられた。

「ッ、は」

　呼吸停止。越後屋はたった二撃で気を失いそうになっている自分に――相手の腕力に愕がく然ぜんとした。

　にじむ視界の中、それでも端に《敵》の顔を捉とらえる。

　それは古こ都とゆかりではなく、

　別の少女の顔に変わっていた。

「ぎ、たい」

　呟つぶやいた越えち後ご屋やの顔面に拳こぶしが刺さる。後頭部がプレハブの壁にぶち当たり、プレハブ自体を歪ゆがみ、傾けさせる。

「ぁ――」

　顔面から拳が抜かれたが、越後屋の目は何も見えていなかった。白目を剥むき、鼻血を噴き、力なくうめき、それでも意識だけは保っていた。

　辛かろうじて、越後屋の脳がある感覚を拾う。

　――ちの、あじがする。

　爆発的な拳打が、再度越後屋の顔面に突き刺さった。



「……ふぅ」

　軽く吐息をつき、露つゆ草くさは血に塗れた拳をハンカチで拭ぬぐった。

　その足元には赤スーツの女がうつ伏せに倒れていた。ぴくりとも動く気配はない。

「殺されないだけ感謝しなさい」

　吐き捨て、露草は胸ポケットから携帯電話を取り出した。二十近くのダイヤルを二秒足らずで押し最後に通話ボタンをプッシュする。呼び出し音が鳴り始めるが、露草はそれを耳に当てず地面に放り捨てた。

　土の地面で跳ねた電話は相変わらず呼び出し音を続け、やがて途切れる。

　そして。

『――――――――信号を受信しました。十分後に起動します』

　そんな機械的な音声を最後に、沈黙した。

　露草の上履きが役目を終えた携帯電話を踏み潰つぶした。文字通り、粉々に。

「さあ、終わりにしましょう」

　露草はプレハブの陰から出で、視界をふさぐ体育館を仰ぎ見る。

「祭りを終わりにしましょう――」



    

  
    
      


【第４話・パニック上等！】



りんどう／「正義」



　そこは眩まばゆい光で照らし出されていた。

　百ゆ合り百ゆ合り学園、学生会館の最奥にしてその大部分の空間を占有する――コンサート会場。

　ゴザや立奏台、二十数張ちように及ぶ箏ことが並べられたステージを眼下に置き、客席はそれを取り巻くように囲んで放射状に展開し、階段のように幾いく重えにも連なり段状になっている。ステージを客席が半円状に囲み、俯ふ瞰かんしている――という会場だった。

　照明は絞られ、ステージにだけ当てられている。それぞれの楽器にはすでに演奏者がスタンバイし、前列はゴザの上に正座し、後列は立奏台の前の椅い子すに腰掛けてそのときを待っていた。照明の当てられていない暗くら闇やみの部分には、千人近くの客が若干の緊張と多大な期待を込めて息を潜めている。主役の登場を待ち侘びている――

　と、不意に大きな拍手と歓声が発生した。

　ステージの舞台袖そでからひとりの少女が現れたのだ。

　白しら拍びよう子しの正装をまとった少女は、ゆったりとした足取りでステージの中央へとたどり着く。そこに彼女専用の箏がある。

　拍手は未いまだ続いている。



　――眩まぶしいな。

　ステージ中央で立ち止まった曜よう子こは、眼球に直撃する光に目を細めた。演奏が始まればある程度は落としてもらえるだろうから、今だけは我慢することにする。

　曜子は客席に向けて右方、前方、左方の三方向に黙礼を行った。拍手はさらに大きくなる。曜子が傍らのスタンドマイクに触れると拍手はふっと止やんだ。

「ごきげんようです。この度は私立百合百合学園祭《薔バ薇ラ薔バ薇ラ祭》並びに私立百合百合学園琴部の演奏会に、お忙しいところ足を運んでいただきありがとうございます。あたしは琴部部長の霧きり島しま曜子と申します」

　会場に曜子の声が響き渡る。だから曜子は、マイクがちょっと苦手だった。

「今回の薔薇薔薇祭は私立百合百合学園始まって以来、初の一般開放です。こうして見ても初顔の方が多いように思います。特に男性の方が」

　くすくすと笑う声が響く。

「この度の演奏は、県立羽は原ばら羽ばね高等学校でも中継されています。……なので、あたし、ちょっと緊張しています」

　嘘うそですー、という囁ささやきが近くの部員の口からもれる。曜よう子こはそちらを目配せで黙らせながら、再びマイクに向かう。

「でも後悔はさせません」

　拍手が起こる。期待に満ち溢あふれた陽気な叩たたき方。

「皆様、短い時間ではありますが存分に楽しんでいってください。この学園祭も、あたしたちの演奏も」

　拍手の中、曜子はスタンドの関節を捻ひねってマイクを遠ざける。照明の光量がゆっくりと落ちていく。

　曜子は浅い呼吸をし、己の楽器を見下ろした。

　十三弦の箏こと。調弦はリハのときに終わらせている。

　――涙の理由は、まだわからない。

　この胸を穿うがつ穴の意味も。

　――これを弾はじけばわかるのかな。

　一曲目は曜子自身が作曲した『光の中へ』。

　この曲を意識するだけで、その音の流れをイメージするだけで――胸を締しめ付けられたような気持ちになる。切なくて、苦しくて、でも絶対に手放したくない感覚。

　だったら、あたしはその感情を捕まえに行こう。それが今の自分にできること。

　曜子はステージを見渡し、部員にだけ聞こえる声で言った。

「さあ――音楽の時間です」

　音楽を楽しむことも、忘れちゃいけない。



　　　



　一方、羽は原ばら羽ばね高校。

　体育館へと至る廊下は、立ち並ぶ生徒と来客でごった返していた。

　列は少しずつにせよ前に進んでいたが、程なくして実行委員から規制の声があがった。メガホンを通した非常に聞き取りにくい声が行列の頭上を走る。

『申し訳ありませんがこれ以上は収容できません――』

「マジかよ!?」

　人波を「実行委員の者です、通してください！」と大嘘をこきながらかき分けていた鉄てつ平ぺいは、本物の実行委員の声に立ち止まった。周囲のひしめき合う生徒や来客からも「えー」という非難の声があがった。

『つきましては演奏だけでも校内放送を通して流します！　どうかご了承ください！』

　冗談じゃない。鉄てつ平ぺいは焦りに唇を噛かんだ。それでは間に合わない。それでは何か起こったときに対処できない。越えち後ご屋やや文ぶん七しちはすでに中にいるはずなのに。

　他ほかに体育館に潜り込める経路はないだろうか？　鉄平は散りつつある人垣から距離を置き、考える。体育館には校舎につながる入り口の他にも外から回って入る出入り口がある。しかし内側から施錠されていることは想像に難くないし、そこから入れたとしてもこの混雑ではまともに身動きできないだろう。

　体育館に潜り込めて、なおかつ中の様子を広く観察できるような経路は、あるだろうか。

　――ある、かも！

　閃ひらめいた考えに、鉄平は即座に行動を起こした。

　体育館に至る廊下を、逆走していった。



『ごきげんようです。この度は私立百ゆ合り百ゆ合り学園祭《薔バ薇ラ薔バ薇ラ祭》並びに私立百合百合学園琴部の演奏会に――』

　ステージを丸ごと覆うほどの平面スクリーンが、白しら拍びよう子し姿の女子の顔を映し出していた。

　体育館の人口密度はかなりのものだった。パイプ椅い子すの座席がすべて埋まっているのは当然のこととして、ステージ前に敷かれたゴザの上も観客が体を縮こめるように肩を押し合いへし合いしながら密集している。それ以外の空間はほとんど立ち見の客で埋められ、まともに身動きもできない状態だった。スクリーンに映像を映し出しているプロジェクターの周囲は実行委員が囲んで死守しているが、他はステージの段差に上半身を乗り上げている者、映像なんて見えもしないだろう体育館の隅っこに立ち尽くしている者、背中を押されてゴザの上に座る人の上に倒れる者――ひそひそ声とちょっとした悲鳴と学園生の映像に向けられた黄色い声。まるでライブハウスや満員電車のような盛況と混雑ぶりである。

　そのような密集地帯の中央に、ゆかりはいた。

「…………」

　見知った顔はちらほらと見受けられたが、ゆかりはひとりゴザの上で膝ひざを抱えていた。先ほどから背中や肩を押されたりしてとてつもなく狭苦しくて仕方ないのだが、ここまで混雑すると抜け出すことも身体からだをくつろげることもできない。

　――なんだか、ひとりぼっちみたい。

　そんな疎外感は、こうして膝を抱える前からあった。

　今朝涙を流しながら目覚めたときから今に至るまでずっと、この感覚がつきまとって離れない。ひとりには慣れていた。けれど最近まではひとりじゃなかった。けれど今はやっぱりひとりで、ひとりじゃない温ぬくもりを理不尽に奪われたような、ひとりにさせられてしまったような意味のわからない感覚におちいっている。

　――さび、しい。

　スクリーンにとある学園生の姿が映し出されてから、その孤立感はさらに増している。胸が締しめ付けられて仕方ない。でも依然として原因は知れず、ひとり体育座りで映像を見、音声を聞いている。

　何なのこれ。ゆかりは不意に泣きそうになって膝ひざに顔を埋めた。

　さびしいよ。くるしいよ。

　たすけてよ。

　救いの手は、まだない。

　むしろ――



　体育館のある一角で、ある少女が無表情に呟つぶやいた。

　誰だれにも届かない声で。

「――――十分経過」

　ちょうどそのとき、スクリーンの中で演奏が始まった。



　柚ゆ子ずと文ぶん七しちは体育館の舞台袖そでにいた。

　誘ったのは意外にも文七の方だった。無事１－｜Ａの劇が終え、その片付けと撤収も滞りなく済ませてから、さてどうしようかと考えていた柚子に文七が言ったのだ。

『なんかこれから演奏会の生中継とかあるらしいからさ、一緒に見ない？』

　彼なりに気を遣ったんだろうと、柚子は思う。

　文七の記憶は未いまだ戻る気配はなく、訊たずねてみても原因はさっぱりわからないらしい。柚子としては根気よく記憶を取り戻すつもりだったが、焦りがにじみ出てしまったのかもしれない――文七の方から明るく柚子を誘ってきた。彼はもしかしたら柚子に申し訳なく思っているのかもしれない。

　――上手に返事ができなかった私が悪い。

　それからステージの横、舞台裏でふたり肩を並べて演奏開始のときを待った。ぽつりぽつりと世間話程度には言葉をかわしたが、すぐに気まずくなって沈黙が降りた。互いに気遣う空気がよけいによそよそしさを感じさせ、上う手まく雰囲気をつなげない。

　――せっかく先輩と一緒の学祭なのに。

　柚子はため息を喉のど元もとで殺す。先ほど紡いだばかりの決意は、すでに萎んでしまっている。告白の意志はあるのに、その前提である『記憶を取り戻す』という問題に正直まいっていた。話すべきこと、自分と文七のつながり、伝えるべき情報は簡単にだがほとんど伝えた。これ以上何をしたらいいのかわからない。

　舞台袖の空間には自分たち以外に実行委員が控えているだけだった。位置的にスクリーンの真横なので映像は見えないが、中の人口密度を考えたらここにいて正解だったと思う。文ぶん七しちと実行委員が顔見知りだったのが効を奏した。

「……」

「……」

　さっきからぱたりと会話が止まっている。言葉を選んでいるような空気。

　とにかく何でもいいから話がしたい――柚ゆ子ずは切実に思う。何の気兼ねなくいつも通りに文七と話がしたい。涙が出るほど笑いたい。くだらない話題で盛り上がりたい。これでは知らない他人と接しているみたいで嫌だった。

　だから。

　だから演奏が始まったとき、柚子はすがるように隣の文七に話しかけた。

「始まりましたね――」

　返事は得られなかった。

　代わりに、何かが弾はじけるような音が連続で体育館中に響き渡った。



　　　



　体育館から逆走する鉄てつ平ぺいは、階段を見つけると三段飛ばしで上へと駆け上がった。

「――ごめん！」

　かする程度に肩をぶつけた女子に、振り返らずに謝罪する。小さな悲鳴と毒づきを背に、鉄平はさらに速度を上げた。階段の踊り場で軽く足を滑らせ、右肩からまともに壁に衝突する。舌打ちひとつ、痛みを無視して再び駆け出す。隣を駆け抜けて子供連れの主婦がびくりと仰のけ反ぞった。

『ごきげんようです。この度は私立百ゆ合り百ゆ合り学園祭《薔バ薇ラ薔バ薇ラ祭》並びに私立百合百合学園琴部の演奏会に――』

　校内放送が演奏会の音声を流している。これは多分、曜よう子この声だ。彼女も記憶の操作を受けているんだろうか？　その可能性は高い。あちらには大おお目め玉だまが行っているらしいがあいつで本当に大丈夫なんだろうか。激しく不安だ。そんな思いをよそに――走り続ける。

　やがて滑るように三階の廊下に飛び出し、止まることを知らず鉄平はタイルの床を蹴ける。

　そういえば、と鉄平は走りながら思った。

　――ぶっちゃけ今どれくらいヤバイのか、よくわかんねえんだよな。

　自分たちの記憶をいじった奴らがいる。命まで狙ねらわれていると槍やりヶが岳たけの代役に言われた。人の集まる体育館が狙われるかもとも言われた。だから自分はそこに向かっている。とりあえずはこんな感じだ。

　記憶の操作という点を除けば、残りはすべて聞かされたことに過ぎない。越えち後ご屋やの語った情報が真実だという証拠はないし、故ゆえに実感が足りない。本当にこれは――命に関かかわる事態なのか。

　――わからん！

　わからんけど、危機感だけはある。

　何かが起きている、起こっている、起ころうとしている気配。

　はっきりとした正体は掴つかめない。けれどきっと何かが始まるだろう確信は、あった。

　今までの経験が鉄てつ平ぺいにそう思わせているということもあるが。

　危機感の最大要因は、鉄平にもわかっていた。

　――――槍ヶ岳の不在。

　越えち後ご屋やの話が真実ならば、鉄平的にはシャレにならないが槍やりヶが岳たけ的にはシャレになる格好のネタだ。わかる。あいつならばこの状況すら楽しんでしまう。呼んでもいないのに首を突っ込んで状況をさらにかき回すに違いない。

　なのに、奴はいない。

　槍ヶ岳は――いない。

　それが不気味にしか思えなくて、だからこれは危機感を抱くに値する事実に思えた。

「だから――」

　――これくらいは許されるよなっ？

　廊下をまっしぐらに駆ける鉄平は、傾いた看板を修理していた男子生徒の手から――その背後をすれ違い様に彼の手からトンカチを引っこ抜いていった。

「え。――ちょっ!?」

　戸惑いの声は問答無用で無視。許せ。

　疾走する鉄平は程なくして廊下の最端の教室にたどり着く。戸の開け放された入り口をくぐるとそこは的当てや輪投げといったいかにも「クラスの意見がまとまらなかったので妥協してミニゲームにしました」というような脱力感の漂う二年生の教室で、祭りの陽気な空気から弾はじかれた生徒たちがだるそうにたむろっていた。彼らは皆、ものすごい勢いで飛び込んできた先輩に「……んあ？」と拍子抜けした声をあげるが鉄平は何の断りもなく教室の中央を走り抜け一番端の窓辺まで到達し窓を開け放ってそのまま外に飛び出した。

　悲鳴は――なかった。

　何な故ぜならたむろっていた彼らは知っていたから。

　そこに、屋根があることを。

　鉄平の感じた浮遊感はほんの一瞬。コンマ何秒の時間で教室の外、すぐ下の屋根に降り立ち、そこから再び走る。この屋根は。

　体育館の屋根。

　羽は原ばら羽ばね高校の校舎と体育館は、連絡通路などを挟まず直接つながっている。平面の屋根を校舎に食い込ませるように校舎三階分の体育館が隣接し、だから三階の端の教室から屋根伝いに体育館へと行くことができる。

　――んで、ここからどうやって中に入るかなんだけど。

　とうとう屋根の中央で立ち止まり、荒あらい息をつきながら鉄てつ平ぺいは思考した。無論、屋根から館内へと入ることのできる正規のルートなど存在しない。ここからの行動は思い切りと勇気と開き直りがモノを言う。できるか。やれるか。やっちまうのか。

　トンカチ片手に小さな迷いを抱いたとき。

　鉄平は確かに聞いた。

　連続する破裂音と、悲鳴。

　足元から――屋根の下から最悪の音声が膨れ上がるのを聞いた。

　その瞬間から思考は飛んだ。本能が鉄平を突き動かす。

　鉄平は屋根の端っこに向けて駆け出し、念仏のように呟つぶやく。

「やれやれやれやれやれやれやれやれ――――ビビるなよ俺おれェエッ!!」

　爪つま先さきから滑るように――屋根の外へと躍り出た。

　先ほどとは比較にならない浮遊感が全身を包み、落ちる――

「上等ォォォオオオオッッッ」

　――寸前で、屋根の縁に指を引っ掛けた。身体からだが『外』に放り出されるのを、五指がすっぽ抜けそうなほどの反動を片手の握力で耐える。奥歯を食いしばり、こっそり涙目で、遥はるか眼下の地面を見ないようにして。

『外』へと投げ出された鉄平の身体は、縁に引っ掛けた指を支点にやがて振り子のように逆方向に揺られて。

　体育館の側壁に――否。

　体育館の窓に、叩たたきつけられる――否、否。



　体育館の窓に、身体ごとトンカチを叩きつける――――!!



「――――ッ！」

　インパクトの瞬間、瞼まぶたは閉じている。ただし耳を塞ふさぐことは叶かなわずもろに鼓膜をガラスの砕くだける耳障りな音が貫いた。闇やみに閉ざされた視界の中で、鋭利な刃物にただただ全身が切り裂かれていく感覚を知る。無数に、徒いたずらに。

　縁にかけていた指は気付いたら外れていた。体育館への侵入と共に熱気と温風を肌に感じ、つい眼めを開いてしまう。スロー再生のようにガラスの破片の散らばった硬そうな落下点を目撃した。うわ痛そう。思うと同時に横面から床に叩きつけられていた。肩、腕、太ももの順に身体は着地し勢いを殺し切れず滑走する。床に散乱したガラスが生身の頬肉を削り切り刻む。

　ガラスの破片を下敷きにした人体滑走は、丸めた背中がまともに何かに衝突したおかげで終わりを告げた。

　――俺おれはもっと自分の身体からだを大切にした方がいいのかもしれない……。

　ぐったりと横たわったまま、鉄てつ平ぺいはそんなことを思った。

　体育館の上方の窓を叩たたき破って侵入した鉄平の身体は、キャットウォーク――体育館を俯ふ瞰かんすることのできる狭い通路の床に投げ出されそのフェンスに激突したのだった。

　ここならば館内の様子を隅々まで見下ろすことができる。

　至極当然のことだが深く考えての行動ではなかった。深く考えたら絶対にできない。

　――さあ、まだ序盤だぞ。

　全身が悲鳴をあげている。もう何が何やらわからない痛みでのたうち回ることすらできない。関節が悲鳴をあげて動くことを拒否している。

　けれど今ここで何かが起こっている。それだけは確かだから。

　だから立てよ五十嵐いがらしッ！

　自分で自分を叱しつ咤たし、鉄平は瞳ひとみを見開くと共に止めていた呼吸を再開した。

　そして、



「ごッ、――!?」



　ぼろぼろに涙を流して激しくむせた。

　目の前は白い煙で埋められ、それは流れ込むように口から喉のど、肺へと侵入してきた。すると胃の奥底から焼けるような感覚が込み上げ、そのまま鉄平は嘔おう吐とした。

　吐と瀉しや物が床にぶちまけられる。ガラスに切り裂かれる痛みとは別種の、身体の内側から腐敗を覚えるような苦痛が脳を犯す。

　鉄平はこの感覚を知っていた。というよりも覚えていた。

　武器として自分も使ったことがある。

　昨年のイヴ、テロリストに包囲されたときに。

　これは、

　――催涙性の白煙っ!?



　　　



　百ゆ合り百ゆ合り学園――



　異変に気付いたのは、客席の人々だった。

　最初にそれを感じた者は、隣の者に同意を求める。

「なんか――――ないか？」

　それは同意を得られ、少しずつ広がっていく。気付く者は徐々にその数を増し、演奏中にもかかわらず確認を求める声は大きく膨れ上がっていく。

　ステージ上の琴部部員たちはその雰囲気に戸惑い、やがて演奏を止やめてしまった。

「何が……」

　部員たちの中で最も早くそれに気付いたのは、曜よう子こだった。

　曜子は眉み間けんに皴を寄せ、呟つぶやいた。

「焦げ、臭い……？」



　会館のロビーに踏み込んだ時点で、あひるもその異変を察していた。

「あ、あのっ、お姉さん」

　言われるまでもなく黒ずくめの女は、あひる、葉は山やま、括くくるの三者を振り返った。

「新しん城じよう括くくる！」

　突然の名指しに括はびくんと肩をすくませる。

「大至急観客全員をこの建物から避難させなさい！」

「ぜ、全員？」

　括は眼めを丸くした。

　横で聞いていたあひるにもそれは無茶な要求に思われた。会館の会場には千人近くの人間を集客している。さらには会場以外にも食堂や貸し教室などにも人はいる。それをひとりで避難させるなんて――

　女は構わず葉山に視線を移す。睨にらまれただけで葉山は凍りついた。

「葉山光みつ利とし！　あなたは警察と消防署に通報、その後は出火場所を探ってでき得る限りの消火活動に当たりなさい！」

「え？　う？」

　前者はともかく後者の命令も無茶苦茶だった。素人に消火活動なんて――

「しっかりしなさい――あなたたちは教師なのでしょう!?」

　大おお目め玉だまの怒号がロビーをつんざいた。

「だったら自分たちの守るべき者を守りなさいッ!!」

　反響。

　受付に座っていた学園生が状況を測りかねた顔で瞬まばたいていた。

　あひるもつい、射すくめられたかのように動けずにいた。

　けれど括と葉山は違った。

　互いに顔を見合わせ、

　頷うなずき合い、

　そして駆け出した。

　括くくるは琴部と観客のいる会場へ。

　葉は山やまは携帯電話を取り出しつつロビーの片隅にあった消火栓の元へ。

　茫ぼう然ぜんとふたりの足取りを見ていたあひるは、はっと振り返った。黒ずくめの女がこちらを睨にらんでいる。

　なんだか怖い人。あひるは彼女にそんな第一印象を抱いていた。

　怒りに満ち溢あふれた眼まな差ざし。有無を言わさぬ声。張り詰めた背筋。足元になまなま鳴くヘンなぬいぐるみを従え、固く握にぎり拳こぶしを作っている。

　括に届けられた配達物が爆弾だと知れたとき、そのあまりの突飛さにあひるは何も思考できなかった。恐怖を覚えるのも忘れ、ただただ呆あつ気けに取られた。

　なのに、自分はここにいる。

　会館へと駆け出す黒ずくめの女の後を追って。怖い人について来た。

　何な故ぜ？

「この私が『誰だれかを守る』なんて馬ば鹿かげてると思うわ……よりにもよってこの私が……」

　私にはそんな資格なんてないのに。かすれた声で足して、けれど女は唸うなるように言った。

「でも、あのクソ女と約束したのよ……！」

　歯は軋ぎしりさえ聞こえそうな、怒りや屈辱、焦燥を含んだ声。



「だから――あいつのステージで、人死には決して出さない」



　あひるは何も事情を知らない。

　今何が起きているのか、この女が何者なのか、果たして自分がどんな危険に飛び込もうとしているのか――。

　しかしそれら諸もろ々もろの疑問よりも、最優先で知りたいと思うことがあった。

「お姉さんの名前を……教えてください」

「大おお目め玉だま」

　即答。あひるはその名前を心に刻みつけるように頷き返し、「ぼくの名前は」

「日向ひなたあひる」

　どうして。そんな疑問を口にすることは、ぶち壊しだと思った。

「霧きり島しま曜よう子この元へ案内しなさい。――彼女の命が狙ねらわれているわ」

　驚くが、すべての疑問は今は封じ込めることに決めた。

　行動せよ。

　あひるは走り出した。

　力強いハイヒールの音と、なまなまという鳴き声がついてきた。



　　　



　柚ゆ子ずには悲鳴しか聞こえなかった。

　嗚お咽えつ、嘔おう吐と音、号泣、咳せきと喘あえぎ。ただ苦痛のみを訴える音声。それがよけいに吐き気を促す。

　涙でモザイクのかかった視界には、霧よりも濃い、そして存在感のある白い帯が渦巻いていた。喉のどにへばりつき眼球を突き刺す煙がひたすらに身体からだを痛めつける。

　――痛くて、苦しい。

　神経はそれだけを脳に伝えて思考を霧散させた。何が、一体、どうなって。そんな当たり前の問いを考える余力もない。痛くて、苦しい。それしかなかった。肉体は弛し緩かんするだけ。

　――たすけて。

　横たわり身体を折る柚子は虚こ空くうに向かって手を伸ばした。助けなんかあるはずがない。きっと自分以外の誰だれもが同じ症状に陥っているだろうから。だからといって――柚子には保身以外のことを考えることなんてできなかった。

　――たす、

「け、て」

　助けなんてあるはずがない。

　なのに――その手を掴つかむ手があった。

　……え。

　疑問に思ったのも束の間、頭に何かを被かぶせられた。それは温ぬくもりのある繊維の感触。

「コンタクト……っ、はず、せ」

　耳元でそんな言葉を囁ささやかれた。無理……そんなことできない……。

「は、やくっ」

　意思に反して手が動いた。頭を被おおう布の中に右手を潜り込ませ、人差し指で瞳ひとみに触れようとする。安定さを欠いた指先が何度も瞼まぶたを叩たたいた。

「む、ひ……」

「――――」

　彼の声にならぬ声が、布越しに耳元で響いた。

　その瞬間だけ震えが止まった。

　――あ。

　取れた。

　すると完全ではないにしろ、片目だけでもずいぶんと痛みが和らいだ。急せかされるように人差し指にこびりついたコンタクトを親指で弾はじき、指先をもう片方の目に近付ける。こちらもあっさりと外れた。

「とれ、」咳せき音をひとつ挟み、柚ゆ子ずは言葉にした。「ました……！」

　涙まみれの瞳ひとみは、けれど先刻よりも痛みが減っている。そのおかげか柚子にも考えるだけの余裕が生まれた。たったひとつの理解。鼻をくすぐる温ぬくもりの正体。

　――先輩の、匂におい。

　柚子は気を失った。



『移住プログラム』により外世界へと移り住み羽は原ばら羽ばね高校に編入してきた露つゆ草くさは、ずっと準備を続けてきた。

　体育館の全域に渡るように仕掛けた、催涙性の煙幕。特定の信号を得ることにより自動放射を行う。そう設定された装置を館内の至るところにひとつずつ順々に仕掛けておく――これが露草の準備だった。

　――詰つめ草くさは爆弾にしろとうるさかったけれど。

　露草としては可能な限り被害は最小限に留とどめておきたかった。

　催涙性の煙幕、と言っても後遺症は残らない軽度の物を使用している。水で洗えば落ちる。運良くコンタクトをしていた者はその表面にガス成分が付着しているだけなので、コンタクトを外すだけでより症状が軽く済む。

　上の人間は生なま温ぬるいと言って認めなかったが、露草は自分の考えを通した。外からは《過激派》と揶や揄ゆして呼ばれる自分たち組織の方針は、有り体に言えば「内界人に多少なりとも関かかわった外界人はすべて殺す」というものだ。未来に予想され得るあらゆる危険性を取り払う。そんな組織に所属する露草は、けれどその極端な考えに賛同できない。

　要は大きく関わっているものだけを処分すればいい。露草はそう思う。優先順位の上位に位置する者たちを排除すれば、それで事足りる。わざわざ殺さつ戮りくまですることはない。優先度の下位の外界人は《穏おん便びん派》の記憶操作に任せればいいのだ。

　――もっとも、詰草はかなり組織の考えに毒されているけれど。

　とにかくここ羽原羽高校における露草の標的は、かなり絞られている。

　五十嵐いがらし鉄てつ平ぺい、古こ都とゆかり、そして――

「藤ふじ森もり文ぶん七しち」

　発した彼女の声は、しかしくぐもったような声だった。

　それもそのはず――露草はガスマスクを被かぶっていた。セーラー服にガスマスクという格好は、周囲でのたうつ人々が見ていればかなり異様な光景だっただろう。

　露草の目の前には、彼女が名指した本人がいた。

　藤ふじ森もり文ぶん七しちという少年。

「…………」

　彼は床にひざまずき、肘をつき、激しく咳せき込んでいた。肌には脂あぶら汗あせがにじみ唇からは一筋の血が垂れ、双そう眸ぼうは赤く充血し血管が浮き上がっている。――なのに。

「……大したものね」

　藤森文七は、その瞳ひとみで露つゆ草くさを睨にらみ上げていた。唇を噛かみ切ることで正気を保ち――そしてその身体からだの下に誰だれか少女をかばい、彼女の頭には自分の上着を被かぶせていた。

　この地獄絵図のように人々がもだえ苦しむ空間の中で、彼だけがたったひとりの少女を守り、闘う意志を見せていた。

「とても信じられないわ。この煙幕の充満する空間でまともな意識があるなんて」

「ない……か、じん」

　ぼそりとこぼれた一言。ガスマスクの奥で露草の瞳が見開いた。

「あなた、記憶が操作されているんじゃ……っ？」

　文七は答えない。それ以上の言葉は持たず、露草を凝視し続ける。

《穏おん便びん派》たちから流れた情報によれば、前日に五十嵐いがらし鉄てつ平ぺい、藤森文七、古こ都とゆかり、霧きり島しま曜よう子この四名の記憶の操作は完了しているはずだった。

　――記憶を取り戻したと言うの？　この土ど壇たん場ばで。



    

  
    
      



    

  
    
      　しかも何の情報も与えられていないはずなのに、彼は異世界人の存在を口にした。推測に過ぎないだろうが。

　露つゆ草くさは目を細めた。

「やはり危険だわ……あなたたち」

　不可能を可能にする者たち。

　このままにするのは、危険過ぎる。

「許してとは言わない。私を、紫むらさき露草を恨みながら――死になさい」

　露草の爪つま先さきが文ぶん七しちの顎がつ下かを蹴けり上げた。文七の上体が仰のけ反ぞり吹き飛ぶ。受け身を取ることすらできず背中から叩たたきつけられた。

　頭上まで振り上げた左脚をゆっくりと下ろし、露草は仰向けのまま動かなくなった少年――すでに限界だったようだ――の元へと歩み寄る。無表情の仮面を被かぶり、無感動に瞳ひとみを凍らせている。これから為す行為に一片の感情も抱かぬように。抱かないようにするために。

　文七の足元で立ち止まり、軽く腕を上げる。

「殴る回数は、できるだけ少なくするから」

　それだけが露草にできる慈悲。宙に浮かせた腕を、少年の顔面へあっさりと振り下ろ――

「ん」

　そうとして、動きを止めた。

　露草を止めたのは、とある音。

　彼女は背後を振り返る。

「これは……」

　ピアノの鍵けん盤ばんをでたらめに叩き奏でたような、非常に不愉快で耳障りな、

「……ガラスの割れる音？」



　　　



　非常ベルがけたたましく鳴っている。

　続けて火災発生を告げる放送が流れ、会場は一気に騒然となった。コンサート会場にいた観客は一斉に立ち上がり我先にと出口へと殺到した。

「落ち着いてください！　出口に近い人から順にっ。まだ火はそれほど回ってはいません！」

　張り上げる括くくるの声を、どれほどの人が聞いていただろうか。数百人分の悲鳴と怒号が呆あつ気けないほどに彼女の叫びを無意味なものにした。

　それでも括は叫び続けた。

「落ち着いてくださいッ!!」



　琴部の演奏メンバーの控え室にたどり着いた大おお目め玉だまとあひるは、そこでちょうど部員たちと鉢はち合あわせした。

「大丈夫ですか!?」

　あひるを見た部員たちは、ほっと表情を緩ませた。あひるがここまで無事に着けたということは、避難経路は閉ざされていないということに他ほかならなかったからだ。

　あひるの方も特に怪け我がのなさそうな部員たちの姿に胸を撫なで下ろした。

　が。

「……霧きり島しま曜よう子こは何ど処こ？」

　大目玉が漏らした言葉に、あひるははっと部員の顔ぶれを見回す。

「曜子先輩は!?」

　部員たちは顔を見合わせ、眉まゆ尻じりを下げた。

「部長は、観客の皆さんの避難の誘導に――」

　すべてを聞き終わる前に、あひると大目玉は駆け出していた。遅れてなまねこの小こ目め玉だまも後をついて来る。

　控え室を飛び出し、ステージへと続く廊下を駆け抜ける。リノリウムの床にあひるは転びそうなりながら、大目玉はヒールで床を叩たたきながら疾走した。

　そしてステージに上がるための小さな上り階段の前で。

　ふたりはうつ伏せに倒れる曜子の姿を発見した。

　それを見下ろす、灰色のジャケットの少女も。

　曜子先輩――。悲鳴をあげかけたあひるの前を、黒い影が疾駆した。

　ハイヒールを履いているとは思えぬほどの速度で大目玉は灰色の少女の目前に肉迫し、その顎あごへと掌底を放った。

「遅いよ」

　ぱん、とそれを左手で軽く払い、灰色の少女は逆の右手を振り上げた。その手に握にぎられていたのは。

　あひるは目を見開く。

　――金属バット!?

「五十嵐いがらし鉄てつ平ぺいのマネ」

　よくわからないことをぼそっと呟つぶやき、少女は笑みを浮かべながら振り下ろした。

　骨を擦こする音が響き渡る。あひるは思わず瞼まぶたを閉じていた。

「ビビッてる場合じゃないわよ、日向ひなたあひる」

　え、と眼めを開けるといつの間にか大目玉の背中がすぐそこにあった。

「だ、大丈夫ですか？」

「大丈夫じゃないわよ」

　大おお目め玉だまは横顔をあひるに向けた。う、とあひるは心持ち目を背ける。大目玉の左のこめかみの皮膚が、縦に削られていた。肉の生の色がさらけ出されている。なま……と小こ目め玉だまが不安げに主人を見上げた。

　しかし当の大目玉は苦痛を表に出さず、灰色の少女を睨ねめつけながら言った。

「聞きなさい日向ひなたあひる」

「は、はひ」

「あなたが隙すきを見て霧きり島しま曜よう子こをここから連れ出しなさい」

「へ」

　――ど、どうやって？

　顔に出たその問いに、大目玉はヒールを脱ぎながら答えた。

「私があの女をなんとかする」



　　　



　朦もう朧ろうとした意識の中で、ゆかりは聞いていた。

　――砕くだける音。

　鼓膜を引っかき傷つける音に、失いかけていた意識が強引に引き戻される。それは断続的に鳴り続け、あまりに続くので永遠に終わりが来ないように思えた。

　が、それは唐突に終わりを告げ、そして。

「…………ぅ、ぁ？」

　今度は砕ける音とはまた違う、耳慣れない音を聞いた。ゆかりは漠然とイメージする。

　――回る音。

　何かが震え、激しく回転している。そう連想したとき、気付いた。

　――ああ、これは扇風機の音だ。

　風を送る音。

「……ぅ」

　今まで開けようとして開けられなかった瞼まぶたが、開いていく。遅れて意識が追いつく。ゆかりは仰向けに寝ていた。体育館の天井を見上げたまま――やはりまだ身体からだは痺しびれて動かせない。でも……あまり眼めが痛くない。ぼやけてはいるが見える。天井の形がわかる。

　ゆかりは自由を得た瞳ひとみを動かし、音源を追った。

「――――」

　未まだにじむ視界の端に、巨大な円を見た。回転するが故ゆえに円と化す物体を。

　バスケットボールのゴールの向こうで、大きな換気扇が回っていた。換気扇は害ある煙を吸い上げ外へと排出していく。さらに。

　――窓がたくさん割れてる……。

　視界の先の窓ガラスがほとんど叩たたき割られ、そこから太陽の光が差し込んでいた。心なしか空気が浄化され、充満していた煙も薄くなっている。

「だれ、が」

　こんなことを。

　ゆかりの瞳ひとみは『だれ』を求めて彷徨さまよい、そしてすぐに見つけた。



　少年の背中を。



「…………」

　少年はふらふらと覚おぼ束つかない足取りで、しかし前へ前へと進んでいる。悶もん絶ぜつし倒れ伏す人々をまたぎ、時によろけ、時に膝ひざを折りそうになりながらも前へ。彼の制服は無数に切り裂かれ、そこから傷だらけの地肌が覗のぞいていた。

　知ってる。ゆかりの中で何かが弾はじける。私はこの背中を知っている――。

　彼を、知っている。

　彼の名前は。



　露つゆ草くさは信じられないものを見ていた。

　彼女はステージ脇わきの、舞台袖そでの控え室にいた。藤ふじ森もり文ぶん七しちの姿を捜し求めた結果である。

　その控え室の開け放たれた扉の向こうに、

　五十嵐いがらし鉄てつ平ぺいが立っていた。

　鉄平は脚を引きずり、人の身体からだをまたぐのも危なげによろめき、力ない足取りをしていた。頬ほおには無数の切り傷があり、詰襟などはほとんどのボタンが弾け飛んでいる。袖の中から赤い一筋の液体が伝い指先から滴っている。満まん身しん創そう痍いにもほどがあった。

　なのに、五十嵐鉄平はこちらへと確実に近付いてきている。

　露草を強い眼まな差ざしで捉とらえ、逃さない。

　――この男は、本当に人間なの？

　軽度とは言えあれだけの密度の白煙なら、常人は容易に悶絶する。邪魔の入らぬよう、そういう調整を行ったのだ。

　にもかかわらずこの男は、あろうことか体育館の窓を叩たたき割って回り、換気扇のスイッチを入れたのだ。あの煙幕の中で！

「まるでバケモノね……」

　露つゆ草くさが吐き捨てたとき。

「二時間だ」

　凛りんと、響いた。

　それが五十嵐いがらし鉄てつ平ぺいの発した声だと理解するのに、時間がかかった。それほどにそれは確かな力を伴った発声だった。

「まだ二時間も経たってねえ。祭りが始まってから」

　一歩一歩を踏み締しめながら、五十嵐鉄平は言った。





「――――だからお前を黙らせて、祭りを再開する」



    

  
    
      


【第５話・イン・ファイト上等！】



沈じん丁ちよう花げ／「不滅」



　越えち後ご屋やは遠い喧けん騒そうで目覚めた。

「っ……う」

　草むらから顔を起こす。冷え冷えとした空気の中で気絶していたためか、身体からだは芯しんまで凍え肌は痛々しいほどに白くなっていた。氷をまとっているかのように関節の節々は強こわ張ばり、上体を起こすのにも一苦労する。痛みはほとんど寒気に塗り潰つぶされていた。

　膝ひざをついた状態で校舎の方を見やる。最初から騒がしいのは騒がしかったのだが、しかし今はそれとは異なる、不穏な空気をはらんだ騒がしさが校舎から漂っていた。

　それに反し、体育館の方はと言えば不気味なほど静まり返っている。壁面の窓ガラスはあらかた砕くだけ散り、換気扇からもうもうと白い煙を吐き出している。明らかに何かが起きた、または今もなお何かが起こっているのがわかった。

　歯は噛がみし、越後屋はプレハブの壁にもたれながら立ち上がる。じん、と眩暈めまいに襲われうつむく。震える太ふと股ももに震える拳こぶしを叩たたき付けた。

「何のために、私は……ッ」

　こんなにあっさりとやられるために、外世界へと赴いたのではない。

　槍やりヶが岳たけとの――大切な人との約束を果たすため、来たのに。

「このような……っ、無様な！」

　寝ている場合ではない。痛みや寒さに震えてる場合ではない。何度も何度も、越えち後ご屋やは拳で太股を叩く。

「行か、なきゃ」

　約束を果たすのだ。

『彼らを守ってもらえますか――』

　絶対に!!

「行くのです……！」

「行かせるわけがない」

　それは背後からの声だった。虚を突かれ、越後屋は一瞬頭の中が真っ白になる。慌てて振り返るとそこには酷薄な笑みを浮かべる女が立っていた。

「なっ、」

「我々内界人にとって『第二世界』の《自壊》は衝撃的な出来事だった」

「何な故ぜアナタがこんなところにっ？」

　女は悠然と立ち、越後屋を睥へい睨げいしている。口元は不敵に歪ゆがんではいるが、

「だからこそ第二の《自壊》は未然に防がなければいけない」

　その目は笑っていない。

　五ご寸すん釘くぎ。

　内世界における他世界交流反対派の第一人者。

　越後屋はじりじりと後退しつつ、必死に思考を巡らせた。

　――どうして、この女が。

　じわりと背中に嫌な汗をかく。計算外だった。こんな大物までもが出張っているとは考えもしなかった。槍ヶ岳は――やーさんはこの女が直々に動くことを、予想していただろうか。予想できていただろうか。

　槍ヶ岳は現在拘こう束そくされている。それはつまり、彼女が裏をかかれたということ。あのやーさんが、である。そんな相手に果たして自分が敵かなうのだろうか。

「ＯＴＶ所属、越後屋」

　突然名指しで呼ばれ、越後屋はぴくりと肩を揺らした。

「君は理解しているだろうか。五十嵐いがらし鉄てつ平ぺいたちにとって我々は完全な悪役であり、君たちは味方である。しかし内界人の観点からすれば君たちこそが悪役だということを」

　静かな口調で、五ご寸すん釘くぎは言う。

「何な故ぜなら君たちはこの世界が滅びるかもしれないことに加担しているから。これを悪と呼ばずして何とする？」

「わかっていないのはアナタたちです！」越えち後ご屋やは負けじと叫んだ。「やーさんの考えをまるで理解していない！　やーさんは、あの人は――」

「槍やりヶが岳たけ曰いわく」

　越後屋は言葉を切った。

　五寸釘は淡々と続ける。

「『我々はこの世界の存在を知ってしまいました』『ならば、もはや見ないフリはできません』『一定の距離感を保つ必要がある』『下手な規制を設ければ、いつか必ずそれを破る者が現れる』『そもそもこのまま永久に不干渉という形を取れるわけがありません』『私たちは知ってしまったのだから』『その存在を』『遠からずして内世界と外世界は何らかの形でつながるでしょう』『それは止められない流れ』『私たちＯＴＶの撮影はその前準備に近い役割を果たしています』」

「……」

「確かに、もっともらしい意見だ」が、五寸釘は首を横に振る。「しかし確実ではない。《自壊》を防ぐこと、それを第一に考えていない。そもそも交流自体が危険で、避けるべきことなのだ。永久なる不干渉――不可能に思えるその目標を、しかし我々は可能にしなければいけない」

　一歩、五寸釘は前へと踏み出した。

「それこそが最善の《自壊》を回避する方法だ」

　越後屋は彼女の迫力に圧おされて後ずさる。

「よって槍ヶ岳の考えは不適当。議論の余地はない。……そもそもかの女は最後に何と口にしたか知っているか？　『まあ、ぶっちゃけ今言ったことは全部こじつけデス。本音は私が五十嵐いがらしサンで遊びたいだけなのデスがね♪』――だぞ!?　ふざけているのか!?」

　五寸釘は声こわ音ねまで真ま似ねて苛いら立たしげに吐き捨てた。さすがやーさん、いらないところで敵を作る。

　思い出して冷静さを失ったのか、五寸釘は怒気を放ちながら一歩一歩こちらに近付いてくる。越後屋は未いまだに震え続けている自分の脚を腹立たしく思った。

　――しっかりしなさい。

　いずれは対たい峙じする相手でしょう？　それが少し早まっただけ。結果は変わらない。

　槍ヶ岳との約束を果たす。その結果は覆らない。

　自分が、させない。

「諦あきらめろ」ゆっくりと腰を落とす越後屋に、五寸釘は短く言った。「すでに紫むらさき露つゆ草くさが五十嵐鉄てつ平ぺいと接触している。少年に彼女は倒せない。そのように教育した」

「それは今現在も五十嵐いがらし鉄平がアナタの刺客と接敵しているということ――そう解釈してもよろしいでしょうか」

「……？　そうだが」

「ならば」すっ、と越えち後ご屋やは背筋を伸ばした。「ここで私が諦あきらめることは、道理が違う」

　震えを殺して。痛みを無視して。越後屋は五ご寸すん釘くぎを鋭く睨にらみつけた。

　まだ終わっていないのだから。

　まだ諦めていない者たちがいるのだから。

「私は一歩も引かない」

　五寸釘が目を細めた。

「……後悔するぞ」

　はっ、と越後屋は笑い、

「どっちが」



　　　



　体育館の入り口付近では異変を察して様子を見に来た生徒や教師たちが騒いでいた。

「きゅ、救急車を呼べ――」

「なんだよこれ――何なんだよこれ!?」

　混乱が伝でん播ぱしていく。立ち尽くす者、携帯電話で通報する者、人を呼びに行く者、生徒を遠ざける者、残留ガスにあてられて不調を訴える者――体育館はにわかに騒々しくなった。

　しかし、彼らは決してそちらに目を向けず、互いに睨み合っていた。

　古こ都とゆかりもまた、彼らの様子から目を離せずにいた。倒れ伏す人々の中、ひとりだけうつ伏せの状態から顔を上げて、声もなく見つめている。

　ひとりはガスマスクを被かぶった女子生徒。無骨なマスクがその下のセーラー服とあまりに噛かみ合っていない。

　その女子と向き合うのは、満まん身しん創そう痍いの男子生徒。ゆかりは彼を知っている。

　クラスメイトの――五十嵐鉄平。

　――違う！

　ゆかりは心の中で否定の声をあげた。確かに彼はクラスメイトに違いないのだが、それだけではない。何が「それだけではない」のかははっきりとわからなかったけれど、ただのクラスメイトと呼ぶには相応ふさわしくないズレを、ゆかりは感じていた。

　五十嵐くん。その名前に、自分はもっと特別な意味を持っているような気がしてならなかった。

「まさか人違いとかじゃないとは思うけど」

　いつまで続くかも知れなかった睨にらみ合い。その無言の鬩せめぎ合いを破ったのは鉄てつ平ぺいの方だった。

「お前は内世界の反対派の人間で間違いないな？」

「ええ」マスク越しに少女がくぐもった声をあげた。「私はあなたを殺しに来た」

　一瞬で、ふたりの間の空気にさらなる緊張が走った。ゆかりは耳を疑う。

　――殺すって。

　どういうこと。

　そのとき体育館の入り口で騒いでいた生徒や教師たちがどやどやと中に入ってきた。それぞれに手近な者の介抱に走る。にわかに騒々しくなる背後を肩越しに見やり、鉄平が言った。

「場所変えねえか。人目もあるし、こんな状況じゃまともにやり合うなんてできないだろ」

「私はこのままでも構わないわ。どうせ記憶を消せば済む話よ。この一件も国際テロの一環として偽の犯行声明を用意してある」

「違ちげーよ。何カンチガイしてんだお前」

　静かに、けれど明確な怒りと挑発を込めて鉄平は言った。

「俺おれがお前を心置きなくぶん殴りたいって言ってんだ。ガタガタ言わずに表出ろや」

　――ん、ぅ。

　ゆかりは少し、怖く感じた。彼女の位置からは鉄平の顔は見えない。こちらには背中を向けているから。背中しか見えないから。……見えないのに。

　ひたすらに怒りをまとう空気が、なんだか怖かった。

「怖いことを言うのね。てっきりあなたには異性を打つなんてこと、できないと思っていたわ」

「テメエを殴るのにためらいなんてねーよ。テロリストが」

「うん。それでいい」ガスマスクの少女は、素直に頷うなずいた。「たくさん私を憎みなさい」

「……あ？」

「憎まれた方が殺やりやすい」

　それは一瞬の出来事だった。

　少女は身体からだを前方へ深く屈かがめると、床を蹴けった。風船の破裂音にも似た鋭く甲かん高だかい音が響き渡り、その瞬間にゆかりは少女の姿を見失った。

　――え。

　さらに破裂音が三度四度続く。引き寄せられるように鉄平の方へと視線を移すと、彼の目前に強く踏み込む少女の姿があった。

　十メートル以上の距離がひと瞬まばたきでほぼゼロになっていた。

「――――」

　鉄てつ平ぺいは動けない。茫ぼう然ぜんと接近を許す。ゆかりの目にはそう見えた。

「屋上で待っているわ」

　鉄平の横をすり抜ける瞬間に、少女はマスクを脱ぎ捨てた。

　長い髪が宙に投げ出される。

　後頭部で結われたポニーテールを尾のようにたなびかせ、少女はそのまま体育館を横切る。入り口にたまっていた生徒たちがぎょっとした顔で振り返るが、流れるようにその脇わきを抜けて外へと出て行った。

「――くそっ」

　鉄平は舌打ちをして振り返り、慌てて走り出した。足元はやはりふらついているが、先ほどよりは確かな足取りで少女の後を追う。

「ぁ」

　待って。ゆかりもその後を追おうとした。けれど身体からだはまだ痺しびれていて、喉のどが引きつって声も出ない。こんなときに――焦っている内に鉄平は体育館の外に行ってしまった。

　――私も、行かなくちゃ。

　このままここに留とどまっていることは、間違っている気がする。

　それはただの直感だったけど。

「……なくちゃ」

　ゆかりは肘をつき、這はって進み始めた。



　退どいてくれ、と鉄平は体育館の入り口の人垣をかき分けた。途中誰だれかに「大丈夫かっ？」と訊きかれたが無視して走り出す。

　脚が重くて痛くて震えていて、壁に寄りかかりたくてうずくまりたくて仕方がなかった。先ほどの白煙の影響もあってか頭痛もするし目もかすむ。もしかしたら身体の何ど処こかでガラスが刺さったままになっているかもしれない。動く度にちくちくと刺される痛みを覚える。痛い。苦しい。簡単に息があがる。ここから四階分の階段を上って屋上に行くことすら途方もないことに思えた。

　ふと思い出した。あの女の動き。信じられないスピードだった。身のこなしからして今まで闘ってきたテロリストやハヤミマコトとは明らかに毛色が違う。

　先ほど接近されたとき、何もできなかった。改めてふたりきりで差し向かったとき、このようなボロボロの状態で果たして闘えるのだろうか。

　――闘うんだよ。

　闘うしかねえじゃねえか、と鉄平は低く呟つぶやいた。

　正直気が重い。むかつくし殴りたい気持ちはあるけれど、やっぱり進んで痛い思いなんてしたいとは思わない。勝つ自信もあまりない。もしかして俺おれ、殺されるんじゃね？と苦々しく思ったりもする。

　……ああ、でも。鉄てつ平ぺいはすぐに思い当たった。

　今までもそうだったよな。

　いつも瀕ひん死しで、泣きたくて、トンズラしたくて、でもやるしかなくて。

　もう逃げられない、だから闘う。それはいつも通りだから問題ない。だから今回も問題なんてない。それでなんとなく鉄平は納得してしまった。

　階段はかなりしんどかった。踊り場にたどり着くとそこで呼吸を整えて身体からだを休め、十秒ほど待ってからまた上った。ようやく二階。再び呼吸を整える、上る、そして踊り場で深呼吸、また上る――

　地道な上昇。すれ違う生徒たちは不審げにこちらを見やるがすべて無視した。手を借りるわけにもいかない。これはあの女と自分との一対一サシの闘いなのだから。

　――そういえば、ゆかりはどうしてるんだろ。

　結局見つけることはできなかった。保健室を覗のぞいた後も可能な限り色々な教室を回ってみたが、入れ違いがあったのか姿は見つけられなかった。友達と学祭を回ってるんだろうか？

　まさか体育館にいたなんてことはないだろうな……。

　ふと浮かんだ考えに、鉄平は「まさかな」と苦笑し、けれど不安になって何度か背後を振り返った。考える。ここから戻ってもしゆかりを発見したとして――その場所があの体育館だったとして、今の自分にできることはあるだろうか。

　何もない。鉄平は己に言い聞かせるように首を振る。体育館の換気が限界だった。後はこれから来るだろう救急の人間の領分だ。加えて自分で体験してわかったことだが、あの白煙で万が一にも命を落とすようなことはないと思う。せいぜい動きを無力化するといったところだろう。

　俺は、今は奴と闘うことそれだけに集中しよう――。

　鉄平は吹っ切り、再び階段を上り始めた。

　……やっぱり何度も振り返りながら。



　そして屋上で鉄平を出迎えたのは、

「遅かったわね。てっきり逃げたかと思ったわ」

　傷口に沁みる寒風と、少女の抑揚のない声だった。

　少女は屋上の中央に立ち、腰にまで至るポニーテールを風に遊ばせている。彼女はセーラー服から着替えていた。灰色の厚手のジャケットに黒のスカート、黒のブーツ。どこか異風な雰囲気を漂わせていた。

　空は灰色に濁り、大気は冷気をまとって、熱を持った傷口をその形に沿ってなぞる。鉄てつ平ぺいは右手で左の肩を揉もみながら言った。

「無理言うんじゃねえよ。こっちはお前の変な煙のせいでラリってんだ」

「そんな状態で私と闘えるのかしら？」

「闘うさ」

　その言葉を証明するように、鉄平は確かに前へと踏み出す。

「お前をぶん殴って、ゆかりの記憶を取り戻して、俺おれの日常を取り戻す。パーフェクトだろ」

「何もわかってないわね」少女は目を細め、「あなたが屋上の扉を開けた瞬間に、私は不意打ちであなたを階段に突き飛ばすこともできた。それをしなかったのは、私はいつでもあなたを殺せる自信があるから」

「じゃあ後悔させてやるよ。そのときに殺さなかったことを」

　鉄平は前方に身体からだを傾けた。軋きしみ引きつる筋肉に、無理矢理力を叩たたき込む。

　少女の言う通り、傷を負っている分、現状はこちらの圧倒的不利だ。

　――でもそんなんで引き下がれるかよ。

　傷つくことを恐れること。

　そんな段階はとっくに超えている。

「それでいい」

　頷うなずき、

「――私の名前は紫むらさき露つゆ草くさ」

　とん、と少女は軽く上に跳ね、

「その名前に憎しみを刻んで」

　着地の瞬間に、

「死になさい」

　コンクリートの地面を斜めに蹴けった。

　爆発音、と聞き違えるほどのスタートダッシュと踏み込み。相対していた距離は先刻の繰り返しのようにひと瞬まばたきの時間で奪われた。少女の腰溜だめられていた拳こぶしが、ねじるように、抉えぐるように放たれる。鉄平は胸の前で両腕をクロスさせた――それしかできなかった。その上に小さな拳が衝突。胸元で骨の響く音が鳴り、鉄平の身体はさながら乗用車に跳ね飛ばされたように背後の鉄扉に背中を強かに打ち付けた。

　痛みに囚とらわれている暇はなかった。苦鳴を喉のど奥おくに押し込め、鉄平は首を横に捻ひねる。頬ほおをぎりぎりかすめて露草のブーツが鉄扉を打ち据えた。鉄に鉄を打ち付けたような反響に背筋を凍らせる。

「――づっ!?」

　突然左肩に降りてきた重力と衝撃に、たまらず膝ひざをついた。視界の左端に、肩の上にブーツの踵かかとが乗っているのを捉とらえる。鉄てつ平ぺいはその脚を掴つかもうとして腕が痺しびれて動かないことに気付いた。

　正拳突きを受けた余韻がまだ残っていた。露つゆ草くさが支点にしていた脚で軽く後方に跳ぶのを、何もできずに見送ってしまう。

　と、と軽やかに着地した露草は、蹴けりの形のままだった脚を下ろし。

　腰を捻ひねりながらその脚を跳ね上げた。

「――――」

　認識が追いつく前に、衝撃が顔の真横からやってきた。それは「当てる」というよりは「捻じり押す」という蹴りで、力のベクトルが直線ではなく下方への放物線を描き、鉄平の身体からだは回転するように軽々と頭から床に落とされた。

　落下の瞬間、ぎりぎり右腕で頭をかばう。その腕を間において脳が激しく揺さぶられた。全身が軋きしむ悲鳴をあげる。

「――っな」

　なんつー馬ば鹿か力だよ!?

「あっけなかったわね」

　ぽつりと呟つぶやかれた一言。首筋に鋭利な刃物を突きつけられたような悪寒。うつ伏せになっていた鉄平が咄とつ嗟さに横に転がるのと、その頭のあったところに黒いブーツが落下しコンクリートの床をわずかに砕くだくのとは同時だった。ぞっとしながらも鉄平は起き上がり距離を取るため後退した。

「遅い」

　脳のう震しん盪とうのような余韻に焦点が合わず視界が濁る――その白濁した霧を振り払うように、露草が一瞬で鼻先に到達した。顔面を真正面から鷲わし掴づかみされ、股こ間かんに露草の太ふと股ももが割り込む。関節の裏側から内股に脚を刈り取られ床に張り倒された。背中からの転倒に呼吸が止まった。

「楽には殺さないわ」馬乗りにされ、頭上から露草の声が降ってくる。「嬲なぶり殺す。その方が憎まれやすいから」

　言葉の意味を問う声は、真上からの拳こぶしに叩たたき潰つぶされた。金かな槌づちのような打撃。起き上がろうと浮かせていた頭がそのまま真下のコンクリートに衝突する。目の前で火花が散り、一瞬だけ意識が飛んだ。

「寝かせない」

　往復するように、左右の拳が振り下ろされた。何の抵抗もできず視界が左右に揺さぶられる。

「私は『第二世界』の生命体」

　機械的な殴打と、露つゆ草くさの声が続いた。

「《自壊》の初期段階で内界人の手により救い出され、そして自分の世界が滅びる様を見た」

　止まらない。

「私は私を救った内界人たちの元で育てられたわ」「あの悲劇を繰り返さないために」「二度と私や妹のような命を作り出さないために」「そのためだけに育てられ、生きてきた」「――だからあなたを殺す」「私たちの世界を滅ぼした《自壊》、その可能性に少しでも近い人間は必ず殺す」「あなたにしてみればとても理不尽な話よね」「こっちの事情に巻き込まれただけなのに」「何も悪くないのに」「……だから憎んでね？」「私のことを」「死ぬほど憎んで」「命を奪うことを、私は正当化しない」「すべて引き受ける」「だから私は武器を使わない」「この拳こぶしで殺す」「血を浴びて」「血に塗れる」「だから憎んでよ」「嬲なぶり殺すから」「死ぬことに納得しないで」「死に物狂いで死に抵抗して」「そして憎み続けて」「殺されて――」



　露草はやがて振り下ろす拳を止めた。立ち上がり、己の成した結果を冷静に見下ろす。

　少年はとっくのとうに動かなくなっていた。攻撃の集中した顔面は原形がわからないくらいに腫はれ上がり、青ざめ、赤い血で汚れていた。

　露草は無言で少年の襟首を掴つかんで引き起こす。壊れた人形のように彼はうなだれ腕をだらりと垂らす。完全に気を失っていた。

　彼の身体からだを背中に担かつぎ上げると、露草は軽く助走を取った。一瞬で全身のバネをためて――一気に解放して、

「――ふっ！」

　膝ひざの急激な伸縮と腰の跳ね上げ。前方へと伸びしならせる腕。それらを駆使して少年の身体を背負い投げた。

　冗談のように放物線を描いた五十嵐いがらし鉄てつ平ぺいの身体は。

　フェンスを越えて、重力に引かれて。

　消えた。



　その、瞬間を。

　古こ都とゆかりが、見ていた。

　クラスメイトと少女の後を追い、階段の手すりにもたれながら這はうように屋上を目指し、とうとうたどり着いた扉を開けた正にその瞬間に――少年の落下を目撃した。

「――――ぁ」

　そして強烈なデジャヴを伴うその光景が、彼女の記憶の蓋ふたをこじ開けた。

　――見たこと、ある。

　一度ではない。二度。それは――去年の十二月と今年の六月。

　私はこれを見たことがある！

　記憶の奔流。ゆかりは凄すさまじい速度で思い出す。

　自分を傷つけようとする人たちがいた。同時に自分を助けようとする人がいた。彼はたくさん傷つき時には死の危機に脅おびやかされながらも、何度だって自分の前に来てくれた。いつだって全力疾走で、本当に苦しいときに、来てほしいそのときに駆けつけてくれて、手を取ってくれた。

　私の気持ちを受け入れてくれた。



『結婚――』

『しよう』



　一生を添い遂げてくれることを、約束してくれた……！

　そんな大切な人の名前を。

　けれどゆかりは、悲痛な声で叫んだ。

「鉄てつ平ぺいくん――――ッ!!」

　灰色の空を、貫いた。



　　　



「噂うわさには聞いたことがあるわ」

　側頭部に振るわれた金属バットを紙一重でかわしつつ、大おお目め玉だまが言った。

「交流反対派、特に《過激派》における筆頭、紫むらさき姉妹。戦闘に特化した『第二世界』の生き残り」

　灰色の少女は舞うように足元をさばき、声高に応える。

「妹、紫詰つめ草くさ――」弓を引くようにバットの握にぎりを腰だめに構え、「よろしくしなくていいよ！」

　まるで槍を放つように、大目玉の鼻先にバットのヘッドを突き込んだ。

「――ッ」

　超高速で放たれた突きを首を捻ひねることでぎりぎり頬ほおをかすらせ、大目玉はそこでむしろ前へと踏み込んだ。下腹部からえぐり込むように、手にしていたハイヒールの踵かかとを少女の脇わき腹ばらに潜らせる。

　ヒールが詰草の脇に食い込んだ。

「――効かないよ」

　下方からの肘打ちが大おお目め玉だまの顎あごを打ち据える。よろけて後退する大目玉の脇わき腹ばらへ、仕返しのようにバットのフルスイングが叩たたき込まれた。大目玉の身体からだが、くの字に折れた。

「く、ふっ」

　漏れる呼気。大目玉は目を白黒させ、無意識に後ずさる。

　動きを止めた肩へ、さらにバットが振り下ろされた。ごん、と地震の直撃を受けたかのように左の肩口が軋きしみ砕くだける音がした。リノリウムの床に叩き伏せられ、大目玉は声にならない悲鳴をあげる。

「あはは。肩の骨、折れちゃったかな？」詰つめ草くさは笑い、「闘い方も知らないくせに無理するからだよ」

　つい、とこちらに視線を向けた。

　立ち尽くしていたあひるはびくりと肩をすくめる。

　――なんで。

　詰草の足元で、大目玉が肩を押さえてうずくまっている。彼女の「あ、ぁ」とかすれた単音があひるの鼓膜に残酷に響く。そして詰草と名乗るバット少女は標的を変え、こちらに歩み寄ってくる。

　あひるは状況を確かに理解していた。大目玉が少女を食い止めている間に、気絶している霧きり島しま曜よう子こを連れ出すという命令も忘れてはいない。

　けれど、あひるは動けなかった。目の前で展開されていた暴力に脚がすくみ、何もできないでいた。自分の足首に、震えながら抱きつく小こ目め玉だまをかばうことすらできない。

　少女は、こちらに歩み寄ってくる。

「なんで……」

　にこにこ笑いながら。

「なんで笑ってるの!?」

　後ずさりながら、あひるは悲鳴をあげた。

　大目玉と格闘している最中も、この少女はずっと笑っていた。心底楽しそうに声をあげ、戯れたわむるように、凶器でしかない金属バットを惜し気もなく振り回していた。

　それは、あひるならずとも誰だれにでも異常な光景に思わせた。

「簡単だよ」言いながら、歩きながら、笑いながら、詰草は言う。「笑わないとやってられないから」

　ふふ、と笑う。

「笑うの」「どんなときも私は必ず笑うの」「どんな悲しくて辛つらい出来事も」「全部笑い話にして」「笑い飛ばさないと」「辛いから」「悲しいから」「人の命って重いから」「全部受け止めたら私、潰つぶれちゃうから」「だから笑うの」「大したことない、これは楽しいことだって」「全部笑い飛ばして」「そう思い込んで笑わないと」「苦しいから」「耐え切れないから」「潰つぶれちゃうから」「だから笑うの」「私は笑うの」「露つゆ草くさ姉さんはすごいと思う」「憎しみを受け止めるなんて私はできない」「私はダメなの」「笑わなきゃいけないの」「笑うのをやめたときが」「私が終わるときなの――」

　あひるは詰つめ草くさの言っていることが理解できない。笑い話にしないと殺せない？　全然意味がわからない。どうして殺さなきゃいけないの。わからない。その不理解が戦せん慄りつを生んだ。わかり合えない恐怖。この人を、自分は止めることができない。

　理解する言葉を、止められる言葉を持たない。

「それじゃあ」あひるの目の前に立った詰草が、ニッコリと最高の笑顔を浮かべた。「殺すね？」

　あひるは声も出ない。

　茫ぼう然ぜんと、詰草が頭上にバットを振りかぶるのを見ている――

「いでっ」

　がこっ、と何かが詰草の後頭部に衝突した。それはくるくると回転して床を跳ねて転がった。あひるはその正体を目で追い、

　――ハイ、ヒール。

　がばっと顔を上げた。

　なまっ！と小こ目め玉だまが鳴いた。

「何ど処こ見てんのよ」

　詰草が振り返った先に――言うまでもなく大おお目め玉だまが立っていた。

　脇わき腹ばらを押さえ、肩で息をしながら大目玉はきつくこちら側を睨にらみつけてきた。

「あんたの相手は私でしょ？」

　そのとき、あひるは聞いた。

　ごくごく小さな、思わず漏らしてしまった囁ささやきを。

「立たないでよ……」

　あひるは驚いて見やるが、彼女――詰草はこちらに背中を向けて大目玉の方に向き直っていた。

　何な故ぜか、あひるはわかった。わかってしまった。

　多分今、詰草は笑っている。先ほどの言の通り、自己を保つために満面の笑みを浮かべているに違いない。

　でもきっと――心からは笑っていない。それは彼女の背中が物語っている。

　――どうして。

　どうしてそんなに悲しそうな背中をしているの？

　大目玉と向き合った詰草が吐き捨てた。

「無駄なのに」

「無駄かどうかは私が決める」

「無駄なのよ」いかなる心境か、早口に詰つめ草くさは言った。「たとえあなたが私を倒したところで、羽は原ばら羽ばねの方にも露つゆ草くさ姉さんが行っている。露草姉さんは私よりももっともっと強いよ？　五十嵐いがらし鉄てつ平ぺいみたいなただの外界人に、姉さんは絶対に負けない」

　はっ、と大おお目め玉だまが笑った。

「じゃあ私はこう言わせてもらうわ」

　脇わき腹ばらから手を下ろし、背筋を立て、不敵な笑みを浮かべ、ずれた眼鏡めがねの位置を直して。

「ただの『第二世界』の生命体に、五十嵐鉄平は絶対に負けない」

　そんな自分の言葉に、何な故ぜか大目玉は不機嫌な顔をした。なんで私、あんなクソガキのフォローしてるのよ……と何やら呟つぶやいてから、

「そもそも私は五十嵐鉄平がどうなろうとも関係ないの」

「……じゃあ、どうして邪魔するの？」

「約束したから」

　言って、大目玉は右手を胸の前にかざした。

　その中指で輝くのは、銀色のリング。

「あいつと約束したから。私はそれを果たすのよ」

　そして彼女は駆け出した。

　右手にハイヒールを掲げて、突攻していった。



　　　



「古こ都とゆかり、ね」

　フェンス際に走り寄ろうとしたゆかりの前に、露草が立ちふさがった。

「あなたも記憶が戻ったの？　本当に、あなたたちの頭はどうなっているのかしら」

　何やら言ってきているが、ゆかりには関係なかった。それよりも数秒前の光景が瞼まぶたに焼き付いて離れない。都合三回目にも及ぶ最悪な経験が、ゆかりをただただ焦らせた。

「退どいてよっ、鉄平くんが――」

「見ての通りよ」露草は視線で背後のフェンスを示し、「もう死んだ。私が殺したの」

　ゆかりは涙目で少女を睨にらみつけた。

「誰だれ――あなたは何なの!?　なんでこんなこと！」

「殺さなければいけなかったから」

　甲かん高だかい音。平手打ちが露草の頬ほおを張った。が、同じように露草の平手がゆかりの頬を張り、ゆかりは後ずさった。

　が、きっ、と視線を起こす。

　露つゆ草くさは眉まゆを上げた。

「……倒れないのね」

　ゆかりは拳こぶしを振り上げたが、今度は露草の方が早かった。胸の中心を打たれてゆかりはコンクリートの上に転倒する。

　気道で行き詰まる呼気に激しくむせながら、しかしやはり気丈に顔を上げた。涙を浮かべてはいても芯しんの通った強い眼まな差ざしで、目の前の敵を見上げる。

「それでいいのよ」露草は無表情に頷うなずく。「そうやって私を憎みなさい。その分殺しやすくなるから」

　どうでもいい。胸中で吐き捨てて、ゆかりは鉄てつ平ぺいのことを想おもう。記憶をなくしていたことも体育館でパニックが起こったことも目の前の少女の存在もすべて脇わきにやり、鉄平のことだけを想う。

　――鉄平くん。

　鉄平くん。鉄平くん。鉄平くん。

　鉄平くん。

　何度も呼んで、そして信じる。信じて疑わない段階まで自分に信じ込ませる。

　――そうだよ。

　鉄平は、いなくならない。何度でも舞い戻ってきたように。

『無理して笑うなよ』

『絶対に助けるッ!!』

『ゆかりを、背負わせてくれよ』

『結婚――』

『しよう』

　絶対に私の前からいなくならない。

　――だから、

　私は折れない！

「……闘うつもりなの？」

　立ち上がり、向き合うゆかりに、露草は眉をひそめた。

「闘う。あなたがどんな理由でこんなことをしているのか見当もつかないけど――そんなこと関係ない」

　冷静さが、ゆかりの中でもたげてきていた。

　一度は取り乱したけれど、落ち着いて考えてみれば慌てる必要はない。何な故ぜなら、

「鉄平くんはすぐにここに戻ってくる」だから、「だから鉄平くんのいない今は私が代わりにあなたと闘う」

　負けたままでは終わらない。それがゆかりの知る五十嵐いがらし鉄てつ平ぺい。

「……何を期待しているのかわからないけど、彼はこの高さから落ちたのよ。戻ってくるはずがない」

　四階分の高さからの落下。常人ならばまず確実に生きていない。露つゆ草くさは若干戸惑ったように言うが、しかしゆかりはきっぱりと返した。

「戻ってくる」

　露草は理解できないという目でゆかりを見ている。

「あなたこそ鉄平くんのことをわかっていない。あの人は――必ずここに、戻ってくる」

　それは確信にも似た思いであり、根拠はないけれど否定される要素は一切無いとゆかりは判断する。だから彼女ははっきりと言う。

「私の恋人をあまりなめないで」

　驚いた顔をしていた露草は、

「……うん。悪くないわ」しかし頷うなずく。「その妄信的な思いを、私は砕くだく。そしたらあなたはもっと私を憎む。それでいいの。もっと憎みなさい――私はあなたの大切な人の命を奪ったんだから、私を絶対に許しちゃいけない」

　彼女は浅く身体からだを沈み込ませ、

「そうやって憎しみを私に背負わせて」

　悲しげに言った。

「死ね」



「死なねーよ」



　不意に割り込んだ声に、露草はばっと振り返った。

　ゆかりは当然のように微笑ほほえむ。

　フェンスの向こう――屋上のコンクリートの縁に、指がかかっていた。そこから一気に這はい上がるは、少年。

「指が千切れるかと思った」彼は飄々と口にした。「つうか俺おれって、なんでこうも高いところから落ちたり落とされたりするんだろうな……。やべ、受験生に『落ちる』は禁句だ」

　軽口を吐きながら、鉄平はフェンスにしがみついて立ち上がった。そしてフェンス越しにゆかりの姿を見つけて、ニヤリと笑う。

「大丈夫か、ゆかり」

「うん」

「記憶は戻ったのか」

「うん」

「そりゃよかった。じゃあ今テンション上がってるから言うけど」

　これだけは一生忘れんなよ、と足して。

　

「超愛してる」



    

  
    
      



    

  
    
      


【第６話・ワールズ・エンド上等！】



桃／「無敵」



　最初は混乱こそしたものの、現状は会場にいた観客の半分以上を外へ避難させることに成功していた。

　括くくるはステージから半円状に上る客席を見上げて、マイクを片手に喋しやべっていた。

「火はまだ外壁や会館の奥で留とどまっています！　出入り口はまだまだ安全です、ゆっくりと進んで避難してください！」

　会場には三つの出入り口があったが、それも括の指示により選ばれた学園生がそれぞれ観客を三手に分けて誘導を行っていた。人々は誰だれも不安げな面持ちをしているが、括たちの避難指導に従ってぞろぞろと足並みを揃そろえていた。

「括先生！」

　出入り口から伸びる行列をかき分け、葉は山やまがステージへと駆け下りてきた。今まで彼は適当に見み繕つくろった班編成で消火活動に当たっており、そのため頬ほおや髪、背広にやや煤すすを被かぶっていた。

「葉山先生」

「俺おれたちの手だけで消火を行うのはそろそろ限界です。早い内に消防署の人に来てもらわないと山火事にも発展するかもしれない」

　括の前で荒あらく息をつき、葉山が報告した。

　括は苦々しく唇を噛かみ、

「そうですか……事務の方へは報告を済ませてあるのでもうすぐだとは思うのですが。こちらの避難もとりあえずは間に合いそうです」

「それは良かった。食堂にあった油とかはできるだけ外に運び出しておきました。ガス漏れなどがなければ大きな爆発はないと思います」

　そこまで言い合って、ふたりはふと押し黙った。

　他ほかに自分たちにできることは、この避難活動を見届けること。最後の最後まで何が起こるかわからない。突然の恐慌などに対応するためにここは離れられない。

　気になっているのは。

「あのふたりは今、何を……」

　括は不安げに呟つぶやいた。

　その問いに答えることは、葉山にはできない。だから彼は黙って隣に寄り添った。それで少しでも不安がなくなればいいと思って。



　　　



　すでに廊下にはうっすらと煙が漂い、焦げ臭いニオイが立ち込めていた。

　その煙を振り払うように、下から上へと鈍い銀のスイングが打ち上がる。大おお目め玉だまがそれを避よけずに左の肘で受け止めるのと、詰つめ草くさの額にヒールを叩たたきつけるのとはほぼ同タイミングで行われた。

「――――!?」

　詰草の目が正面を失う。

　遅れて肘からの衝撃が、大目玉の左肩を完全に無力化した。稲妻のような痛みと痺しびれを彼女は血がにじむほど唇を噛かみ切って耐え、もはや指先も動かすことの叶かなわない左腕を、棒ぼうのように詰草の喉のど元もとに当て全体重をかけて押した。爪つま先さきで床を蹴けり、圧のしかかるように押し倒す。

「っのッ」

　正気を取り戻した目で、詰草が舌打ちをする。その顔からは完全に余裕と笑みが失われていた。金属バットを投げ捨て全身を回転させるように足をさばく。引き剥はがされそうになるところを、大目玉は再度詰草のこめかみをヒールで打った。手応えはない。インパクトの瞬間に首を捻ひねってかわされた。

「ウザイ！」

　どん、と突き飛ばされて大目玉と詰草の身体からだが離れた。詰草は怒りに満ちた瞳ひとみでよろける大目玉を睨ねめつけ――

「日向ひなたあひる！」

　唐突に大目玉が叫んだ。反射的に振り向いた詰草の目の先に、消火器を危なげに抱える日向あひるの姿があった。しまっ――言いかけた言葉は白い煙の奔流にかき消された。

　思いも寄らぬ方向からの攻撃に煙をもろに吸い込んでしまう。気管から急激に込み上げる咳せきを詰草は我慢できなかった。視界と呼吸を奪われた彼女はさらに横から突き飛ばされて転倒した。

　仰向いた状態で下腹部に重量を覚え、詰草は赤く充血した瞳をうっすらと開く。

　真上に大目玉が圧しかかっていた。

　かすむ視界に辛かろうじて彼女が微笑ほほえみを浮かべていることを知る。

「チェックメイト」

　――笑わなきゃ。

　頭の片隅で思ったとき、大目玉の拳こぶしが詰草の顔面を打ち据えた。

　――笑わなきゃいけないの。私は。

　何度でも拳こぶしは落ちてくる。一打一打は弱い。しかしそれは際限なく積み重なり、徐々に詰つめ草くさは無視できない痛みにのたうった。

　――笑う、の。

　殴られ続けながら、詰草は思う。笑えと。笑え自分と。

「あは」

　笑わないと殺せない。

「あはは」

　笑わないと殺せない――！

「あはははははははははははッ」

　身体からだの奥底から力が込み上げてきて、詰草は上半身を跳ね上げた。それは上に乗っていた大おお目め玉だまの身体を跳ね飛ばすほどの腹筋力。

「な――」

「あははははははははははは」

　笑い叫びながら這はうように立ち上がり前傾のままもつれるように尻しり餅もちをつく大目玉に詰め寄る。その首を掴つかんで突き倒し両りよう膝ひざで両肩を押さえつける。詰草の全体重が左肩に圧のしかかり大目玉は低い悲鳴をあげた。

「あははははははははは――」

　拳を振り下ろそうとしたところに、再び消火粉のスプラッシュが詰草の全身を覆った。眼球が粉にまみれ気管にも煙が侵入する。咳せき込み、けれど笑いながら瞳ひとみをつむりながら詰草は闇やみ雲くもに下方を殴りつけた。狙ねらいが外れて拳が床に衝突する。痺しびれを帯びて軋きしむ感触。構わなかった。拳が痺れようとも砕くだけようとも詰草は幾度も拳を振り下ろした。その何度かに確かな手応えを得る。

　ヤケクソ気味な雄お叫たけびが響き渡り、消火器が詰草の側頭部に叩たたきつけられた。詰草の頭が真横に傾く――が、ぐりん、と即座に消火器の飛んできた方向を振り返る。ひ、と後ずさるあひるの姿を捉とらえると詰草はそちらに飛びかかった。真っ直ぐに伸ばされた手があひるの襟首を掴もうとする――

「だから」その脚を下から掴む手があって、「何ど処こ見てんのよ」

　真後ろに引かれ、詰草は足元を失ってすっ転んだ。その上を女の影が覆い、

「五十嵐いがらし鉄てつ平ぺいの気持ちがわかったわ」

　いつの間に拾い上げていたのか、大目玉は詰草の金属バットを振りかぶった。

　――笑え。

　詰草は顔の筋肉を引きつらせる。笑え。こんなことは大したことがないと笑い飛ばせ。哄笑をあげて跳ね飛ばせ。全うすべき使命を果たせ。

「あは」

　ここでこそ声高に笑うべきなのだ。

「あははははははははははははははは」

「これが泥試合ってヤツね」

　わらえ――

　視界が錆付いた銀色に覆われた。



　　　



　露つゆ草くさは苛いら立っていた。

　跳ね上げたブーツの爪つま先さきが五十嵐いがらし鉄てつ平ぺいの顎あごを打ち抜く。仰のけ反ぞる身体からだに詰め寄ろうとするところを、腰への衝撃にたたらを踏んだ。見下ろすと古こ都とゆかりが目をぎゅっとつむって背中から腰に抱きついていた。

「このっ――」

　腹の前で組まれる手を手刀で断ち切り、あっさりと拘こう束そくを解く。露草は背後へと回転する足さばきと共に裏拳を放った。肩口から横殴りにされ少女の身体は吹き飛ぶ。それを見届けている視界の後ろから、別の衝撃が来た。脇わき腹ばらへのブロー。軋きしむ肺。舌打ちをしてそちらに頭を巡らせながら後方へと跳躍する。

　五十嵐鉄平が滑るようにそのバックステップを追って来た。構えも無茶苦茶な投げやりな正拳が胸の中心を狙ねらう。露草は深く身体を沈み込ませてそれを回避。こちらから少年の胸元に潜り込みその胸に両手を当てて強く床を蹴けった。爆発的な跳躍力のすべてを胸に受け、五十嵐鉄平の身体は後方へと弾はじき返された。

　そこへ肉迫しようとして――

　その間に古都ゆかりが無防備に割り込んだ。半ば身体を投げ出すようにし、ただ露草の進攻を妨げることのみを目的として自ら壁となった。

　露草は思わず足を止めてしまう。床に手をついたゆかりは慌てて起き上がり、すかさずその横に鉄平が並んだ。

「何なのよ……」

　口の中で唸うなり、露草は固く拳こぶしを握にぎり締しめた。

　――何なのよこいつら。

　殴っても、突き飛ばしても、蹴け倒たおしても――一向に挫くじくことができない。少年と少女は粘着質とも言えるくらいに何度でも立ち上がってきた。全身で踏ん張って、這はいつくばって、それでも決して諦あきらめずに歯向かってくる。今もお互いをかばい合うように立ち、その瞳にひとみ後ろ向きなかげりはない。

　何度殴ればこいつらは倒れる？　何度倒せばこいつらは死んでくれる？　少年と少女のあまりのしつこさに徐々に露つゆ草くさは冷静さを失いつつあった。

　こんなはずではなかった。抵抗されればされるほど、それを力で手た折おることは憎しみを増長させる。すると露草の中で《憎まれている》という感覚を強く実感することができる。そうやって憎しみを背負い続けることが、彼女が自分に課した原罪であり望むところ――そのはずだった。

　目の前で同胞が無限に殺し合うのを見た露草だからこそ、人を殺すということがどれほど重い罪であるかを知っている。許されざる大罪。だからこそ他者の肉を打ち、命を断てば彼女の心は激しく軋きしんだ。軋むことが自分への罰で、すべて引き受けると決めた。武器を使わず自分の肉体だけを用いるのもその実感を強くするためだ。拳こぶしを、足を、肌を伝う感触に『殺している』という実感を得る。実感し噛かみ締しめる。殺すことを機械的にこなさぬよう、常に手応えを求める。

　だからこの状況はさらなる罰としてむしろ受け入れるべきものだった、はずなのに。

　――苦しい。

　そして早く逃れたい。早く殺して、このふたりに背中を向けたい。自分の中で生まれつつある矛盾に露草はどうしようもなく苛いら立った。

「なんで、立つのよ……」

　違う。思わず口をついて出た言葉を、内心で否定する。絶え間ない憎しみ。それが私の引き受けるべき、背負い続けるべき罰。十字架。だからこれでいいのよ――

「なんで死なないのよ……？」

　違う。違うでしょう!?

　相反する感情に露草はひとり翻弄された。

「死ねと言われて死ぬ人間がいるかよ」一方で五十嵐いがらし鉄てつ平ぺいはへいへいとのたまう。「あと二ヶ月でセンター試験なんだぜ？　ただでさえ成績足りないんだ、こんなところで呑気に死んでられっか」

　露草は頭がくらくらした。この生死を賭けたやり取りの中で、センター試験の心配をされるなんて。

「……ねえ、話の腰を折って悪いんだけど」

　こちらに視線を縫い付けたまま、古こ都とゆかりが隣の少年に訊たずねた。

「やっぱりこれ、槍やりヶが岳たけさんが関かかわってるの？」

「関わってはいるけど、あいつは主犯じゃない。まあ、それでも……いつもと同じくらいどうでもいいことだけどな」

「そっか。じゃあ今はいい。後で詳しく教えてね」

「おう」

　あっさりと彼らは頷うなずき、会話を打ち切った。

　露つゆ草くさは震えていた。どうでもいい、だって？

「ふざけないで――ふざけないでよ！」思わず声を荒あららげていた。「私が、私たちが一体どんな思いでこんなことを……ッ、すべてはこの世界を守るために……ッ！」

「うん。どうでもいい」

　きっぱりと五十嵐いがらし鉄てつ平ぺいは言い切った。

「俺おれらを殺すことがこの世界を守ることにつながるなんて、頭のネジが百本くらいぶっ飛んでるとしか思えねえ。病院行けよ」

「…………ッ！」

　露草はあまりの怒りに顔を紅潮させた。殺す。殺す。殺す。呪じゆ詛そのように念じて繰り返す。

　世界を守る――そのような大義名分を打ち立てようとも、誰だれかに恩を着せられることなどひとつもない。どうしたって人を殺すことには変わりなく、そしてそれはいつ間でも重い罪でしかない。自分たち姉妹の行いが誰かに認められて赦されることなど決してないし赦されてはいけないとも露草は思う。

　けれど自分たち姉妹がどれだけの犠牲を己に課してきたのか――それを知らないで「どうでもいい」などと無関心に切り捨てられることを、露草はどうしても許せなかった。

　――ずっと、この手を汚してきた。

　汚してきたのに。

「第一、な」しかし少年はポケットに手を入れたまま肩をすくめる。「世界自体が俺にはどうでもいい」

　露草は耳を疑った。

「この世界が滅んでしまっても――それでもなおどうでもいいって言うの？」

「うん。本気でどうでもいい」

　躊ちゆう躇ちよのひとつもなく即答し、

「世界なんてバカなモン、背負えるかよ」

　少年は口元を歪ゆがめ、



「俺が背負えるのは、ゆかりとの未来だけだ」



　宣言した。

「例えばそのせいで世界が滅んじまうなら、滅べばいいよ。知らね」

　不敵な笑みは苦笑いに変わる。「てか何だこの会話」

　――バカだ。

　ここにバカがいる。

　露つゆ草くさはようやく理解した。この少年はどうしようもなく色ボケしたクソガキなのだ。そのバカさ加減には隣の恋人ですら頬ほおを赤らめ、ぶつぶつと呟つぶやいている。「い、言い過ぎだよ鉄てつ平ぺいくん……嬉うれしいけど……」訂正、こいつら同類。

　世界のことを考える自分たちと、自身のことを考える少年たち。

　圧倒的なズレ。露草は苛いら立ちの正体を知る。

　ステージが違うのだ。

　価値観がまるで噛かみ合わない。まったくもって噛み合わず拳こぶしを交えている実感すらも危うい。そして自分の考えに一片の疑いも持たない、そんなお互いだから、徹底的にすれ違う。

　彼らはきっと、自分に敵意は持っても憎しみは持たない。

　自信があるから。

　自分が正しいと思い、そして負けるつもりはこれっぽっちもないから。恐れも憎しみも必要ない。

　ただ邪魔するものを、追い払う。彼らにとってこれはそれだけのことなのだ。

「……わかったわ」露草は浅く深呼吸した。「もうわかった」

　だったら私はその自信を意地でも挫くじく。手た折おって、砕くだいて、終わらせる。

　それをしないで殺してしまったら、自分はきっと揺らぐ。ここまで真っ直ぐに特化した想おもいを、それを信じる命を壊してしまったことに、耐えられなくなる。

　自分のしてきたことを疑ってしまう。

　――だから、挫く。

　その罪を背負うために。

　これからも背負い続けるために。

「あなたたちの意志も命も、殺す」

　へっ、と五十嵐いがらし鉄平は鼻で笑った。

「――――上等だ」



　大口を吐きつつも、鉄平は自分の限界を察していた。

　――ぶっちゃけ、もう動きたくねえ。

　せめて両脚の震えを覚さとられないようにこらえるだけ。それが限界だった。

　露草がこちらに飛び込んでくる。ロケットのような跳び込みと踏み込み。鉄平は迷った。どうする。どうやって凌ぐ――

　そのとき鉄平は、ゆかりの声を聞いた。



　行くよ？



　鉄てつ平ぺいはゆかりの顔を見ていなかった。接近する露つゆ草くさに目を奪われていたから。――いたのに。

　なのに、確かに感じた。

　行くよと口にしたゆかりが、微笑ほほえんでいるだろうことを。

　だから、行くしかない。

　視界の端で影が動くのを捉とらえながら鉄平はポケットに突っ込んでいた手をそっと外に出した。その手に握にぎられていたのは――携帯電話。

　それを手首のスナップだけで投じた。

「――――!?」

　突然眼前に現れた飛来物。露草は目を見開きながら反射的に左手で顔の前に掲げ携帯電話を受け止めていた。そして。

　その腰元に、ゆかりが飛び込む。ホールドしようと両腕を広げて。

　露草は右腕を振り下ろしてそれを叩たたき伏せた。が、少女はそれでも踏み込み太ふと股ももを抱き締しめるようにしてしがみついてきた。

「この――」



　瞬間、露草は風を感じた。

　それは前方から顔へと吹き付ける風。前髪が持ち上がり、彼女は目を細める。風の正体を知ろうとして携帯電話を受け止めた手を視界から退どける――

　そこへ、五十嵐いがらし鉄平の拳こぶしが飛び込んできた。

「ぁ」

　向かって左斜めの方角から鼻の付け根に衝突。呼気の詰まったような呻吟が漏れ、打撃のベクトルに首がねじれる。咄とつ嗟さに踏ん張ろうとした脚は、しかし少女に抱きつかれていて体勢を崩す。身体からだが無防備に傾かしぐ。

「ぅ」

　待て。声は間に合わない。今度は少年のフックが真横から顎あごを打ち抜いた。

　激しく揺さぶられて光量を減ずる視界。マズイ――意識がブラックアウトする瞬間、露草は苦し紛れに少年の服の裾すそを掴つかんでいた。

「おあああああああああああああッ!!」

　咆ほう哮こうと共に拳が脳天に打ち下ろされた。

　世界が揺れた。



　　　



「またボロボロになっちゃったね……」

　気絶した鉄てつ平ぺいの顔を見下ろして、ゆかりは小さく嘆息した。

　鉄平は瞳ひとみを閉じてゆかりの太ふと股ももの上で寝ていた。それから少し離れたところでは露つゆ草くさが大の字になって昏こん倒とうしている。

　露草をのした直後、緊張の糸が切れたのか鉄平はばったりと倒れて気を失ってしまった。ゆかりの膝ひざ枕まくらで眠る彼の寝顔は、けれど全身の痛みに苦しそうに歪ゆがんでいた。

　ゆかりはそっと鉄平の前髪をかき上げ、指先で額の汗を拭ぬぐった。少しでも彼の痛みが和らげばいいと思って。

「俺おれが背負えるのは、ゆかりとの未来だけだ、かぁ……」

　呟つぶやいてちょっと頬ほおを赤らめた。

　悪くない、と思う。

　そのせいで世界が滅んでしまってもいいくらいに、悪くない。

「私もバカだなぁ……」

　照れ隠しにゆかりは鉄平の唇を人差し指でなぞった。くすぐったそうに唇が動く。静かな寝息。愛いとおしそうに頬を緩めて、けれどゆかりは唇を噛かんだ。

　――なんで、忘れてたんだろう。

　こんなに大切な人のことを。

　事情はわからないけれど、きっと今回も内世界の何かが関係しているのだろうと思う。記憶がなくなっていたのもそのせいで、誰だれであろうと不可抗力なことだったのだとは思う。思うのだけど。

　――それでも許せない。

　自分が許せない。

　こんなにもあっさりと記憶を奪われた自分に憤りを覚える。なんで？

　そんなものじゃないでしょう？　私のこの気持ちは――そんな簡単に失えるものじゃないでしょ？

　誰にも奪えない、自分だけのものなんでしょ？

「ごめんね、鉄平くん……」

　きっと不安にさせたと思う。もしもこれが逆の立場で鉄平の方が記憶を失っていたのだとしたら――想像するだけでぞっとした。あの優しい目が自分を素通りするなんてこと、考えられない。考えたくもない。

　指先で鉄平の頬を撫なでる。この温ぬくもりも手も髪も何もかも失うなんてイヤだ。あの六月のときのような思いは二度としたくない。

「もう――忘れないから」

　絶対に忘れないから。

　内世界の人間がこようとも、何があろうとも。

　――忘れないから。

「今度は、私を信じてね」

　囁ささやいて、ゆかりは鉄てつ平ぺいの唇に自分のそれを近付けた。

　ねえ鉄平くん。

「……キス、しよう？」

　もう決してお互いを忘れないように。

　その印を刻み付けるように。

　誓いを交わすように――。



　彼の唇はかさかさに乾いていた。
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      　どばん！と屋上の鉄扉が開け放たれて、ゆかりは慌てて顔を上げた。

「や、槍やりヶが岳たけさん！　ち、違うんですッ。これは鉄平くんの顔に糸クズがついていたから――」

　タイミング的に絶対これは槍ヶ岳さんだ、と直感してゆかりはまくし立てたのだが。

「……アレ？」

　そこに立っていたのは、槍ヶ岳ではなかった。

　槍ヶ岳ではなかったけれど、ゆかりはその人のことを知っていた。







「――――五ご寸すん釘くぎ先生、ですよね？」



    

  
    
      


【エピローグ】



勿忘わすれな草ぐさ／「私を忘れないで」



「死んでる、んですか……？」

　大おお目め玉だまが気絶した詰つめ草くさを後ろ手に縛り上げている後ろで、あひるは脱力して腰を下ろしていた。

「死んでないわよ」大目玉は疲労の濃い声で答えた。「気を失っているだけ」

「で、でも、頭にバットですよ？」

「『第二世界』の奴らは頑丈なのよ。わかりやすく言えば五十嵐いがらし鉄平並み」

「……全然わからないんですが」

　そう、と大目玉は気にせず肩をすくめた。のだが。

　背後から「……ホントに、わかんないですよぉ」と涙声がし、大目玉は慌てて振り返った。

　ひくっ、とあひるが喉のどを鳴らし、しゃくり上げていた。

「ひっ……ぇっ……」

　――そうよね。

　大おお目め玉だまは申し訳ない気持ちで胸を痛める。槍やりヶが岳たけとの約束を守るためとは言え、何も関係のないはずの少女を巻き込んでしまったのだ。理不尽極まりないこの状況に、それでも文句も言わずについて来てくれたことは感謝してもしきれない。

「……ごめんなさいね」ぽん、と大目玉があひるの頭に手を乗せた。「あなたは何もわからないのに。何も事情を知らないのに巻き込んでしまって。怖い思いをさせて。でも……あなたのおかげで助かった。それは本当にありがとう」

　あひるは大目玉の胸にしがみつき、わんわんと喚いて大泣きした。左腕が動かない代わりに右腕で抱きかかえるようにして大目玉はあひるの頭を胸に寄せた。その横では小こ目め玉だまが慰めるようにあひるの腰の辺りをぽんぽん叩たたいていた。

「もう少しの辛抱だから」頭を撫なでながら耳元で優しく囁ささやく。「後はここから脱出するだけ。もう火の手が回ってるから急がないと」

　涙と鼻水と涎よだれまみれの顔を上げ、あひるはこくりと頷うなずいた。大目玉は微笑ほほえみ指先でその目元を拭ぬぐってやった。

「さあ、行きましょう。時間がな――」

　刹せつ那な、首筋に強烈な衝撃を覚えた。

　なに――？

　身体からだから力が抜ける。膝ひざが折れる。信じられない速度で視界が黒く塗り潰つぶされていく。大目玉は肩越しに振り向いて、見た。

　黒いスーツの男たちがそこに立っていた。

　――サイテー。

　落ちる寸前。

　大目玉は咄とつ嗟さに右手のリングを外し、あひるの手に押し込んだ。

「え――」



　　　



　目を丸くするあひるの姿を最後に。

　小目玉のなまなまという悲鳴を聞きながら、大目玉は気を失った。

　柚ゆ子ずが目覚めたとき、体育館の中ではばたばたとたくさんの人々が忙しく駆けていた。

　誰だれかが救急車を呼んでくれたのか、白衣姿の大人たちが生徒や一般客を次々と担架で運んでいるところだった。症状が重い者や担架待ちの者はその場で治療を施されていて、きっとこの外ではたくさんの救急車が停とまっているんだろうな、とぼんやり思う。

　コンタクトを外したから、物があまりよく見えなかった。視界がぼやけると思考も鈍ってしまうのが柚ゆ子ずの悪い癖だ。コンタクト、というフレーズを思い浮かべてようやっとそのことを思い出した。

『コンタクト……っ、はず、せ』

　そして自分の身体からだにかけられていた上着。その温ぬくもりと匂におい。

　――先輩!?

　柚子は慌てて自分の周囲を見回した。比較的元気に動けているのは自分くらいで、周りにはまだ治療待ちの生徒たちが何人も横たわっていた。

　そしてその中に、先輩――文ぶん七しちの姿を見つける。

　文七はうつ伏せに倒れていた。柚子は彼のそばに這はい寄り、肩を揺さぶった。

「先輩、大丈夫ですか!?　先輩――センパイッ！」

　低いうめき声が返ってきて、柚子は涙が出るほど安堵した。

　――よかった。

「本当によかった……」

　――先輩、私のこと守ってくれたんですよね……？

　上着を被かぶせて。コンタクトを外せと指示して。上から身体を張ってかばってくれて。

　それがあったから、自分は今、元気でいられる。

　――やっぱり私、好きです……。

　先輩のことが、好きです。

　安心とは別の気持ちが込み上げてきて溢あふれそうで、柚子は息を引きつらせた。ひっ、としゃくり上げ、もう止まらなくて、ぽろぽろと涙をこぼした。

「先輩……先輩……」

　文七の胸に顔を埋めて柚子は泣いた。

　文七は身じろぎし、胸の上の柚子に目を細めた。

　かすれた声。

「君は……」

　それは――



　　　



　鉄てつ平ぺいは浅い眠りの中で、その声を聞いた。



　――――君は命拾いをした。

　……。

　――――紫むらさき姉妹は失敗したよ。

　――――過激派の実行部隊は、実質彼女らのみ。

　――――我々は彼女らほどの思想を追い求めてはいない。

　――――だから姉妹が君を殺せなかったのなら、それはそれでいい。

　――――止める気はなかったが、進める気もない。

　――――我々には我々のやり方がある。

　……。

　――――今日は占うらないでもして程々にリストを消化しようと思っていたが。

　――――そうでなくてもなかなか捗はかどった。

　――――体育館にたくさんの生徒たちがいたからな。

　……。

　――――世界はそれぞれに独立すべきだ。

　――――君も『第二世界』の二の舞にはしたくないだろう？

　――――君は我々の世界に関かかわりすぎたのだよ。

　……。

　――――君は命拾いをした。

　――――せっかく必死に守ったのだ。大切にしろ。

　――――……そして。

　――――もう関わるな。





　着信音で、鉄てつ平ぺいは目覚めた。

「――――ッ！」

　がばりと身体からだを起こす。途端にこめかみに走った疼とう痛つうに眉まゆをしかめながらも、周囲を見回す。

「ここは……」

　屋上。記憶が舞い戻る。

　自分は紫露つゆ草くさという少女と闘い、気を失って――。

　気付いて、もう一度屋上を見渡した。しかし自分以外の誰だれの姿も見つけることはできなかった。

　露草は？　ゆかりは――っ？

　半ば茫ぼう然ぜんと立ち尽くす鉄平の足元では、先ほどから携帯電話が鳴っていた。見下ろすとそれは露草に威嚇として投げたケータイだった。拾い上げてディスプレイを見ると「メールを受信しました」の一文。

　アドレスも受信メールもすべて消去されていることは朝の時点で確認済みだ。そのケータイに、このタイミングでメールが届く――鉄てつ平ぺいは高鳴る鼓動にくらくらしながら、メールを開いた。

　差出人不明、そしてタイトルのない、短い単語を並べた本文。そこに綴つづられていたのは。

　鉄平は開けっ放しになっていた屋上の出入り口に飛び込んだ。階段を飛ぶように段飛ばしに下る。生徒を肩で突き飛ばしたりしながらも足は止めなかった。



『えちごやです　わたしはつかまった』



　つまずいて階段を転げ落ちた。肩、腰、肘、膝ひざ――あらゆる箇か所しよを打ち据えながら階段の踊り場に叩たたきつけられる。しかし鉄平は痛みすらも忘れて立ち上がり、足を引きずりながら再び駆け出した。



『くろまくは　ごすんくぎ』



　一階までたどり着くと、滑るように廊下に飛び出した。そこで廊下の片隅にあったゴミ箱につまずいてまた転倒した。床に手を突き、そこから這はうようにばたばたと立ち上がりただただ前を目指した。



『いがらしさんだけは　きっとだいじょうぶ

　あなたには　ぼうぎょしすてむ　がある』



　そして再度操作を受けたときの防御システムを脳内に構築いたします――。

　数時間前に聞いたばかりの声が脳裏を過よぎるが今はどうでもいい。世界の崩壊並みにどうでもいい。

　上履きのまま、玄関の外へと出た。

　玄関や正門の前にはたくさんの数の救急車が停とまっていた。次々と担架で人を運んでは搬送し、それと入れ違いに新たな救急車が敷地内に入ってくる。救急隊員のどなり声と連絡を聞きつけたらしい保護者たちの悲痛な声が鼓膜に痛々しく突き刺さる。

　ゆかりは――



『ぼうぎょしすてむは　やーさんがつくった

　かれらはそのそんざいを　しらない』



　いた。

　正門前の一台の救急車。後部座席の扉が開いて簡易的な治療室になっている。

　そこに、ゆかりの姿を見つけた。

　鉄てつ平ぺいは駆け出す。

「ゆかり！」



『だからいがらしさんだけは

　しらないふりを　していてください』



　ゆかりは折りたたみ式の小さな椅い子すに腰掛け、治療の順番を待っていたようだ。うつむきがちに足元を見つめている。

「ゆかり！」

　ゆかりが、鉄平の声に顔を上げた。



『いつかかならず　もどってきます

　それまではいがらしさんは

　きおくのないふりをしていてください』



「ゆかり――よかった、無事か!?」

　鉄平はゆかりの肩を掴つかんだ。

　瞬間。

　その肩が緊張に強こわ張ばるのを、鉄平は感じ取った。

「……あ、の」

　ゆかりは首を傾かしげ、戸惑ったようにこちらを見上げる。



『ざんねんながら』



　――ちょっと、待て。

　待ってくれ。決定的な予感に、鉄平は声もなく凍りつく。

　そんなこちらを上目遣いに見ながら。

　ゆかりは、恐る恐る、言ってきた。



『わたしたちは』

　

「ど、どうしたの？――五十嵐くん」

　

『しっぱいしたのです』
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あとがき





　バイト先のパートの方から、メールをいただきました。

「ＣＭ見てて思ったんだけど、三み浦うらくんてヨン様に似てるよね」

　俺は信じない。



　どうもこんにちは。

　三浦様です。キモ俺おれ。

　本書『フェスティバル上等。』略して『フェス上。』は上等シリーズの六冊目にして「何コレ新展開？」みたいなものになっています。受験も秒読み十一月、学祭です。

　表紙を見て「誰だれコレ？」と思った方。『エトセトラ上等。』を読み返してみてください。

　今回表紙を飾っている滝たき本もと柚ゆ子ずと日向ひなたあひるは、前作『エラ上。』からの参加です。「知らねー」という方は一度過去を振り返ってみるのもアリだと思います。表紙だってバニーでしたしね。……なんでバニーなんですか屡る那なさん？

　前作と言えば、その巻末に予告セリフが載っていたのを覚えてますでしょうか。

　あれは今巻以降で登場する予定のセリフであり、今巻でそのすべてが消化されているわけではありませんのであしからず。だから「next×××××上等」と伏字になっていたのです。……決して今巻で使い切れなかったわけではありませんよ？　ほ、本当ですよ？

　タイトなスケジュールに加え原稿が上がってくるのがいろいろとギリギリなのにもかかわらず、いつも以上に素敵なイラストを描いてくれた屡那さん。ごめんなさい、ありがとう。あなたが挿絵を描いてくれて本当によかった。なんだかこれで最後みたいな言い方ですが、いつでもそう思っています。

　担当のＫさんには何と言ってよいものやら。とりあえず、これからも打ち合わせのときに「ごめんなさい……もう少し、もう少し待ってください……はい……いえ……はい……すみません、頑張ります……ごめんなさい、頑張ります……はい、すみません……頑張ります……ごめんなさ（無限ループ）」とうわ言のように電話口で呟つぶやくことのないよう、頑張ります。努力します。善ぜん処しよします。い、いつだって全力疾走です。



　とにもかくにも、たくさんの人にありがとうの気持ちを抱きながら。

　次回『サクラ上等。』

　またお付き合いしていただけたら、嬉うれしいです。

平成十八年十月　三浦勇いさ雄お
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　著者

　三浦勇雄（みうら・いさお）

　　１９８３年２月生まれの弘前大学人文学部人間文化課程卒業生。

　　現在は北海道の札幌市に在住。

　『クリスマス上等。』で第１回ＭＦ文庫Ｊライトノベル新人賞の審査員特別賞を受賞。同作でデビュー。



　　テレビを見ながら、知人との会話にて。

　「そういえばブラ上で『「松○亜弥」と「上○彩」の違いがわからない』みたいなこと言ってたけど、今はどうなの？」

　　なめんなよ！　さすがにもうわかるよ！」

　「今ちょうどＣＭ出てるよ」

　「余裕余裕。この人は上○彩だろ？」

　「……」

　　もう本気でわからない。



　イラスト

　屡那（るな）

　　１９８４年２月生まれ。神奈川県在住。

　　読書、音楽、映画鑑賞が心のオアシス。

　　最近暫くカラオケに出ていないので段々と絵を描きながら歌う音量が上がっている。

　　何時か怒られそうで心配です。

　　ホームページ「Ｒ／Ｌ」

　　http://waxing-moon.hp.infoseek.co.jp/



    

  
    
      

フェスティバル上等。



発行日　２００９年４月30日

著　者　　三浦勇雄

イラスト　屡那

発行人　　三坂　泰二

発行所　　株式会社メディアファクトリー

　　　　　〒１０４－｜００６１

　　　　　東京都中央区銀座８－｜４－｜17

電　話　　０５７０－｜００２－｜００１

　　　　　０３－｜５４６９－｜３４６０



cIsao Miura



●株式会社メディアファクトリーＭＦ文庫Ｊ『フェスティバル上等。』（２００６年11月30日　初版発行）に基づいて制作されました。
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